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菅埜誠総務委員長
（S52法）

■日時：令和元年6月8日（土）16時半　会場：日本倶楽部

　

令
和
最
初
の
総
会
は
６
月
８
日

（
土
）
16
時
半
よ
り
、
大
学
か
ら
笠
原

正
典
北
大
理
事
・
副
学
長
、
関
崎
徳
彦

総
務
企
画
部
長
、
乾
優
紀
子
広
報
課

長
、
浅
野
賢
二
校
友
会
エ
ル
ム
事
務
局

長
、
北
大
関
西
同
窓
会
か
ら
植
松
高
志

会
長
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
賜
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
司
会
の
菅
埜
総
務
委
員
長
よ

り
議
決
権
行
使
書
・
委
任
状
を
含
む
出

席
者
数
（
４
６
８
名
）
が
、
規
約
第
16

条
５
項
の
規
定
に
あ
る
総
会
成
立
要
件

を
満
た
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、

議
長
団
と
し
て
議
長
に
杉
江
和
男
会

長
、
副
議
長
に
石
川
裕
一
副
会
長
、
福

士
博
司
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
事
業
関
連
】

　
「
第
１
号
議
案
そ
の
１
」
の
「
平
成

30
年
度
事
業
報
告
」
が
菅
埜
総
務
委
員

長
よ
り
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

Ａ
）
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動

　

◎
現
在
の
会
員
数
は
前
年
度
末

よ
り
１
５
６
名
増
の
２
３
３
６
名

（
正
会
員
１
０
８
５
名
、
メ
ル
マ
ガ

会
員
１
２
５
１
名
）。
◎
『
総
会
』

２
０
１
８
年
５
月
26
日
に
開
催
、
97
名

参
加
。
數
土
文
夫
氏
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
名
誉
顧
問
※
当
時
）
に
よ

る
講
演
会
開
催
。
◎
『
新
社
会
人
歓
迎

　

北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
１
８
』
同
年

５
月
20
日
に
開
催
、
９
１
３
名
参
加
、

新
規
入
会
47
名
。◎『
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
』
同
年
12
月
12
日
に
羽
田
空
港

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

１
１
２
名
参
加
、
新
規
入
会
21
名
。

◎
交
流
勉
強
会 

〝
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ

ジ
〟
開
催
（
計
６
回
開
催
）。
◎
『
新

年
交
礼
会
』
２
０
１
９
年
１
月
11
日
開

催
。
69
名
参
加
。
◎
『
産
業
別
エ
ル
ム

会
』
と
の
交
流
促
進
（
情
報
産
業
エ
ル

ム
会
、
食
品
産
業
エ
ル
ム
会
）。
◎
各

学
部
東
京
同
窓
会
と
の
連
携
（
事
務
局

長
会
議
を
開
催
。
札
幌
農
学
同
窓
会
名

簿
の
電
子
化
に
協
力
）。
◎
『
ク
ラ
ー

ク
遺
徳
顕
彰
』
２
０
１
８
年
10
月
14
日

に
多
磨
霊
園
墓
参
、
22
名
参
加
。
◎
エ

ル
ム
談
話
室
（
毎
月
）
◎
囲
碁
ク
ラ
ブ

（
毎
月
）。

Ｂ
）
財
政
基
盤
の
強
化　

◎
繰
越
金

（
単
年
度
）
残
高
目
標
５
０
０
万
円
に

対
し
、
実
績
８
７
０
万
円
（
除
、
校
友

会
業
務
収
支
）。
◎
中
長
期
会
計
繰
越

金
３
０
０
万
円
の
目
標
に
対
し
、
実

績
５
８
０
万
円
（
２
月
末
時
点
）。
◎

『FRONTIER

』
の
企
業
広
告
・
名
刺

広
告
合
計
１
０
４
万
円
（
２
月
末
時

点
）。

Ｃ
）
広
報
・
会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
拡
充　

◎
『FRONTIER

』
を
８
月

と
２
月
に
発
行
。
北
大
各
学
部
・
就
活

セ
ン
タ
ー
・
エ
ル
ム
の
森
シ
ョ
ッ
プ
等

へ
の
配
布
。
◎
「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
１
９
」
の
学
内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と

会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
卒
業
式
で
配
布
（

５
０
０
０
部
）。
◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
（
情
報
処
理
委
員
会
の
下
に
Ｓ
Ｎ

鷲田千臣監事
（S58農）

上満研吾ジンパ実行委員長
（H27経院）

萱野聡財務委員長
（Ｓ62法）

令和元年度 東京同窓会 総会

Ｓ
分
科
会
を
運
営
、
ス
マ
ホ
対
応
サ
イ

ト
の
運
営
）。 

◎
『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

』
の
発
行
。 

Ｄ
）
募
金
・
産
学
連
携　

◎
学
部
同
窓

会
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
寄
付
・
共
同

研
究
の
呼
び
か
け
。
◎
産
学
・
地
域
協

働
推
進
機
構
と
企
業
と
の
橋
渡
し
。

Ｅ
）
総
会
・
役
員
会
等
の
開
催　

総
会

（
５
／
26
）、
評
議
員
会
２
回
（
９
／

13
、
３
／
14
）、
理
事
会
４
回
（
９
／

13
、
12
／
６
、２
／
７
、３
／
14
）、
顧

問
・
学
部
同
窓
会
事
務
局
長
会
議
１
回

（
２
／
７
）、
委
員
長
会
議
３
回
（
10

／
15
、
11
／
22
、
１
／
31
） 

。

Ｆ
）
委
員
会
等
の
活
動
組
織
の
強
化　

委
員
会
体
制
の
強
化（
委
員
の
拡
充
等
）。

Ｇ
）
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援　

◎
東
京

同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
支
援

す
べ
く
、
各
委
員
会
で
の
委
員
活
動
。

◎
国
際
学
生
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

『H
alt Prize

』
参
加
費
の
一
部
10
万

円
を
協
賛
。
◎
『
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
』

へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候
補
紹
介
支
援
。
◎

交
友
会
エ
ル
ム
に
対
し
『
個
人
情
報

の
共
同
利
用
に
関
す
る
覚
書
』
を
締

結
。
◎
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び

に
交
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

支
援
。

　
「
第
１
号
議
案
そ
の
２
」
の
「
平
成

30
年
度
決
算
報
告
」
は
萱
野
財
務
委
員

長
よ
り
、
監
査
報
告
は
鷲
田
監
事
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、「
第
２
号

議
案
そ
の
１
」
の
「
令
和
元
年
度
事
業

計
画
」
は
菅
埜
総
務
委
員
長
よ
り
、「
第

２
号
議
案
そ
の
２
」
の
「
令
和
元
年
度

収
支
計
画
」
は
萱
野
財
務
委
員
長
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。「
令
和
元
年
度
事
業

計
画
案
」
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

【
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
】

Ａ
）
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動

①
多
様
化
す
る
同
窓
生
（
若
手
、
女

性
、
団
塊
世
代
等
）
の
入
会
促
進
、

シ
ス
テ
ム
化
の
検
討
。
②
大
学
と
連

携
を
図
り
同
窓
会
の
組
織
強
化
の
向

上
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
、

北
大
卒
業
生
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
形

成
を
目
指
し
た
同
窓
会
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
。
③
新
年
交
礼
会
の
開
催
。

④
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
、
食
品
産
業
）。
⑤
校
友

会
エ
ル
ム
や
各
学
部
東
京
同
窓
会
と

の
連
携
強
化
（
学
部
同
窓
会
事
務
局
長

会
議
の
開
催
）。 

⑥
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕

彰
（
多
磨
霊
園
墓
参
の
開
催
な
ど
） 

の

実
施
。
⑦
エ
ル
ム
談
話
室
（
毎
月
第

１
金
曜
日
）
の
開
催
。
⑧
囲
碁
ク
ラ

ブ
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
の
充
実
。

Ｂ
）
財
政
基
盤
の
強
化　

繰
越
金
（
単

年
度
）
残
高
５
０
０
万
円
の
維
持
・
確

保
。
②
中
長
期
会
計
繰
越
金
３
０
０
万

円
維
持
・
確
保
。
③
『FRONTIER

』

広
告
収
入
の
増
強
に
向
け
、
個
人
寄
付

等
か
ら
の
収
入
増
。

Ｃ
）
広
報
・
会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
拡
充　

①
広
報
誌
『FRONTIER

』

を
８
月
、
２
月
に
発
行
す
る
。
②
会
員

募
集
チ
ラ
シ
や
「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
０
」
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
掲
示
（
学
内
）、

チ
ラ
シ
作
成
等
会
員
の
拡
大
。
③
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
の
情
報
シ
ン
ク
ロ
等
）。
④『
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
』
の
発
行
（
ネ
ッ
ト
会
員

の
拡
充
）。 

⑤
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
（
大
学
が
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
付
与
）
の
活
用
。
⑥
Ｓ

Ｎ
Ｓ（Facebook

等
）の
組
織
的
活
用
。

Ｄ
）
募
金
・
産
学
連
携　

①
大
学
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
産
学
共
同
事
業
の

推
進
。
②
学
部
同
窓
会
、
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
寄
付
・
共
同
研
究
の
呼
び
か

け
。
③
寄
付
講
座
の
企
画
と
協
力
。

Ｅ
）
総
会
・
役
員
会
等
の
開
催　

※
詳

細
は
「
北
大
東
京
同
窓
会
２
０
１
９
年

度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
参
照  

。

Ｆ
）
委
員
会
の
組
織
の
強
化　

①
各
委

員
会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、
体
制

強
化
。
②
委
員
長
会
議
の
適
宜
開
催
、

各
委
員
会
の
機
能
強
化
と
体
制
推
進 

。

Ｇ
）
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援　

①
東
京

同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
支

援
す
べ
く
、
各
委
員
会
で
活
動
を
す

る
。
②
国
際
学
生
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

『Halt Prize

』
参
加
費
の
一
部
10
万

円
を
協
賛
す
る
。 

③『
新
渡
戸
カ
レ
ッ

ジ
』
へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候
補
の
紹
介
支

援
。
④
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び

に
交
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

支
援
。

　

議
長
よ
り
第
３
号
議
案
「
評
議
員･

理
事
役
員
等
人
事
」、
菅
埜
委
員
長
よ

り
第
４
号
議
案
「
北
大
東
京
同
窓
会
規

約
改
定
」
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
約
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

通
り
。
◎
第
２
条
：
事
務
局
の
業
務
内

容
と
代
表
者
を
付
則
に
定
め
る
旨
を

追
加
。
◎
第
３
条
・
第
４
条
：
大
学

に
対
し
て
募
金
、
産
学
連
携
活
動
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
条
文
に
改
定
。
◎
第
５
条
：

「
会
員
」
の
有
資
格
者
に
同
窓
生
、
卒

業
生
の
ほ
か
入
学
者
な
ど
も
追
加
。
◎

第
８
条
・
第
11
条
：「
役
員
の
選
出
」

に
関
し
、
会
長
候
補
指
名
委
員
会
規
定

を
別
途
設
け
た
こ
と
に
よ
る
条
文
変

更
。
◎
第
14
条
：
年
度
内
の
事
業
の
追

加
、
変
更
、
中
止
は
理
事
会
の
審
議
、

決
定
で
行
う
旨
を
追
記
。
◎
第
15
条
：

評
議
員
は
理
事
会
に
同
席
し
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
記
。

　

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京
ジ
ン

パ
」
の
実
行
委
員
長
・
上
満
研
吾
さ
ん

よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
報
告
、
な
ら
び
に
開

催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
方
々

へ
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
北
大
Ｃ
Ｏ
Ｉ
リ
ー
ダ
ー
の

吉
野
正
則
さ
ん
の
約
１
時
間
の
講
演

（
テ
ー
マ
：
北
海
道
大
学
と
産
学
地
域

連
携
〜
食
と
健
康
、
先
の
読
め
な
い
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
懇
親
会
が
開
宴
さ
れ
、
賑
や
か

に
参
加
者
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

令和元年度

東京同窓会 
総会 左より

石川裕一副会長
杉江和男会長
福士博司副会長
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北海道大学東京同窓会  令和元年度  会長・副会長・理事・監事 

■は新任  ★は特命理事　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

北海道大学東京同窓会  令和元年度  委員会役員
■は新任　　丸数字は評議員の就任年数

令和元年度 東京同窓会 総会

■は新任■は新任■は新任■は新任

　　　　 丸数字は評議員の就任年数丸数字は評議員の就任年数丸数字は評議員の就任年数丸数字は評議員の就任年数

委員会名委員会名委員会名委員会名 委員長委員長委員長委員長 副委員長副委員長副委員長副委員長 委　員委　員委　員委　員

総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会 ②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52） ⑦大野　隆明（水院H13）⑦大野　隆明（水院H13）⑦大野　隆明（水院H13）⑦大野　隆明（水院H13） ⑫堀江　亮介（法S61）⑫堀江　亮介（法S61）⑫堀江　亮介（法S61）⑫堀江　亮介（法S61）

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局） ⑬大久保　英俊（法S56）⑬大久保　英俊（法S56）⑬大久保　英俊（法S56）⑬大久保　英俊（法S56） ⑩畠山　義彦（水S55）⑩畠山　義彦（水S55）⑩畠山　義彦（水S55）⑩畠山　義彦（水S55）

■①米子　智裕（農H02)■①米子　智裕（農H02)■①米子　智裕（農H02)■①米子　智裕（農H02) ⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）

①平野　友善（文H5）①平野　友善（文H5）①平野　友善（文H5）①平野　友善（文H5）

①渡辺　明日香（法H18）①渡辺　明日香（法H18）①渡辺　明日香（法H18）①渡辺　明日香（法H18）

②小島　恵太（法H29)②小島　恵太（法H29)②小島　恵太（法H29)②小島　恵太（法H29)

組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 ■⑧西野　順子（農院H1）■⑧西野　順子（農院H1）■⑧西野　順子（農院H1）■⑧西野　順子（農院H1） ⑤山田　尚大（工院H23）⑤山田　尚大（工院H23）⑤山田　尚大（工院H23）⑤山田　尚大（工院H23） ⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）

⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）

⑨小坂　由紀（理院H19）⑨小坂　由紀（理院H19）⑨小坂　由紀（理院H19）⑨小坂　由紀（理院H19）

⑧小中出　拓也（工院H23）⑧小中出　拓也（工院H23）⑧小中出　拓也（工院H23）⑧小中出　拓也（工院H23）

⑤久野　和哉（経H24）⑤久野　和哉（経H24）⑤久野　和哉（経H24）⑤久野　和哉（経H24）

③辻本　陽平（情報院H25）③辻本　陽平（情報院H25）③辻本　陽平（情報院H25）③辻本　陽平（情報院H25）

③楊　ジョウ（環境院H25）③楊　ジョウ（環境院H25）③楊　ジョウ（環境院H25）③楊　ジョウ（環境院H25）

③上満　研吾（経院H27）③上満　研吾（経院H27）③上満　研吾（経院H27）③上満　研吾（経院H27）

③内山　壮（文H28）③内山　壮（文H28）③内山　壮（文H28）③内山　壮（文H28）

〇高田　茂樹（農H25)〇高田　茂樹（農H25)〇高田　茂樹（農H25)〇高田　茂樹（農H25)

■関　良子（法H21）■関　良子（法H21）■関　良子（法H21）■関　良子（法H21）

■岩田　渉廣（法H29）■岩田　渉廣（法H29）■岩田　渉廣（法H29）■岩田　渉廣（法H29）

■川原　史識（農院H25）■川原　史識（農院H25）■川原　史識（農院H25）■川原　史識（農院H25）

■田村　康将（情報院H27）■田村　康将（情報院H27）■田村　康将（情報院H27）■田村　康将（情報院H27）

■橋本　和大（水院H28）■橋本　和大（水院H28）■橋本　和大（水院H28）■橋本　和大（水院H28）

■山本　淳博（環境院H30）■山本　淳博（環境院H30）■山本　淳博（環境院H30）■山本　淳博（環境院H30）

■高野　直人（文H30）■高野　直人（文H30）■高野　直人（文H30）■高野　直人（文H30）

■布川　敦士（工院H30）■布川　敦士（工院H30）■布川　敦士（工院H30）■布川　敦士（工院H30）

■西田　実弘（経H30）■西田　実弘（経H30）■西田　実弘（経H30）■西田　実弘（経H30）

財務委員会財務委員会財務委員会財務委員会 ⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62） ■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5） ■波田　大専（経H24）■波田　大専（経H24）■波田　大専（経H24）■波田　大専（経H24）

■③上満　研吾（経院H27）■③上満　研吾（経院H27）■③上満　研吾（経院H27）■③上満　研吾（経院H27）

広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会 ⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62） ⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56） ⑪八谷　俊雄（法H2）⑪八谷　俊雄（法H2）⑪八谷　俊雄（法H2）⑪八谷　俊雄（法H2）

④島田　久（工金属S61）④島田　久（工金属S61）④島田　久（工金属S61）④島田　久（工金属S61） ③松永　千代（文H14）③松永　千代（文H14）③松永　千代（文H14）③松永　千代（文H14）

③髙野　葵（環境科学院H25）③髙野　葵（環境科学院H25）③髙野　葵（環境科学院H25）③髙野　葵（環境科学院H25）

④青山　千穂（農院H23）④青山　千穂（農院H23）④青山　千穂（農院H23）④青山　千穂（農院H23）

〇陣谷　義直（経S51）〇陣谷　義直（経S51）〇陣谷　義直（経S51）〇陣谷　義直（経S51）

〇浦崎稔史（Ｈ22工院）〇浦崎稔史（Ｈ22工院）〇浦崎稔史（Ｈ22工院）〇浦崎稔史（Ｈ22工院）

〇山本淳博（Ｈ30環境科学院）〇山本淳博（Ｈ30環境科学院）〇山本淳博（Ｈ30環境科学院）〇山本淳博（Ｈ30環境科学院）

情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会 ⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52） ②原田　武志（工土木H19）②原田　武志（工土木H19）②原田　武志（工土木H19）②原田　武志（工土木H19） ⑩浜名　純（農S48）⑩浜名　純（農S48）⑩浜名　純（農S48）⑩浜名　純（農S48）

■①中村　秀治（工建築S58）■①中村　秀治（工建築S58）■①中村　秀治（工建築S58）■①中村　秀治（工建築S58） ⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）

②千葉　寛之（工情報院S63）②千葉　寛之（工情報院S63）②千葉　寛之（工情報院S63）②千葉　寛之（工情報院S63）

②大久保　高樹（工合成H4)②大久保　高樹（工合成H4)②大久保　高樹（工合成H4)②大久保　高樹（工合成H4)

②長谷川　健（理地惑H14）②長谷川　健（理地惑H14）②長谷川　健（理地惑H14）②長谷川　健（理地惑H14）

⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）

募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会 ■②廣重　勝彦（法S57）■②廣重　勝彦（法S57）■②廣重　勝彦（法S57）■②廣重　勝彦（法S57） ⑨杉江　和男（工院S45）⑨杉江　和男（工院S45）⑨杉江　和男（工院S45）⑨杉江　和男（工院S45） ④永田　明（農S54）④永田　明（農S54）④永田　明（農S54）④永田　明（農S54）

■■■■①井上　修平（工Ｓ50）①井上　修平（工Ｓ50）①井上　修平（工Ｓ50）①井上　修平（工Ｓ50） ⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）

④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53） ⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）

★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54） ⑬大西　裕子（文修H3）⑬大西　裕子（文修H3）⑬大西　裕子（文修H3）⑬大西　裕子（文修H3）

⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）

⑩楯　裕史（法H10）⑩楯　裕史（法H10）⑩楯　裕史（法H10）⑩楯　裕史（法H10）

⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）

⑩高橋　良佳（医H16）⑩高橋　良佳（医H16）⑩高橋　良佳（医H16）⑩高橋　良佳（医H16）

⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）

クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参 ⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44）

■①清水　全生（工土木S45）■①清水　全生（工土木S45）■①清水　全生（工土木S45）■①清水　全生（工土木S45）

〇前田　直寛（工土木S43)〇前田　直寛（工土木S43)〇前田　直寛（工土木S43)〇前田　直寛（工土木S43)

〇清水　慧（工衛生S43)〇清水　慧（工衛生S43)〇清水　慧（工衛生S43)〇清水　慧（工衛生S43)

〇関口　光雄（工土木S43）〇関口　光雄（工土木S43）〇関口　光雄（工土木S43）〇関口　光雄（工土木S43）

- 11 -- 11 -- 11 -- 11 -

（参考）委員会役員（参考）委員会役員（参考）委員会役員（参考）委員会役員

■は新任    ★は特命理事

理事・監事の丸数字は評議員年数

会長会長会長会長 ⑥杉江 和男（工応化院S45）⑥杉江 和男（工応化院S45）⑥杉江 和男（工応化院S45）⑥杉江 和男（工応化院S45）

副会長副会長副会長副会長 ③梶谷　辰哉（農林S50)③梶谷　辰哉（農林S50)③梶谷　辰哉（農林S50)③梶谷　辰哉（農林S50) ⑥小坂　達朗（農化Ｓ51）⑥小坂　達朗（農化Ｓ51）⑥小坂　達朗（農化Ｓ51）⑥小坂　達朗（農化Ｓ51） ⑥樋口 達夫（水Ｓ52）⑥樋口 達夫（水Ｓ52）⑥樋口 達夫（水Ｓ52）⑥樋口 達夫（水Ｓ52）

④福士　博司（工合化S57）④福士　博司（工合化S57）④福士　博司（工合化S57）④福士　博司（工合化S57） ■⑩弘田　裕（医S57）■⑩弘田　裕（医S57）■⑩弘田　裕（医S57）■⑩弘田　裕（医S57） ★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）

理事理事理事理事 ⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44）⑭平田　更一（理植S44） ⑦佐藤　育男（工原S47）⑦佐藤　育男（工原S47）⑦佐藤　育男（工原S47）⑦佐藤　育男（工原S47） ⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）⑩及川　正規（工S47）

③土屋　裕（薬S50）③土屋　裕（薬S50）③土屋　裕（薬S50）③土屋　裕（薬S50） ⑧松谷　有希雄（医S50）⑧松谷　有希雄（医S50）⑧松谷　有希雄（医S50）⑧松谷　有希雄（医S50） ②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52）②菅埜　誠（経S52）

⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52）⑥松谷　寛（工電S52） ④永田　明（農S54）④永田　明（農S54）④永田　明（農S54）④永田　明（農S54） ④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53）④菅野　彰一（工建S53）

⑩畠山　義彦（水産S55）⑩畠山　義彦（水産S55）⑩畠山　義彦（水産S55）⑩畠山　義彦（水産S55） ⑥福西　真（法S55）⑥福西　真（法S55）⑥福西　真（法S55）⑥福西　真（法S55） ⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）⑫川添　公貴（工応化S56）

■⑬大久保　英俊（法S56）■⑬大久保　英俊（法S56）■⑬大久保　英俊（法S56）■⑬大久保　英俊（法S56） ⑧畠山　昌則（医S56）⑧畠山　昌則（医S56）⑧畠山　昌則（医S56）⑧畠山　昌則（医S56） ②廣重　勝彦（法S57）②廣重　勝彦（法S57）②廣重　勝彦（法S57）②廣重　勝彦（法S57）

■①中村　秀治（工建S58）■①中村　秀治（工建S58）■①中村　秀治（工建S58）■①中村　秀治（工建S58） ■①横田　浩（経S60 ）■①横田　浩（経S60 ）■①横田　浩（経S60 ）■①横田　浩（経S60 ） ■①杉崎　順平（歯S60 ）■①杉崎　順平（歯S60 ）■①杉崎　順平（歯S60 ）■①杉崎　順平（歯S60 ）

⑦志済　聡子（法S61）⑦志済　聡子（法S61）⑦志済　聡子（法S61）⑦志済　聡子（法S61） ④島田　久（工S61）④島田　久（工S61）④島田　久（工S61）④島田　久（工S61） ⑧馬庭　透（電子S61）⑧馬庭　透（電子S61）⑧馬庭　透（電子S61）⑧馬庭　透（電子S61）

⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62）⑩高橋　寛（農S62） ⑧西野　順子（農S62）⑧西野　順子（農S62）⑧西野　順子（農S62）⑧西野　順子（農S62） ⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）⑩萱野　聡（法S62）

⑤橋本 大志（理H1）⑤橋本 大志（理H1）⑤橋本 大志（理H1）⑤橋本 大志（理H1） ⑬足立　直子（工電H2）⑬足立　直子（工電H2）⑬足立　直子（工電H2）⑬足立　直子（工電H2） ③今田　久美子（教H2）③今田　久美子（教H2）③今田　久美子（教H2）③今田　久美子（教H2）

■①米子　智裕（農H2）■①米子　智裕（農H2）■①米子　智裕（農H2）■①米子　智裕（農H2） ⑬大西　裕子（文H3修）⑬大西　裕子（文H3修）⑬大西　裕子（文H3修）⑬大西　裕子（文H3修） ■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5）■①平野　友善（文H5）

⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7）⑨溝口　尚重（農H7） ⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13）⑩坂本　茂（経H13） ⑩中田　裕康（文H15）⑩中田　裕康（文H15）⑩中田　裕康（文H15）⑩中田　裕康（文H15）

②原田　武志（工H19）②原田　武志（工H19）②原田　武志（工H19）②原田　武志（工H19） ⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20）⑩常松　尚史（経H20） ⑩杉山　美雪（経H20）⑩杉山　美雪（経H20）⑩杉山　美雪（経H20）⑩杉山　美雪（経H20）

⑤山田 尚大（工院H23）⑤山田 尚大（工院H23）⑤山田 尚大（工院H23）⑤山田 尚大（工院H23） ③上満　研吾（経修H27）③上満　研吾（経修H27）③上満　研吾（経修H27）③上満　研吾（経修H27）

（特命理事）（特命理事）（特命理事）（特命理事） ★松沢　幸一（農化S46）★松沢　幸一（農化S46）★松沢　幸一（農化S46）★松沢　幸一（農化S46） ★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54）★石川　裕一（法S54） ★伊藤　洋（農生S48）★伊藤　洋（農生S48）★伊藤　洋（農生S48）★伊藤　洋（農生S48）

★野呂　忠一（薬S39）★野呂　忠一（薬S39）★野呂　忠一（薬S39）★野呂　忠一（薬S39）

監事監事監事監事 ⑩鷲田　千臣（農S58）⑩鷲田　千臣（農S58）⑩鷲田　千臣（農S58）⑩鷲田　千臣（農S58） ⑧向井　拓（法H5）⑧向井　拓（法H5）⑧向井　拓（法H5）⑧向井　拓（法H5） ⑤沖崎　遼（法H21）⑤沖崎　遼（法H21）⑤沖崎　遼（法H21）⑤沖崎　遼（法H21）
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            会⻑・副会⻑の丸数字は夫々の就任年数

北海道⼤学東京同窓会 ２０１９年度 会⻑・副会⻑・理事・監事 

北海道大学東京同窓会  令和元年度  スケジュール

2018年度2018年度2018年度2018年度 ２０２０年（’１９年度）２０２０年（’１９年度）２０２０年（’１９年度）２０２０年（’１９年度）

３月３月３月３月 ４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月 ７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 １０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月 ２月２月２月２月 ３月３月３月３月 ４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月

1111 総会総会総会総会 8日(土)8日(土)8日(土)8日(土) ６日(土)６日(土)６日(土)６日(土)

2222 評議員会評議員会評議員会評議員会 14日(木)14日(木)14日(木)14日(木) 19日(木)19日(木)19日(木)19日(木) 12日(木)12日(木)12日(木)12日(木)

3333 理事会理事会理事会理事会 14日(木)14日(木)14日(木)14日(木) 19日(木)19日(木)19日(木)19日(木) 5日(木)5日(木)5日(木)5日(木) 6日(木)6日(木)6日(木)6日(木) 12日(木)12日(木)12日(木)12日(木)

4444

顧問会議/ 学部同窓会顧問会議/ 学部同窓会顧問会議/ 学部同窓会顧問会議/ 学部同窓会

事務局長会議事務局長会議事務局長会議事務局長会議
6日(木)6日(木)6日(木)6日(木)

5555 新年交礼会新年交礼会新年交礼会新年交礼会 10日(金)10日(金)10日(金)10日(金)

6666 組織強化活動組織強化活動組織強化活動組織強化活動

　　ジンパ/忘年会　　ジンパ/忘年会　　ジンパ/忘年会　　ジンパ/忘年会

19日(日)19日(日)19日(日)19日(日)

ジンパジンパジンパジンパ
忘年会忘年会忘年会忘年会 ジンパジンパジンパジンパ

　　ＯＧ会　　ＯＧ会　　ＯＧ会　　ＯＧ会

　　丸の内カレッジ　　丸の内カレッジ　　丸の内カレッジ　　丸の内カレッジ

　＜年2回程度の開催＞　＜年2回程度の開催＞　＜年2回程度の開催＞　＜年2回程度の開催＞

7777 クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参クラーク遺徳顕彰・墓参
14日(月)14日(月)14日(月)14日(月)

霊園墓参霊園墓参霊園墓参霊園墓参

8888 募金・産学連携活動募金・産学連携活動募金・産学連携活動募金・産学連携活動

9999 広報活動・会報誌発行広報活動・会報誌発行広報活動・会報誌発行広報活動・会報誌発行

ﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱ

発行発行発行発行

ﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱﾌﾛﾝﾃｨｱ

発行発行発行発行

10101010

エルム談話室エルム談話室エルム談話室エルム談話室

＜毎月開催＞＜毎月開催＞＜毎月開催＞＜毎月開催＞

11111111 ホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデー 28日(土)28日(土)28日(土)28日(土)

12121212 校友会エルム総会校友会エルム総会校友会エルム総会校友会エルム総会 上旬上旬上旬上旬

北大東京同窓会　２０１９年度スケジュール北大東京同窓会　２０１９年度スケジュール北大東京同窓会　２０１９年度スケジュール北大東京同窓会　２０１９年度スケジュール

２０１９年（’１９年度）２０１９年（’１９年度）２０１９年（’１９年度）２０１９年（’１９年度） ２０２０年（’２０年度）２０２０年（’２０年度）２０２０年（’２０年度）２０２０年（’２０年度）
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北海道大学東京同窓会  令和元年度  評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会  令和元年度  評議員（世代）一覧表

令和元年度 東京同窓会 総会

学部学部学部学部 名前名前名前名前
就就就就

任任任任

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会 学部学部学部学部 名前名前名前名前
就任就任就任就任

年数年数年数年数

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会 学部学部学部学部 名前名前名前名前
就任就任就任就任

年数年数年数年数

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会

H29H29H29H29 2017201720172017 法法法法 小島　恵太小島　恵太小島　恵太小島　恵太 2222 総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会 H12H12H12H12 2000200020002000 農農農農 三浦　隆司三浦　隆司三浦　隆司三浦　隆司 10101010 S56S56S56S56 1981198119811981 農農農農 佐藤　寛佐藤　寛佐藤　寛佐藤　寛 8888

H26H26H26H26 2014201420142014 情報院情報院情報院情報院 多田　宗弘多田　宗弘多田　宗弘多田　宗弘 3333 H12H12H12H12 2000200020002000 水産水産水産水産 前田 亘宏前田 亘宏前田 亘宏前田 亘宏 8888 S56S56S56S56 1981198119811981 農農農農 鈴木　信哉鈴木　信哉鈴木　信哉鈴木　信哉 10101010

H26H26H26H26 2014201420142014 環境院環境院環境院環境院 宮佐　穂奈未宮佐　穂奈未宮佐　穂奈未宮佐　穂奈未 2222 H10H10H10H10 1998199819981998 法法法法 山本　剛山本　剛山本　剛山本　剛 10101010 S56S56S56S56 1981198119811981 農農農農 内田　敏博内田　敏博内田　敏博内田　敏博 10101010

H25H25H25H25 2013201320132013 情報院情報院情報院情報院 辻本　陽平辻本　陽平辻本　陽平辻本　陽平 3333 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 H10H10H10H10 1998199819981998 法法法法 楯　裕史楯　裕史楯　裕史楯　裕史 10101010
募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

会会会会

S56S56S56S56 1981198119811981 工院工院工院工院 岩瀬　徹哉岩瀬　徹哉岩瀬　徹哉岩瀬　徹哉 5555

H25H25H25H25 2013201320132013 環境院環境院環境院環境院 高野　葵高野　葵高野　葵高野　葵 3333 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会 H10H10H10H10 1998199819981998 歯歯歯歯 上岡　理晴上岡　理晴上岡　理晴上岡　理晴 10101010 S55S55S55S55 1980198019801980 工工工工 居駒　幹夫居駒　幹夫居駒　幹夫居駒　幹夫 10101010

H25H25H25H25 2013201320132013 環境院環境院環境院環境院 楊　ジョウ楊　ジョウ楊　ジョウ楊　ジョウ 3333 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 H09H09H09H09 1997199719971997 工工工工 山口　建章山口　建章山口　建章山口　建章 10101010 S55S55S55S55 1980198019801980 水産水産水産水産 畠山　義彦畠山　義彦畠山　義彦畠山　義彦 10101010 理事理事理事理事 総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会

H24H24H24H24 2012201220122012 経経経経 久野　和哉久野　和哉久野　和哉久野　和哉 3333 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 H07H07H07H07 1995199519951995 医医医医 柳原　正智柳原　正智柳原　正智柳原　正智 10101010 S55S55S55S55 1980198019801980 工院工院工院工院 藤田　栄藤田　栄藤田　栄藤田　栄 10101010

H24H24H24H24 2012201220122012 文修文修文修文修 彭　秀実彭　秀実彭　秀実彭　秀実 2222 H07H07H07H07 1995199519951995 工工工工 館野　敬館野　敬館野　敬館野　敬 10101010 S54S54S54S54 1981198119811981 農農農農 永田　明永田　明永田　明永田　明 4444 理事理事理事理事
募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

会会会会

H07H07H07H07 1995199519951995 農農農農 溝口　尚重溝口　尚重溝口　尚重溝口　尚重 9999 理事理事理事理事
情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会

募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

S57S57S57S57 1982198219821982 医医医医 弘田　裕弘田　裕弘田　裕弘田　裕 10101010 副会長副会長副会長副会長

小計小計小計小計 8888 名名名名 H06H06H06H06 1994199419941994 法法法法 高田　清志高田　清志高田　清志高田　清志 10101010 S53S53S53S53 1978197819781978 工建工建工建工建 菅野　彰一菅野　彰一菅野　彰一菅野　彰一 4444 理事理事理事理事
募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

会副委員長会副委員長会副委員長会副委員長

H06H06H06H06 1994199419941994 理理理理 西川　達雄西川　達雄西川　達雄西川　達雄 10101010 S53S53S53S53 1978197819781978 工院工院工院工院 中島　敏夫中島　敏夫中島　敏夫中島　敏夫 10101010

H05H05H05H05 1993199319931993 医医医医 岩村　美佳岩村　美佳岩村　美佳岩村　美佳 10101010 S53S53S53S53 1978197819781978 獣獣獣獣 境　政人境　政人境　政人境　政人 4444

H23H23H23H23 2011201120112011 工院工院工院工院 山田　尚大山田　尚大山田　尚大山田　尚大 5555 理事理事理事理事
組織・交流委員会副組織・交流委員会副組織・交流委員会副組織・交流委員会副

委員長委員長委員長委員長

H05H05H05H05 1993199319931993 水産水産水産水産 石原　敏章石原　敏章石原　敏章石原　敏章 10101010 S51S51S51S51 1976197619761976 農化農化農化農化 小坂　達郎小坂　達郎小坂　達郎小坂　達郎 7777 副会長副会長副会長副会長

H22H22H22H22 2010201020102010 経済経済経済経済 中西　克彦中西　克彦中西　克彦中西　克彦 8888 H04H04H04H04 1992199219921992 工工工工 高野　伸一高野　伸一高野　伸一高野　伸一 10101010 S51S51S51S51 1976197619761976 医医医医 五十嵐 良雄五十嵐 良雄五十嵐 良雄五十嵐 良雄 7777

H22H22H22H22 2010201020102010 工院工院工院工院 小中出　拓也小中出　拓也小中出　拓也小中出　拓也 7777 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 H04H04H04H04 1992199219921992 工工工工 都築　真人都築　真人都築　真人都築　真人 10101010 S50S50S50S50 1975197519751975 農農農農 梶谷　辰哉梶谷　辰哉梶谷　辰哉梶谷　辰哉 11111111 副会長副会長副会長副会長

H21H21H21H21 2009200920092009 法法法法 沖崎　遼沖崎　遼沖崎　遼沖崎　遼 5555 監事監事監事監事 H04H04H04H04 1992199219921992 工院工院工院工院 江原　猛江原　猛江原　猛江原　猛 10101010 S50S50S50S50 1975197519751975 工工工工 井上　修平井上　修平井上　修平井上　修平 1111
募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

会会会会

H21H21H21H21 2009200920092009 工工工工 宮田　康大宮田　康大宮田　康大宮田　康大 3333 H04H04H04H04 1992199219921992 工工工工 大久保　高樹大久保　高樹大久保　高樹大久保　高樹 2222 情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会 S48S48S48S48 1973197319731973 農農農農 浜名　純浜名　純浜名　純浜名　純 10101010 情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会

H20H20H20H20 2008200820082008 経済経済経済経済 杉山　美雪杉山　美雪杉山　美雪杉山　美雪 10101010 理事理事理事理事 S48S48S48S48 1973197319731973 工工工工 小山内　清潤小山内　清潤小山内　清潤小山内　清潤 7777

H20H20H20H20 2008200820082008 経済経済経済経済 常松　尚史常松　尚史常松　尚史常松　尚史 10101010 理事理事理事理事
組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会

募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

小計小計小計小計 17171717 名名名名 S47S47S47S47 1972197219721972 工工工工 及川　正規及川　正規及川　正規及川　正規 10101010 理事理事理事理事 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会

H20H20H20H20 2008200820082008 経済経済経済経済 田口　光輔田口　光輔田口　光輔田口　光輔 10101010 S46S46S46S46 1971197119711971 農農農農 高島　章生高島　章生高島　章生高島　章生 10101010

H20H20H20H20 2008200820082008 工院工院工院工院 加藤　貴臣加藤　貴臣加藤　貴臣加藤　貴臣 10101010 S45S45S45S45 1970197019701970 工工工工 鈴木　憲鈴木　憲鈴木　憲鈴木　憲 10101010

H19H19H19H19 2007200720072007 工工工工 宮田　浩臣宮田　浩臣宮田　浩臣宮田　浩臣 10101010 H02H02H02H02 1991199119911991 工院工院工院工院 黒田　政寿黒田　政寿黒田　政寿黒田　政寿 10101010 S45S45S45S45 1970197019701970 農農農農 高橋　周高橋　周高橋　周高橋　周 10101010

H18H18H18H18 2006200620062006 経済経済経済経済 濱田　恵輔濱田　恵輔濱田　恵輔濱田　恵輔 10101010 H03H03H03H03 1990199019901990 農農農農 米子　智裕米子　智裕米子　智裕米子　智裕 1111 理事理事理事理事 総務委員会副委員長総務委員会副委員長総務委員会副委員長総務委員会副委員長 S44S44S44S44 1969196919691969 工工工工 石井　哲夫石井　哲夫石井　哲夫石井　哲夫 10101010

H19H19H19H19 2007200720072007 農院農院農院農院 鈴木　貴文鈴木　貴文鈴木　貴文鈴木　貴文 7777 H02H02H02H02 1990199019901990 経済経済経済経済 宇治原　里志宇治原　里志宇治原　里志宇治原　里志 10101010 S42S42S42S42 1967196719671967 工工工工 岡　隆次郎岡　隆次郎岡　隆次郎岡　隆次郎 10101010

H19H19H19H19 2007200720072007 工工工工 原田　武志原田　武志原田　武志原田　武志 2222 理事理事理事理事
情報処理委員会副委情報処理委員会副委情報処理委員会副委情報処理委員会副委

員長員長員長員長

H02H02H02H02 1990199019901990 教育教育教育教育 今田　久美子今田　久美子今田　久美子今田　久美子 3333 理事理事理事理事 S42S42S42S42 1967196719671967 医医医医 伊藤　敦之伊藤　敦之伊藤　敦之伊藤　敦之 10101010

H17H17H17H17 2005200520052005 経済経済経済経済 小寺　佑太小寺　佑太小寺　佑太小寺　佑太 10101010 H01H01H01H01 1989198919891989 工工工工 依田　馨依田　馨依田　馨依田　馨 10101010

H17H17H17H17 2005200520052005 法法法法 山田　敏之山田　敏之山田　敏之山田　敏之 10101010 H01H01H01H01 1989198919891989 工工工工 松田　茂広松田　茂広松田　茂広松田　茂広 10101010 小計小計小計小計 25252525 名名名名

H17H17H17H17 2005200520052005 工工工工 酒井　美帆酒井　美帆酒井　美帆酒井　美帆 10101010 H01H01H01H01 1989198919891989 工工工工 山森　聡山森　聡山森　聡山森　聡 10101010

H16H16H16H16 2004200420042004 理理理理 増岡　弘之増岡　弘之増岡　弘之増岡　弘之 10101010 H01H01H01H01 1989198919891989 理理理理 橋本　大志橋本　大志橋本　大志橋本　大志 5555 理事理事理事理事

H16H16H16H16 2004200420042004 医医医医 高橋　良佳高橋　良佳高橋　良佳高橋　良佳 10101010
募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

会会会会

S63S63S63S63 1988198819881988 法法法法 石関　正浩石関　正浩石関　正浩石関　正浩 10101010

H16H16H16H16 2004200420042004 水産水産水産水産 矢部　いつか矢部　いつか矢部　いつか矢部　いつか 10101010 S63S63S63S63 1988198819881988 理理理理 原澤　直子原澤　直子原澤　直子原澤　直子 10101010

H15H15H15H15 2003200320032003 文文文文 中田　裕康中田　裕康中田　裕康中田　裕康 10101010 理事理事理事理事 S63S63S63S63 1988198819881988 医医医医 根本浩一郎根本浩一郎根本浩一郎根本浩一郎 4444

H15H15H15H15 2003200320032003 経済経済経済経済 西　孝一郎西　孝一郎西　孝一郎西　孝一郎 8888 S63S63S63S63 1988198819881988 工院工院工院工院 千葉　寛之千葉　寛之千葉　寛之千葉　寛之 2222 情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会

H14H14H14H14 2004200420042004 文文文文 松永　千代松永　千代松永　千代松永　千代 3333 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会 S62S62S62S62 1987198719871987 法法法法 萱野　聡萱野　聡萱野　聡萱野　聡 10101010 理事理事理事理事
財務委員会委員長財務委員会委員長財務委員会委員長財務委員会委員長

募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員募金・産学連携委員

H14H14H14H14 2004200420042004 理理理理 長谷川　健長谷川　健長谷川　健長谷川　健 2222 情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会 S62S62S62S62 1987198719871987 農農農農 岡村　浩岡村　浩岡村　浩岡村　浩 10101010

S62S62S62S62 1987198719871987 理理理理 村田　雅治村田　雅治村田　雅治村田　雅治 10101010

小計小計小計小計 23232323 名名名名 S61S61S61S61 1986198619861986 工工工工 島田　久島田　久島田　久島田　久 4444 理事理事理事理事 広報委員会委員長広報委員会委員長広報委員会委員長広報委員会委員長

S61S61S61S61 1986198619861986 理院理院理院理院 中丸　裕樹中丸　裕樹中丸　裕樹中丸　裕樹 10101010

S61S61S61S61 1986198619861986 理理理理 中村　知道中村　知道中村　知道中村　知道 8888

S60S60S60S60 1985198519851985 工工工工 臼田　亨臼田　亨臼田　亨臼田　亨 10101010

S59S59S59S59 1984198419841984 工工工工 岩崎　哲也岩崎　哲也岩崎　哲也岩崎　哲也 10101010

S58S58S58S58 1983198319831983 農農農農 鷲田　千臣鷲田　千臣鷲田　千臣鷲田　千臣 10101010 監事監事監事監事

S57S57S57S57 1982198219821982 工工工工 福士　博司福士　博司福士　博司福士　博司 3333 副会長副会長副会長副会長

S57S57S57S57 1982198219821982 経済経済経済経済 井上　明井上　明井上　明井上　明 10101010

S57S57S57S57 1982198219821982 水水水水 阿部　修司阿部　修司阿部　修司阿部　修司 5555

小計小計小計小計 24242424 名名名名 合計合計合計合計 97979797 名名名名
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北海道大学東京同窓会　2019年度　評議員（世代）一覧表北海道大学東京同窓会　2019年度　評議員（世代）一覧表北海道大学東京同窓会　2019年度　評議員（世代）一覧表北海道大学東京同窓会　2019年度　評議員（世代）一覧表

50歳代50歳代50歳代50歳代

３０歳代３０歳代３０歳代３０歳代

２０歳代２０歳代２０歳代２０歳代 ４０歳代４０歳代４０歳代４０歳代 ６０歳代以上６０歳代以上６０歳代以上６０歳代以上

卒年卒年卒年卒年卒年卒年卒年卒年 卒年卒年卒年卒年
学部学部学部学部

卒年卒年卒年卒年

名前名前名前名前

就任就任就任就任

年数年数年数年数

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会

学部学部学部学部

卒年卒年卒年卒年

名前名前名前名前

就任就任就任就任

年数年数年数年数

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会

学部学部学部学部

卒年卒年卒年卒年

名前名前名前名前

就任就任就任就任

年数年数年数年数

理事理事理事理事 委員会委員会委員会委員会

農学部農学部農学部農学部 理学部理学部理学部理学部 文学部文学部文学部文学部

S48林S48林S48林S48林 川喜多　進川喜多　進川喜多　進川喜多　進 11111111 S44植S44植S44植S44植 平田　更一平田　更一平田　更一平田　更一 14141414 理事理事理事理事 クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会 H03文修H03文修H03文修H03文修 大西　裕子大西　裕子大西　裕子大西　裕子 13131313 理事理事理事理事 募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会

S50農化S50農化S50農化S50農化 丹羽　弘丹羽　弘丹羽　弘丹羽　弘 8888 S52地鉱院S52地鉱院S52地鉱院S52地鉱院 勝島　尚美勝島　尚美勝島　尚美勝島　尚美 7777 情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会 H05文H05文H05文H05文 平野　友善平野　友善平野　友善平野　友善 1111 理事理事理事理事

財務委員会副委員長財務委員会副委員長財務委員会副委員長財務委員会副委員長

総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会

S51農化S51農化S51農化S51農化 戸田　信之戸田　信之戸田　信之戸田　信之 8888 S59数学S59数学S59数学S59数学 鈴木　徹鈴木　徹鈴木　徹鈴木　徹 12121212 H28文H28文H28文H28文 内山　壮内山　壮内山　壮内山　壮 3333 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会

S62農工S62農工S62農工S62農工 高橋　寛高橋　寛高橋　寛高橋　寛 10101010 理事理事理事理事

広報委員会委員長広報委員会委員長広報委員会委員長広報委員会委員長

募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会

H14地球H14地球H14地球H14地球 相澤　晃相澤　晃相澤　晃相澤　晃 11111111

S62農工S62農工S62農工S62農工 瀬戸山　洋介瀬戸山　洋介瀬戸山　洋介瀬戸山　洋介 12121212 H19化H19化H19化H19化 小坂　由紀小坂　由紀小坂　由紀小坂　由紀 9999 組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会 小計小計小計小計 3333 名名名名

H1農院H1農院H1農院H1農院 西野　順子西野　順子西野　順子西野　順子 8888 理事理事理事理事 組織・交流委員会委員長組織・交流委員会委員長組織・交流委員会委員長組織・交流委員会委員長 小計小計小計小計 5555 名名名名

H15生資H15生資H15生資H15生資 遠藤　寛遠藤　寛遠藤　寛遠藤　寛 8888 エ学部エ学部エ学部エ学部

教育学教育学教育学教育学

部部部部

H18農研H18農研H18農研H18農研 伊藤 真吾伊藤 真吾伊藤 真吾伊藤 真吾 3333 S44機械S44機械S44機械S44機械 中原　豊中原　豊中原　豊中原　豊 13131313 H03教育H03教育H03教育H03教育 中島 樹生中島 樹生中島 樹生中島 樹生 9999

H22生資H22生資H22生資H22生資 二木　智二木　智二木　智二木　智 8888 S45応化院S45応化院S45応化院S45応化院 杉江　和男杉江　和男杉江　和男杉江　和男 9999 会長会長会長会長

募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会

副委員長副委員長副委員長副委員長

H21共生H21共生H21共生H21共生 鈴木　克昌鈴木　克昌鈴木　克昌鈴木　克昌 8888 S45土木S45土木S45土木S45土木 清水　全生清水　全生清水　全生清水　全生 1111 クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会クラーク遺徳顕彰墓参委員会 小計小計小計小計 1111 名名名名

H23院H23院H23院H23院 青山　千穂青山　千穂青山　千穂青山　千穂 4444 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会 S47原子S47原子S47原子S47原子 佐藤　育男佐藤　育男佐藤　育男佐藤　育男 7777 理事理事理事理事

S47機械S47機械S47機械S47機械 留目　一英留目　一英留目　一英留目　一英 8888 法学部法学部法学部法学部

小計小計小計小計 11111111 名名名名 S47機械S47機械S47機械S47機械 仲　　裕仲　　裕仲　　裕仲　　裕 12121212 S44法S44法S44法S44法 佐藤　尚夫佐藤　尚夫佐藤　尚夫佐藤　尚夫 13131313

S48建S48建S48建S48建 足立　守足立　守足立　守足立　守 9999 S47法S47法S47法S47法 西村　寛西村　寛西村　寛西村　寛 13131313

獣医学部獣医学部獣医学部獣医学部 S49建S49建S49建S49建 中山 茂樹中山 茂樹中山 茂樹中山 茂樹 7777 S50法S50法S50法S50法 奥野　滋奥野　滋奥野　滋奥野　滋 8888

S45獣医S45獣医S45獣医S45獣医 采　　 孟采　　 孟采　　 孟采　　 孟 8888 S50金属S50金属S50金属S50金属 山崎　信男山崎　信男山崎　信男山崎　信男 8888 S50法S50法S50法S50法 新城　修新城　修新城　修新城　修 13131313

S59獣医S59獣医S59獣医S59獣医 矢原　芳博矢原　芳博矢原　芳博矢原　芳博 4444 S52電子S52電子S52電子S52電子 松谷　寛松谷　寛松谷　寛松谷　寛 6666 理事理事理事理事 情報処理委員会委員長情報処理委員会委員長情報処理委員会委員長情報処理委員会委員長 S55法S55法S55法S55法 福西　真福西　真福西　真福西　真 6666 理事理事理事理事

H11獣医H11獣医H11獣医H11獣医 米久保 和樹米久保 和樹米久保 和樹米久保 和樹 3333 S52原子S52原子S52原子S52原子 大谷　武彦大谷　武彦大谷　武彦大谷　武彦 12121212 S56法S56法S56法S56法 高見　之雄高見　之雄高見　之雄高見　之雄 8888

S52金属S52金属S52金属S52金属 升光　法行升光　法行升光　法行升光　法行 8888 S56法S56法S56法S56法 大久保　英俊大久保　英俊大久保　英俊大久保　英俊 13131313 理事理事理事理事 総務委員会 副委員長総務委員会 副委員長総務委員会 副委員長総務委員会 副委員長

小計小計小計小計 3333 名名名名 S56応化S56応化S56応化S56応化 川添　公貴川添　公貴川添　公貴川添　公貴 12121212 理事理事理事理事

広報委員会副委員長広報委員会副委員長広報委員会副委員長広報委員会副委員長

情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会情報処理委員会

S57法S57法S57法S57法 廣重　勝彦廣重　勝彦廣重　勝彦廣重　勝彦 2222 理事理事理事理事 募金・産学連携委員長募金・産学連携委員長募金・産学連携委員長募金・産学連携委員長

S57土木S57土木S57土木S57土木 本多　清暢本多　清暢本多　清暢本多　清暢 10101010 募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会 S61法S61法S61法S61法 志済　聡子志済　聡子志済　聡子志済　聡子 7777 理事理事理事理事

薬学部薬学部薬学部薬学部 S56合成S56合成S56合成S56合成 谷口　泰之谷口　泰之谷口　泰之谷口　泰之 9999 H01法H01法H01法H01法 佐藤　光子佐藤　光子佐藤　光子佐藤　光子 12121212

S49薬S49薬S49薬S49薬 近藤　達仁近藤　達仁近藤　達仁近藤　達仁 8888 S56土木S56土木S56土木S56土木 野田　徹野田　徹野田　徹野田　徹 3333 H02法H02法H02法H02法 山口　公範山口　公範山口　公範山口　公範 12121212

H50薬H50薬H50薬H50薬 土屋　裕土屋　裕土屋　裕土屋　裕 3333 理事理事理事理事 S57電気S57電気S57電気S57電気 松尾　 望松尾　 望松尾　 望松尾　 望 8888 H02法H02法H02法H02法 八谷　俊雄八谷　俊雄八谷　俊雄八谷　俊雄 11111111 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会

S57土木S57土木S57土木S57土木 増田　 達増田　 達増田　 達増田　 達 8888 H03法H03法H03法H03法 石橋　祐介石橋　祐介石橋　祐介石橋　祐介 8888

小計小計小計小計 2222 名名名名 S58建S58建S58建S58建 中村　秀治中村　秀治中村　秀治中村　秀治 1111 理事理事理事理事 情報処理委員会副委員長情報処理委員会副委員長情報処理委員会副委員長情報処理委員会副委員長 H05法H05法H05法H05法 向井　拓向井　拓向井　拓向井　拓 8888 監事監事監事監事

S60機械S60機械S60機械S60機械 石田　充石田　充石田　充石田　充 12121212 H18法H18法H18法H18法 渡辺　明日香渡辺　明日香渡辺　明日香渡辺　明日香 1111 総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会

医学部医学部医学部医学部 S60機械S60機械S60機械S60機械 菊地　正武菊地　正武菊地　正武菊地　正武 12121212

S50医S50医S50医S50医 松谷　有希雄松谷　有希雄松谷　有希雄松谷　有希雄 12121212 理事理事理事理事 S61電子S61電子S61電子S61電子 馬庭　 透馬庭　 透馬庭　 透馬庭　 透 8888 理事理事理事理事 小計小計小計小計 15151515 名名名名

S56医S56医S56医S56医 畠山　昌則畠山　昌則畠山　昌則畠山　昌則 8888 理事理事理事理事 H01衛生H01衛生H01衛生H01衛生 熊谷　和哉熊谷　和哉熊谷　和哉熊谷　和哉 1111

S58医S58医S58医S58医 福島　亮治福島　亮治福島　亮治福島　亮治 8888 H01衛生H01衛生H01衛生H01衛生 遠藤　文則遠藤　文則遠藤　文則遠藤　文則 1111

経済学経済学経済学経済学

部部部部

S60医S60医S60医S60医 千村　浩千村　浩千村　浩千村　浩 13131313 H02電子H02電子H02電子H02電子 足立　直子足立　直子足立　直子足立　直子 13131313 理事理事理事理事 S47経済S47経済S47経済S47経済 半崎　貴敏半崎　貴敏半崎　貴敏半崎　貴敏 8888

S61医S61医S61医S61医 大塚　吾郎大塚　吾郎大塚　吾郎大塚　吾郎 12121212 H03電子H03電子H03電子H03電子 鈴木　政直鈴木　政直鈴木　政直鈴木　政直 4444 S52経済S52経済S52経済S52経済 菅埜　誠菅埜　誠菅埜　誠菅埜　誠 2222 理事理事理事理事 総務委員会委員長総務委員会委員長総務委員会委員長総務委員会委員長

S61医S61医S61医S61医 森　　清森　　清森　　清森　　清 12121212 H07合成H07合成H07合成H07合成 平畠　亘平畠　亘平畠　亘平畠　亘 10101010 S60経済S60経済S60経済S60経済 横田　浩横田　浩横田　浩横田　浩 1111 理事理事理事理事

H01医H01医H01医H01医 杉森　裕樹杉森　裕樹杉森　裕樹杉森　裕樹 12121212 H07情科院H07情科院H07情科院H07情科院 滝内　邦弘滝内　邦弘滝内　邦弘滝内　邦弘 4444 S60経済S60経済S60経済S60経済 中井　啓之中井　啓之中井　啓之中井　啓之 8888 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会

H05医H05医H05医H05医 松本　明郎松本　明郎松本　明郎松本　明郎 6666 H15情科院H15情科院H15情科院H15情科院 山田　将史山田　将史山田　将史山田　将史 7777

HO1経HO1経HO1経HO1経

済済済済

早川　寛教早川　寛教早川　寛教早川　寛教 12121212

H13医H13医H13医H13医 中田　勝巳中田　勝巳中田　勝巳中田　勝巳 12121212 H17環境H17環境H17環境H17環境 跡部　泰子跡部　泰子跡部　泰子跡部　泰子 11111111 H07経済H07経済H07経済H07経済 三上　裕史三上　裕史三上　裕史三上　裕史 7777

H21資源H21資源H21資源H21資源 中山　卓人中山　卓人中山　卓人中山　卓人 4444 H07経済H07経済H07経済H07経済 藤井　考先藤井　考先藤井　考先藤井　考先 8888

小計小計小計小計 9999 名名名名 小計小計小計小計 31313131 名名名名 H13経済H13経済H13経済H13経済 坂本　茂坂本　茂坂本　茂坂本　茂 10101010 理事理事理事理事

総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会

募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会

水産学部水産学部水産学部水産学部 H20経済H20経済H20経済H20経済 大場　亮佑大場　亮佑大場　亮佑大場　亮佑 2222

歯学部歯学部歯学部歯学部 S52食修S52食修S52食修S52食修 樋口　達夫樋口　達夫樋口　達夫樋口　達夫 7777 副会長副会長副会長副会長 H21経院H21経院H21経院H21経院 西尾　尚浩西尾　尚浩西尾　尚浩西尾　尚浩 8888

S60歯S60歯S60歯S60歯 杉崎　順平杉崎　順平杉崎　順平杉崎　順平 1111 理事理事理事理事 S61食S61食S61食S61食 中田　邦彦中田　邦彦中田　邦彦中田　邦彦 8888 H23経H23経H23経H23経 西舘　卓人西舘　卓人西舘　卓人西舘　卓人 1111

H03食H03食H03食H03食 釜谷　明釜谷　明釜谷　明釜谷　明 11111111 H27経院H27経院H27経院H27経院 上満　研吾上満　研吾上満　研吾上満　研吾 3333 理事理事理事理事

組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会組織・交流委員会

財務委員会財務委員会財務委員会財務委員会

小計小計小計小計 1111 名名名名 H06食修H06食修H06食修H06食修 大野　隆明大野　隆明大野　隆明大野　隆明 7777 総務委員会副委員長総務委員会副委員長総務委員会副委員長総務委員会副委員長

小計小計小計小計 4444 名名名名 小計小計小計小計 12121212 名名名名

97979797 名名名名

S46農化S46農化S46農化S46農化 松沢　幸一松沢　幸一松沢　幸一松沢　幸一 特命特命特命特命 理事理事理事理事 S48農生S48農生S48農生S48農生 伊藤　洋伊藤　洋伊藤　洋伊藤　洋 特命特命特命特命 理事理事理事理事

S54法S54法S54法S54法 石川　裕一石川　裕一石川　裕一石川　裕一 特命特命特命特命 副会長副会長副会長副会長

募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会募金・産学連携委員会

副委員長副委員長副委員長副委員長

S39薬S39薬S39薬S39薬 野呂　忠一野呂　忠一野呂　忠一野呂　忠一 特命特命特命特命 理事理事理事理事

- 8 -- 8 -- 8 -- 8 -

北海道大学東京同窓会　２０１９年度　評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会　２０１９年度　評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会　２０１９年度　評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会　２０１９年度　評議員（学部）一覧表
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北海道大学東京同窓会規約
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北
米
へ
の
出
張
を
除
け
ば
、
私
が
今

ま
で
最
も
多
く
訪
れ
た
外
国
は
フ
ラ
ン

ス
に
な
り
ま
す
。
40
年
近
く
前
、
初

め
て
ド
イ
ツ
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
フ
ラ

ン
ス
へ
入
っ
た
時
の
印
象
で
い
え
ば
、

ド
イ
ツ
の
道
路
周
辺
は
サ
ッ
パ
リ
と
小

綺
麗
で
し
た
が
、
国
境
を
越
え
て
フ
ラ

ン
ス
へ
入
る
と
雑
然
と
し
て
い
て
、
余

り
片
付
い
た
様
子
も
な
い
風
景
で
し
た

の
で
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゲ
ル
マ

風
景
と
の
対
話

フ
ラ
ン
ス
風
景 

雑
感

ン
人
と
ラ
テ
ン
人
の
違
い
な
の
か
な
ー

と
感
じ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ

季
節
が
晩
秋
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
刈

り
入
れ
た
後
の
畑
は
地
平
線
ま
で
「
土

色
」
が
続
き
、
フ
ラ
ン
ス
が
豊
か
な
農

業
国
で
も
あ
る
と
の
印
象
を
持
ち
ま
し

た
し
、
２
０
１
２
年
頃
、

パ
リ
か
ら
ロ
ア
ー
ル
地
方

ま
で
南
西
２
０
０
キ
ロ
程

を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
時
の
、

高
速
道
路
か
ら
見
た
風
景
で
も
同
じ
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
夏
の
盛

り
だ
っ
た
の
で
畑
が
良
く
耕
さ
れ
、
日

本
の
田
園
風
景
と
は
大
分
違
っ
た
豊
か

な
農
村
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

パ
リ
に
滞
在
す
る
多
く
の
旅
行
者

は
、近
郊
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
訪
れ
、

往
々
に
し
て
宮
殿
の
中
の
居
室
と
か

「
鏡
の
間
」
と
か
を
見
て
帰
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
実
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
は

そ
の
庭
こ
そ
が
立
派
で
広
く
、
長
旅
を

忘
れ
さ
せ
る
程
で
あ
り
、
な
か
で
も
プ

チ
ト
リ
ア
ノ
ン
と
そ
の
庭
園
は
必
見
の

風
景
で
す
。

　

ま
た
田
園
風
景
と
言
え
ば
、
初
期
印

象
派
の
ミ
レ
ー
を
中
心
と
し
た
画
家
達

が
好
ん
で
描
い
た
、
パ
リ
近
郊
で
は
有

名
な
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
景
色
と
そ
の
近
く

の
離
宮
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
城
」

の
落
ち
着
い
た
風
景
は
、
成
程
と
人
を

唸
ら
せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
回
持
ち
出
し
た
油
絵
は
、
パ

リ
中
心
部
に
あ
る
「
オ
ペ
ラ
座
」
の
バ

ル
コ
ニ
ー
か
ら
市
街
を
見
渡
し
た
絵
で

す
。
た
だ
見
渡
し
た
だ
け
で
は
つ
ま
ら

な
い
の
で
、
少
し
立
ち
位
置
を
後
ろ
に

引
き
、
扉
の
枠
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
思

わ
ず
床
に
反
射
し
た
陽
光
が
印
象
的
で

し
た
の
で
そ
の
ま
ま
油
絵
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
幅
の
風
景
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

も
う
一
枚
は
４
年
前
に
パ
リ
か
ら
真

西
の
方
角
の
大
西
洋
岸
に
あ
る
有
名
な

「
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
で
す
。

　

実
態
は
修
道
院
と
の
案
内
で
す
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
「
要
塞
」
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
中
世
に
何
百
年
か
を
掛
け
て

出
来
上
が
っ
た
ら
し
く
、
言
う
な
れ
ば

大
西
洋
か
ら
の
突
然
の
外
的
侵
入
に
備

え
た「
山
城
」そ
の
も
の
に
思
え
ま
し
た
。

　

中
世
な
ら
ば
兵
士
数
百
人
の
籠
城

が
可
能
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
一
端
上
陸

し
た
侵
略
者
も
こ
こ
で
見
張
ら
れ
て
し

ま
っ
て
は
一
歩
も
内
陸
に
は
進
め
な
い

で
し
ょ
う
。
一
般
住
民
（
領
民
）
も
ど

れ
だ
け
頼
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
か
が

想
像
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ

な
が
ら
こ
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

モンサンミッシェルの夕日

パリ・オペラ座からの眺め

初
谷
長
治 

︵
Ｓ
45
・
理
・
物
理
︶　
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今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
北
大
東
京

ジ
ン
パ
は
、
北
大
東
京
ジ
ン
パ
史
上
初

の
１
０
０
０
人
越
え
と
な
る
１
１
２
９

名
の
参
加
者
と
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
は
会
場
で
あ

る
昭
和
記
念
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
様
を
は
じ
め
、
ド
リ
ン
ク
で
ご

協
賛
を
い
た
だ
い
た
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

様
、
そ
し
て
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
支
援
が

あ
り
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ジ
ン
パ
史
上
初
の
１
０
０
０
人
を
超

え
た
北
大
東
京
ジ
ン
パ
成
功
の
秘
密

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
洗
練
さ
れ
た
広

北大東京ジンパ
2019 令和元年5月19日 国営昭和記念公園

告
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
何
と
な

く
で
投
稿
し
て
い
たFacebook

の
広

告
か
ら
、
参
加
者
を
年
齢
や
性
別
で
セ

グ
メ
ン
ト
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
グ

メ
ン
ト
に
あ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て

広
告
す
る
と
い
う
戦
略
に
変
え
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
参
加
し
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
拡

充
。
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
北
大
東
京
ジ
ン
パ
の
発
展
を
と
も

に
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
様
の
歴
史
を
取
材
し
た
り
、

こ
れ
ま
で
少
し
ず
つ
育
て
て
き
た
ジ
ン

パ
ロ
ゴ
やJintech

な
ど
を
紹
介
し
て

い
く
こ
と
で
、
ジ
ン
パ
の
進
化
と
ジ
ン

パ
ブ
ラ
ン
ド
を
参
加
者
自
身
に
も
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
に
特
筆
す
べ
き
は
１
０
０
０

人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
き
な
問
題
も
な

く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
遂
行
で
き
た
当

日
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
。
実
行
委
員
や
当

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
お
力
添
え

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
６
回
の
ナ
レ
ッ
ジ
が
集
結
し

た
こ
と
に
よ
り
、
予
定
よ
り
も
１
時
間

も
早
く
前
準
備
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
は
お
り
ま
す

が
、
年
々
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
ジ
ン
パ
は
１
５
０
０
人
か
そ
れ

と
も
２
０
０
０
人
か
…
次
な
る
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
実
行
委
員
一
同
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
来
年
の
ジ
ン
パ
で
ま

た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

北
大
東
京
ジ
ン
パ
史
上

初
の
１
０
０
０
人
越
え
!実行委員長  上満研吾（経院H27）

北大東京ジンパ
2019

新社会人歓迎新社会人歓迎

Ambiti
ous!

Ambiti
ous!

1129
名の

1129
名の
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現
在
は
札
幌
在
住
で
、
生
命
保
険
会

社
の
営
業
マ
ン
と
し
て
全
国
を
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
関

東
で
仕
事
が
生
じ
た
の
で
、
ジ
ン
パ
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
で
で
き
た
人
脈
を
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

　

サ
ー
ク
ル
や
文
学
部
の
仲
間
と
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
の
頃
は
自
宅

で
も
中
央
ロ
ー
ン
で
も
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

を
食
べ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
東
京
で
ジ
ン
パ
が
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
と
っ
て

も
楽
し
い
で
す
。

　

同
じ
IT
系
職
場
の
今
年
の
新
卒
仲
間

で
す
。
ジ
ン
パ
の
こ
と
は
イ
ン
ス
タ
で

知
っ
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
知
ら

な
い
人
が
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ

る
の
で
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

３
年
前
に
前
職
の
上
司
た
ち
と
人
材

紹
介
会
社
を
設
立
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
！
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
時
々
参

加
し
て
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　　

大
学
同
期
の
友
だ
ち
が
ジ
ン
パ
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
に
い
る
の
で
、
わ
た
し
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
２
回
目
で
す
。
ジ
ン
パ
で
は
い
ろ
ん

な
世
代
の
人
と
話
が
で
き
る
の
が
い
い

で
す
ね
。

　

金
融
、
証
券
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
会
社

に
そ
れ
ぞ
れ
今
年
春
に
入
社
し
て
、
目

下
研
修
中
で
す
。
ま
だ
全
く
実
務
は

や
っ
て
な
く
て
、
会
社
に
か
か
っ
て
く

る
電
話
に
さ
え
一
度
も
出
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ボ
ー
ナ
ス
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
ジ
ン

パ
は
同
期
と
の
再
会
の
い
い
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

職
場
は
北
海
道
の
町
役
場
な
の
で
す

◆新社会人歓迎「北大東京ジンパ 2019」

が
、
今
年
春
か
ら
２
年
間
の
派
遣
で
経

済
産
業
省
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
東
京

で
の
仕
事
は
ま
だ
２
か
月
目
で
す
。

　

こ
の
テ
ン
ト
は
北
大
交
響
楽
団
に
所

属
し
て
い
た
３
世
代
の
先
輩
後
輩
の
集

ま
り
で
す
。
ジ
ン
パ
の
こ
と
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
知
っ
て
は
い
た
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

ず
、
今
回
が
初
め
て
の
参
加
で
す
。

　
「
北
大
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

大
学
主
催
の
「
北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
活
か
し
て
、
学
内
に
定
期
的
に

カ
フ
ェ
を
出
店
し
、
学
生
や
一
般
市

民
、
観
光
客
に
憩
い
の
場
所
を
提
供
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
時

に
は
中
央
ロ
ー
ン
な
ど
で
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た

当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

　

歳
も
出
身
学
部
も
異
な
る
職
場
の
北

大
卒
の
女
子
３
名
で
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
た
ま
た
ま
テ
ン
ト
で
一
緒
に

な
っ
た
参
加
者
が
、
自
分
の
父
親
の
友

人
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
と
っ
て

も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
（
笑
）。

99
年
院
卒
の

 

元
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

２
０
１
７
年
卒

 

エ
レ
ク
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ

２
０
０
９
年

 

法
学
部
卒
の
女
子
２
人
組

２
０
１
９
年

 

経
済
学
部
新
卒
３
人
組

２
０
１
２
年
経
済
学
部
卒

工
学
部
資
源
卒

北
大
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

北
大
カ
フ
ェ

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

職
場
の
女
子
３
名
で
参
加

文
学
部
卒
と

　
教
育
学
部
卒
の
女
子
２
人
組

◇
参
加
者
に
ひ
と
言

　
　

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!!
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学
部
や
地
域
の
各
同
窓
会
の
一
層

の
発
展
と
横
断
的
な
連
携
関
係
を
構

築
す
る
た
め
に
、
２
０
０
４
年
４
月

「
北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
」
が
発

足
し
、
さ
ら
に
そ
の
体
制
に
大
学
の

教
職
員
、
在
学
生
・
院
生
な
ど
も
加

え
た「
北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム
」

が
２
０
１
６
年
６
月
１
日
に
誕
生
し

　

校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、
第
４
回
と
な

る
定
時
総
会
を
６
月
14
日
（
金
）
15
時

よ
り
北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
本
総
会
は
、
代
議
員

53
名
の
う
ち
、
海
外
同
窓
会
９
名
を
含

む
過
半
数
と
な
る
36
名
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
会
則
第
20
条
に
定
め
る
決
議
要

件
を
満
た
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り

議
事
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
報
告
事
項
「
平
成
30
年
度
事

業
報
告
」
が
あ
り
、
遠
藤
監
事
に
よ
る

監
査
結
果
報
告
及
び
事
務
局
か
ら
事
業

内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
「
平
成
30
年
度
決
算
報

告
」

　

平
成
30
年
度
の
決
算
の
内
容
に
つ

い
て
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
審
議
の
結

果
、
意
義
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案　
「
役
員
の
選
任
」（
別

紙
：
役
員
一
覧
）

　

校
友
会
エ
ル
ム
役
員
の
任
期
に
つ
い

て
は
、
会
則
第
29
条
に
よ
り
「
選
任
後

２
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
定

時
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
役
員
選
出

規
程
」
第
２
条
に
基
づ
き
、
本
年
２
月

６
日
に
「
次
期
役
員
候
補
者
推
薦
委
員

会
」
を
設
置
し
選
出
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
推
薦
委
員
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

諮
ら
れ
、意
義
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、会
則
第
26
条
に
よ
り
「
会

長
、
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
理
事
の
中
か
ら

選
定
す
る
。」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
別
室
に
て
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
審
議
の
結
果
、
会
長
に
杉
江
和
男
理

事
、
副
会
長
に
笠
原
正
典
理
事
、
佐
々

木
亮
子
理
事
、
植
松
高
志
理
事
の
３
名

を
選
任
し
た
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
報
告
事
項
と
し
て
、「
令
和
元

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
（
案
）」、「
基

礎
同
窓
会
へ
の
登
録
申
請
」
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
最
後
に
本
総

会
の
終
結
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り

退
任
す
る
石
山
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
杉
江
新

会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
校
友
会
の
重

点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
国

際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
派
遣
学
生
か

ら
の
報
告
も
あ
り
、
終
始
和
や
か
に
懇

親
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆「校友会エルム」活動の様子

校
友
会
エ
ル
ム
に
つ
い
て

〔学部・研究科同窓会〕
文学部、教育学部、法学部、経済学部、理
学部、医学部、歯学部、薬学部、工学部、
農学部、獣医学部、水産学部の各学部同
窓会のほか、国際広報メディア観光学院同
窓会、公共政策大学院同窓会などの18の
同窓会組織。
〔国内地区同窓会〕
東京同窓会、関西同窓会など各地域で同
窓会活動を行っている26の同窓会組織。

会　長　杉江和男
副会長　笠原正典
副会長　佐々木亮子
副会長　植松高志
理　事　北里和彦
理　事　竹田正直
理　事　上野昌美
理　事　出村　誠
理　事　畠山鎮次
理　事　村井清彦
理　事　三浦敏明
理　事　大塚俊明
理　事　松井博和
理　事　堀内基広
理　事　長沼昭夫
理　事　三上　隆
理　事　樋口達夫
理　事　石澤　登
理　事　安倍宣昭
監　事　髙野一夫
監　事　遠藤昭一

東京同窓会
北海道大学
法学部同窓会
関西同窓会
文学部同窓会
教育学部同窓会
経済学部同窓会
理学部同窓会
医学部同窓会
歯学部同窓会
薬学部同窓会
工学部同窓会
札幌農学同窓会
獣医学部同窓会
水産学部同窓会
ほっかいどう同窓会
東京同窓会
関西同窓会
宮城県同窓会

（敬称略）

北海道大学校友会エルム 役員一覧
（任期:令和元年6月14日〜令和3年総会日）

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
北
大
の
全
て
の
関
係
者

で
構
成
す
る
、
新
た
な
全
学
的
か
つ
国

際
的
な
組
織
が
生
ま
れ
、
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
大
学
を
実
現
・
支
援
に
向
け

て
、
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

連
携
と
大
学
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
は
、
基
礎
同
窓
会
に

所
属
し
て
い
る
卒
業
生
、
な
ら
び
に
現

役
学
生
、
教
職
員
、
現
役
学
生
の
保
護

者
、
元
職
員
で
構
成
さ
れ
、
図
の
よ
う

な
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
同
窓
会
と
は
、
学
部
等
同
窓
会

や
東
京
同
窓
会
の
よ
う
な
地
区
同
窓
会

な
ど
計
61
（
令
和
元
年
７
月
現
在
）
の

同
窓
会
か
ら
組
織
さ
れ
、
基
礎
同
窓
会

の
会
員
の
方
は
、「
校
友
会
エ
ル
ム
」
の

正
会
員
の
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和元年7月現在

監事 事務局

委  員  会

組織・交流委員会

総務・企画委員会

連携協力

自己申告により会員

就職・活動支援委員会

広報・情報処理委員会

会
　
　
　
　
員

理
事
会 （
会
長
・
副
会
長
）

総
　
会 （
代
議
員
）　
　

北海道大学

基礎同窓会
（1）学部・研究科同窓会（全18会）
（2）学生寮同窓会（全1会）
（3）国内地区同窓会（全26会）
（4）海外地区同窓会（全16会）

校友会エルム
活動の様子

北海道大学校友会エルム

校
友
会
エ
ル
ム
事
務
局
長 

浅
野
賢
二

■校友会エルムホームページ www.alumni-hokudai.jp

（広報委員会）

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム

第
４
回
定
時
総
会
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校
友
会
エ
ル
ム
が
３
年
前
に
発
足
し

て
以
来
、
東
京
同
窓
会
を
代
表
し
て
理

事
を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

石
山
喬
氏
の
後
を
継
ぎ
会
長
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
卒
業
し
て
大
日
本
イ
ン
キ
化
学

に
勤
め
ま
し
た
が
、
実
を
言
う
と
同
窓

会
や
教
育
活
動
に
は
全
く
関
心
が
無

く
、
10
年
前
ま
で
は
東
京
同
窓
会
の
存

在
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
窓
会

に
顔
を
出
し
た
き
っ
か
け
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ

（
株
）社
長
の
時
、鈴
木
章
先
生
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
記
念
講
演
会
に
お
い
て
、

併
催
し
た
討
論
会
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一

員
と
し
て
登
壇
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で

あ
り
、
孫
の
よ
う
な
同
窓
生
の
何
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た

か
ら
で
す
。

　

教
育
へ
の
関
わ
り
は
、
経
済
同
友
会

で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
委
員
会

委
員
長
の
要
請
を
受
け
、
社
業
の
傍

ら
、
１
０
０
０
人
規
模
の
講
演
か
ら
10

人
位
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
５
年
間
で
１
０
０
回
近
く
出
向
き
、

そ
の
際
に
実
業
経
験
者
が
生
徒
学
生
に

伝
え
る
言
葉
は
説
得
力
が
違
う
、
と
実

感
し
た
か
ら
で
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
東
京
都
、
中
教
審
、
公

益
財
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
し
て

小
中
高
校
か
ら
大
学
に
至
る
教
育
機
関

に
お
い
て
、
教
育
政
策
の
立
案
や
人
材

育
成
の
現
場
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

何
れ
も
自
分
の
意
思
で
選
択
し
た
仕

事
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
よ

り
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
が
、

ト
ッ
プ
か
リ
ー
ダ
ー
か
の
違
い
が
よ
く

表
れ
、
人
間
性
と
人
格
が
よ
く
見
え
る

経
験
で
し
た
。

　

北
海
道
大
学
と
の
関
わ
り
は
、
６
年

半
前
に
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校
し
た

際
、
第
一
期
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
学
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
し
た
。
全
国
的
に
初
め

て
と
評
さ
れ
た
同
窓
生
と
大
学
の
協
働

運
営
に
よ
る
教
育
の
試
み
の
中
で
、

必
然
的
に
教
員
と
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
何
か
？
評
価
を
ど
う
す
る
か
？

英
語
力
で
選
抜
さ
れ
た
一
部
学
生
の
み

で
良
い
の
か
？
」
と
い
う
議
論
に
な
り

ま
し
た
。
先
ず
は
カ
レ
ッ
ジ
の
役
割
と

目
標
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
教
員
と

フ
ェ
ロ
ー
か
ら
成
る
諮
問
委
員
会
が
設

け
ら
れ
、〝
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
〟
を
描
き
山
口
総
長
（
当
時
）

に
答
申
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、「
北

海
道
大
学
の
使
命
と
教
育
像
」
の
検
討

に
進
み
、〝
将
来
構
想—

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
力
育
成
で
世
界
の
ハ
ブ
大
学
を
目
指

す—

〟
を
作
成
し
名
和
総
長
に
答
申
し

ま
し
た
。

　

以
上
の
関
わ
り
を
通
し
て
い
つ
も
私

の
頭
に
あ
っ
た
疑
問
と
懸
念
は
、（
１
）

同
窓
会
・
校
友
会
は
誰
の
た
め
、
何
の

た
め
に
有
る
か
、
そ
し
て
（
２
）
北
海

道
大
学
は
一
地
方
大
学
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
、
で
し
た
。
東
京
同
窓
会
会
長
を

引
き
受
け
た
時
の
私
の
夢
は
、「
若
い

卒
業
生
が
集
う
同
窓
会
」
で
あ
り
、
若

手
同
窓
生
は
、
北
大
東
京
ジ
ン
パ
な
ど

〝
卒
業
生
の
出
会
い
の
場
〟
を
見
事
に

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
（
彼
女
）
ら

実
行
委
員
は
、
こ
の
実
学
で
得
た
意
識

転
換
を
力
と
し
て
、
将
来
必
ず
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
は
、
学
部
・
地
域
な

ど
の
同
窓
会
に
在
学
生
と
教
職
員
を
加

え
た
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

最
大
の
役
割
は
産
学
連
携
で
相
互
に
支

援
し
合
い
高
め
る
こ
と
で
す
。
従
っ

て
、「
大
学
は
家
、
会
員
は
家
族
」
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
皆
様
方

の
ご
参
加
・
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
北
海
道
大
学
は
、〝
卓
越
し

た
成
果
を
創
出
し
世
界
に
伍
す
る
〟
大

学
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
、
日
本
の
各
所
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
高
度
情
報

化
・
人
工
知
能
時
代
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
世
界
の
情
報
化
に
お
い

て
、
秀
で
た
能
力
を
持
っ
た
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
新
企

業
・
新
産
業
を
創
出
し
、
そ
れ
が
ま
た

５
Ｇ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
雇
用
を
生
み
出
し
て
き
た
か
ら

で
す
。
同
時
に
社
会
は
、常
に
領
域（
グ

ロ
ー
バ
ル
／
保
護
主
義
）、
技
術
（
進

化
／
環
境
保
護
）、
価
値
（
財
／
心
）

な
ど
相
対
軸
の
バ
ラ
ン
ス
に
適
正
な
判

断
を
求
め
ま
す
。

　

変
化
を
予
測
出
来
な
い
世
の
中
に
お

い
て
、
変
化
に
対
応
し
た
研
究
を
す
る

た
め
に
は
、
社
会
の
現
場
で
働
く
同
窓

生
の
知
恵
を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
よ

う
な
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
創
る
価

値
を
捉
え
、
総
合
大
学
が
持
つ
文
系
理

系
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
多
方
面
か

ら
研
究
し
評
価
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の
が

校
友
会
と
協
働
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

教
育
で
す
し
、
１
年
次
か
ら
専
門
性
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
同
時
に
育
む
教
育

が
世
界
に
示
す
北
大
の
人
材
育
成
モ
デ

ル
で
す
。

　

最
後
に
残
る
課
題
は
資
金
で
す
。
残

念
な
が
ら
法
人
化
し
た
北
海
道
大
学
の

自
主
財
政
確
保
は
、
世
界
を
目
指
す
他

の
大
学
と
較
べ
脆
弱
過
ぎ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
文
部
科
学
省
は
、
世

界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
の
展
開

が
見
込
ま
れ
る
国
立
大
学
法
人
を
「
指

定
国
立
大
学
法
人
」
と
し
て
指
定
し
、

指
定
さ
れ
た
大
学
に
は
、
資
産
運
用
や

出
資
対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
の
規
制
緩

和
を
行
っ
て
お
り
、
自
ら
資
金
を
確
保

で
き
な
い
大
学
に
は
国
の
優
遇
も
得
ら

れ
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
北

海
道
大
学
が
「
指
定
国
立
大
学
法
人
」

と
し
て
の
申
請
要
件
を
満
た
す
た
め
に

は
、
１
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
が
、
少

額
で
も
毎
月
寄
付
し
て
頂
く
こ
と
、
ま

た
大
学
の
研
究
を
皆
様
の
企
業
に
活
用

で
き
な
い
か
を
是
非
ご
検
討
し
て
頂
き

た
く
、
家
族
の
一
員
と
し
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
で

は
、
新
入
会
員
へ
の
支

援
事
業
と
し
て
、
４
月

８
日
（
月
）
か
ら
５

月
17
日
（
金
）
ま
で

北
大
生
協
北
部
食
堂

で
「
１
０
０
円
朝
食
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
学

入
学
に
伴
い
、
多
く

の
新
入
生
が
親
元
を

離
れ
て
一
人
暮
ら
し

を
始
め
て
お
り
、
し
っ

か
り
と
朝
食
を
摂
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
健

康
維
持
と
学
習
効
果

向
上
を
図
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
開
始
し
た

も
の
で
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
北
大
生
協
の
全
面
的
な
協
力

の
も
と
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
か
ら
始

め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

個
人
の
嗜
好
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
和
食
、
洋
食
の
選
択
、
２
日
ご

と
の
メ
ニ
ュ
ー
変
更
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

開
始
日
と
な
っ
た
４
月
８
日

（
月
）
に
は
、
開
店
前
か
ら

１
０
０
名
近
い
新
入
生
に
お
並
び

い
た
だ
き
、
利
用
者
か
ら
は
、

「
道
外
か
ら
北
大
に
入
学
し
て
、

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、

１
０
０
円
で
し
っ
か
り
と
朝
食
が

食
べ
ら
れ
る
の
は
す
ご
く
助
か

る
。」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
大

変
好
評
で
し
た
。
今
後
、
利
用
者

の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
内
容

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

　
　
　
　
　
　

会
長 

杉
江
和
男

「100円朝食」始めました！

「100円朝食」に並ぶ学生和・洋食を選べる３種のメニュー（Aセット洋食）

「100円朝食」のポスター

◆「校友会エルム」新会長挨拶

校友会エルム
新会長挨拶

北
海
道
大
学
は

世
界
に
伍
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
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平
成
18
年
に「
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」が
設
立
、以
来
、

多
く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、平
成
30
年
よ
り
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

中
に「
北
大
み
ら
い
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、個
人
寄
付
が
し
や
す
く
な
り
、寄

付
金
の
使
途
を
寄
付
者
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、新

た
な
機
能
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、こ
れ
か

ら
も
母
校
な
ら
び
に
学
生
た
ち
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!

北大みらい投資プログラム
毎月1,000円の継続寄付

寄付金の使途を指定できます! 1〜4

インターネット、スマートフォンもOK!

税制上の優遇措置

北大フロンティア基金

※お申し込み後、ホームページから内容の変更や解約が可能です。

クレジットカード決済や口座振替で、継続寄付も利用できます。
たとえば、毎月1000円の寄付金をクレジットカードから引き落と
すことも可能になりました。

寄付したお金の使いみちを「北大みらい投資プログラム」で取り組んでいる
下記の4つのメニューから指定することができます。

1 給付型奨学金 2 海外留学・インターンシップなどの資金
海外協定校への派遣や海外語学研修への
支援、短期留学・研修・国際インターンシッ
プへの支援などに使うものです。

運動部・文科系サークルへの支援（個別指
定可）、サークル会館、体育館、グランド整
備のためなどに使うものです。

特定の学部への支援、特定の研究分野へ
の支援などに使うものです。

経済的な援助として、北大への進学者や修
学継続希望者に、返還の必要のない給付金
を交付します。

上記「1給付型奨学金」には「税額控除」も適用となります。

3 課外活動などへの支援資金 4 使途指定資金

★最新情報はホームページをご覧ください。

振込用紙のほかにPCやスマートフォンからの支払いが可能。「北大フロ
ンティア基金ホームページ」にアクセスすれば、簡単な操作でクレジット
カード決済やコンビニ決済が可能です。

当プログラムへ寄付された方は、税制上の
優遇措置「所得控除」が適応されます。

［北大みらい投資で検索］ https://www.hokudai.ac.jp/fund/mirai.html

Hokkaido University Frontier Foundation

クレジット
カードから
でもOK

北大みらい投資 検索
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働
し
て
既
存
の
様
々
な
研
究
助
成
を
獲

得
す
る
と
共
に
、
大
型
研
究
に
発
展
さ

せ
「
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
を
目
指
す
研

究
・
教
育
拠
点
」
を
構
築
で
き
る
基
盤

を
北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
に
整
え
ま
し

た
。

◎
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構

　

知
的
財
産
に
係
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
・
新
産
業
の
創
出

　

平
成
15
年
10
月
に
設
置
し
た
知
的
財

産
本
部
を
発
展
的
に
解
消
し
、
産
学
連

携
機
能
と
の
融
合
を
組
織
的
に
行
な
う

知
財
・
産
学
連
携
本
部
を
平
成
19
年
10

月
に
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
21

年
４
月
に
改
組
し
、
産
学
連
携
本
部
と

し
て
活
動
を
行
い
、
平
成
27
年
４
月
よ

り
、〝
実
学
〟
へ
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
推
進
す
る
た
め
に
「
産
学
・
地
域
協

働
推
進
機
構
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
北

海
道
大
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装
に

向
け
た
産
学
協
働
及
び
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
地
域
協
働
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
産
学
・
地
域
協
働

の
推
進
に
資
す
る
人
材
を

育
成
し
、
我
が
国
の
産
業

等
の
発
展
及
び
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

本
学
が
、
教
育
研
究
に

専
念
で
き
る
環
境
を
生
み

だ
せ
る
よ
う
に
、
産
学
・

地
域
協
働
推
進
機
構 

産
学

連
携
推
進
本
部
で
は
知
的

◎
創
成
研
究
機
構

　

外
部
資
金
を
取
り
入
れ
た
研
究

　

戦
略
や
企
業
と
の
共
同
研
究
を
推
進

　

平
成
14
年
、
新
た
な
学
問
領
域
を
創

成
す
る
た
め
創
成
科
学

研
究
機
構
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
活
発
な
産

学
連
携
活
動
の
中
で
発

展
・
改
組
し
た
創
成
研
究

機
構
は
、「
先
端
的
融
合
的

研
究
・
学
問
の
推
進
」「
経

済
・
地
域
社
会
と
の
連
携

と
そ
の
発
展
へ
の
寄
与
」

「
人
材
の
育
成
」
の
３
本

の
柱
を
全
学
的
な
観
点
で

推
進
す
る
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
位
置
す
る

拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
成
研
究
機
構
研
究
部
は
、
大
学
の

研
究
戦
略
に
基
づ
き
獲
得
す
る
競
争
的

資
金
や
、
外
部
資
金
を
主
要
な
財
源
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
を
進
め
る
戦
略
重
点

研
究
部
門
や
企
業
等
と

連
携
し
、
そ
の
資
金
に

よ
り
構
成
す
る
研
究

チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
組
ま
れ
、
大
学
の

研
究
戦
略
に
基
づ
く
研

究
、
外
部
資
金
に
よ
る

研
究
、
企
業
と
の
共
同

研
究
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
内
に

あ
る
３
つ
の
研
究
棟
（
創
成
科
学
研
究

棟
、
北
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
研
究
棟
３
号

館
お
よ
び
６
号
館
）
に
は
大
小
様
々
な

レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
ス
ペ
ー
ス
「
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ウ
ェ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
ラ
ボ
仕
様
、
動
物

飼
育
・
実
験
が
で
き
る
施
設
な
ど
多
彩

な
分
野
の
研
究
開
発
が
可
能
な
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
過
去
10
年
の
間
に
北

海
道
大
学
が
培
っ
て
き
た
先
端
機
器

共
用
シ
ス
テ
ム
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
機
器
分

析
受
託
機
能
と
国
際
連
携
機
能
を
併
せ

持
つ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
大
型
研
究
設
備

を
創
成
研
究
機
構
に
集

約
し
、
こ
こ
で
大
規
模

な
融
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
く

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

部
局
の
枠
を
超
え
た

研
究
群
と
企
業
と
が
協

北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
に
位
置
す
る

世
界
ト
ッ
プ
１
０
０
を
目
指
す
研
究
教
育
拠
点

　

北
海
道
大
学
の
北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
は
、
研
究
開
発
か
ら
事
業
化
ま
で
の

一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
、
北
海
道
の
自
治
体
・
経
済
界
・
大
学
が
一
体
と
な
っ

て
構
築
し
、
大
学
等
が
持
つ
知
的
財
産
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
技
術
や

新
製
品
の
開
発
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
新
産
業
を
創
出
し
、
北
海
道
経
済
の
活

性
化
を
図
る
研
究
・
産
業
拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
北
キ
ャ
ン
パ

ス
エ
リ
ア
に
所
在
す
る
北
海
道
大
学
の
施
設
「
創
成
研
究
機
構
」
と
「
産
学
・

地
域
協
働
推
進
機
構
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

《北大の今を知る》

北キャンパス

創成科学研究棟

創
成
研
究
機
構 

＆

産
学・地
域
協
働
推
進
機
構

財
産
に
係
る
一
連
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
知
的
財
産

お
よ
び
産
学
連
携
の
創
出
・
保
護
に
と

ど
ま
ら
ず
、
知
的
財
産
を
産
学
官
連
携

の
核
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
、
新

産
業
の
創
出
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
へ
の

適
正
な
評
価
と
利
益
還
元
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
社
会
か
ら
得
ら
れ
る
新
た
な

知
見
を
大
学
の
基
礎
研
究
に
取
り
込

み
、
新
し
い
技
術
を
創
成
し
、
知
的
財

産
を
核
と
し
た
知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
に

は
、
産
学
連
携
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、「
注
目
シ
ー
ズ
」
な
ど
も
探
す
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
多
様
な
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
機
構  

フ
ー
ド
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ｍ
Ｉ
）
推
進

本
部
は
、
食
と
健
康
と
医
療
の
連
携
に

よ
る
新
た
な
産
業
や
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
の
革
新
的
な
研
究
開
発
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
本
学
や
本
学
以
外
の
研

究
機
関
、
及
び
企
業
や
国
等
が
参
画
す

る
産
学
官
連
携
拠
点
で
あ
る
フ
ー
ド
＆

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
拠

点
に
お
け
る
研
究
開
発
事
業
の
推
進
及

び
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点

　
（
Ｉ
Ｃ
Ｒｅ
Ｄ
Ｄ
）

　

優
れ
た
研
究
環
境
と
世
界
ト
ッ
プ

　

レ
ベ
ル
の
研
究
水
準
を
目
指
す

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
10
月
、

我
が
国
の
新
た
な
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）
に

採
択
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
環
境
と
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
水
準
を
目
指
し

て
「
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ

Ｒ
ｅ
Ｄ
Ｄ
）」
を
創
成
研
究
機
構
内
に

設
置
し
、
新
薬
や
材
料
の
開
発
に
繋
が

る
新
し
い
化
学
反
応
を
合
理
的
に
設
計

し
、
効
率
的
に
発
見
す
る
研
究
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

拠
点
長
の
前
田
理
教
授
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
仮
想
的
な
力
で
操
作

し
、
疑
似
的
に
化
学
反
応
を
引
き
起
こ

す
こ
と
で
、
反
応
経
路
を
自
動
的
に
見

つ
け
出
す
こ
と
を
可

能
と
し
ま
し
た
。
こ

の
技
術
を
中
核
に
Ｉ

Ｃ
Ｒ
ｅ
Ｄ
Ｄ
で
は
、

計
算
科
学
・
情
報
科

学
・
実
験
科
学
の
三

つ
の
学
問
分
野
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
類
が
未
来
を

生
き
抜
く
上
で
必
要

不
可
欠
な
「
化
学
反

応
」
を
合
理
的
に
設

計
し
制
御
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

用
い
た
最
新
の
化
学

反
応
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
（
量
子
化
学
計
算
）
に
基

づ
く
化
学
反
応
の
本
質
の
解
明
と
、
機

械
学
習
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
情
報
科
学
的

手
法
に
よ
る
化
学
反
応
の
持
つ
複
雑
さ

に
対
す
る
理
解
、
実
験
的
な
実
証
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
従
前
か

ら
の
実
験
的
な
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー

に
立
脚
し
た
反
応
開
発
で
は
解
決
に
時

間
を
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
枯

渇
、
汚
染
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
新
し
い
化
学
反
応
の
設

計
（
デ
ザ
イ
ン
）
と
発
見
（
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
）
を
高
速
に
行
い
ま
す
。
加
え

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
ｅ
Ｄ
Ｄ
で
は
国
内
や
海
外

に
連
携
す
る
研
究
拠
点
を
見
つ
け
て
、

そ
こ
の
若
手
研
究
者
や
学
生
を
３
ヶ
月

程
度
滞
在
さ
せ
、
共

同
研
究
を
通
じ
て
新

し
い
化
学
反
応
を
開

発
す
る
手
法
を
習
得

す
る
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｙ
Ａ
（
学
び
舎
）
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま

す
。

　

共
同
研
究
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者

が
、
将
来
に
渡
っ
て

習
得
し
た
技
術
を

使
っ
て
い
く
頭
脳
循

環
型
社
会
を
目
指
し

ま
す
。
そ
し
て
10
年

後
に
は
、
世
界
中
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研

究
者
か
ら
若
い
研
究

者
ま
で
の
多
く
の
研
究
者
が
所
属
す
る

巨
大
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
、
新
し
い
学
問
分
野
で
あ
る
化
学
反

応
創
成
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
支
え
ま

す
。
な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
ｅ
Ｄ
Ｄ
内
の
共
同

研
究
や
知
的
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
と
連

携
し
て
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◇

　

こ
の
よ
う
に
北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア

で
は
、学
内
に
お
け
る
研
究
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
用
し
て
連
携
・
連
動
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
戦
略
的
研

究
を
創
出
し
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
融

合
科
学
研
究
を
行
う
拠
点
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

山本靖典

〈化学反応創成研究拠点概要〉

〈化学反応シミュレーション技術イメージ〉

北大の
　   今を知る

化学反応創成研究拠点
事務部門長

工学研究院 応用化学部門  
准教授 博士（工学）
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ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
等
か
ら
の
難
民

流
入
等
々
の
要
因
に

よ
り
、
１
９
９
０
年

代
後
半
に
は
森
林
面

積
の
約
25
％
が
大
幅

に
減
少
し
た
国
で
あ

る
。

◎
宮
脇
方
式
の
植
栽

 

Ｒ
Ｇ
Ｍ
を
進
め
る
タ
イ
国
王
室
森
林

局（Royal Forest Departm
ent:RFD

）

は
、
横
浜
国
立
大
学
宮
脇
研
究
室
と
協

力
し
、
宮
脇
方
式
の
植
栽
を
進
め
る
こ

と
に
し
た
。
宮
脇
方
式
の
植
栽
と
は
、

①
潜
在
自
然
種
で
構
成
す
る
こ
と
、
②

多
様
な
種
を
混
植
す
る
こ
と
、
③
密
度

高
く
植
え
る
こ
と
、
を
特
色
と
す
る
。

◎
植
栽
と
は「
木
を
切
ら
な
い
こ
と
」

　

植
栽
は
、
⑴
１
９
９
１
年
〜

２
０
０
０
年
（
ラ
チ
ャ
ブ
リ
ー
県
）、

⑵
２
０
０
１
年
〜
２
０
１
０
年
（
ナ
ン

県
）、
⑶
２
０
１
１
年
〜
現
在
（
チ
ェ

ン
マ
イ
県
）
と
継
続
し
て
き
た
。
途

中
、
２
０
０
３
年
に
は
シ
リ
ト
ー
ン
王

女
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
認
め
ら
れ
、
今

に
至
っ
て
い
る
。
タ
イ
国
の
森
林
は
、

国
全
体
と
し
て
の
森
林
伐
採
禁
止
令
や

緑
化
運
動
の
活
性
化
な
ど
で
２
０
０
０

年
代
に
入
っ
て
微
増
の
状
況
を
呈
し
て

い
る
。
Ｒ
Ｇ
Ｍ
の
植
栽
は
、「
木
を
切

ら
な
い
こ
と
」
を
基
本
と
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
が
、
次
第
に
根
付
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

『
第
８
３
２
回
』

「
バ
ー
ド
の
民
俗
・
文
化

史
的
足
跡
を
活
用
し
た

町
興
し
」

日
時
：
平
成
31
年
４
月
５

日
14
時
〜
15
時
30
分　

講
演
者
：
渡
部
耕
司
（
工

学
部
合
成
化
学
工
学
科
昭

和
39
年
卒
）

略
歴
：
昭
和
41
年
３
月
北
大
大
学
院
工

学
科
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
同
年
４

月
千
代
田
化
工
建
設
㈱
入
社
、
平
成
11

年
３
月
同
社
退
社
、同
12
年
６
月（
財
）

石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
主
任
研
究
員
、同
13
年
９
月（
財
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
主
管
研

究
員
、
同
16
年
９
月
〜
28
年
９
月
千
代

田
ユ
ー
テ
ッ
ク
（
株
）
主
任
研
究
員

講
演
内
容
：

　

明
治
初
期
、
世
界
的
に
著
名
な
旅
行

家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
東
北
・
北
海

道
を
旅
し
著
し
た『
日
本
奥
地
紀
行
』。

そ
こ
に
描
写
さ
れ
る
越
後
街
道
の
難
所

「
車
峠
」
の
茶
屋
で
連
泊
し
た
折
の

バ
ー
ド
の
民
俗
・
文
化
史
的
足
跡
を
地

域
活
性
化
ツ
ー
ル
と
し
て
観
光
資
源
化

し
、
過
疎
化
に
悩
む
福

島
県
西
会
津
町
の
町
興

し
に
活
用
し
た
活
動
を

紹
介
し
た
。

◎
バ
ー
ド
略
述

　

１
８
３
１
年
英
国
国

教
会
牧
師
の
長
女
と
し

て
出
生
。
病
弱
の
た

２
代
目
が
植
え
ら
れ
て
い
る
等
の
観
光

資
源
も
あ
る
。
講
演
者
は
、
是
非
と
も

こ
れ
ら
を
基
に
し
て
町
興
し
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
、
早
く
か
ら
バ
ー

ド
連
泊
の
茶
屋
跡
地
の
公
園
化
や
景
観

の
復
元
、
バ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
や
青
空
市

場
な
ど
提
案
し
て
き
た
。
平
成
15
年
に

な
り
、
よ
う
や
く
予
算
化
さ
れ
、
茶
屋

跡
地
に
観
光
案
内
板
が
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

『
第
８
３
３
回
』

「
北
海
道
遺
産
（
２
０
１
８
年
11
月

１
日
選
定
）２
０
０
万
人
都
市
札
幌
の

礎
を
築
い
た
大
友
亀
太
郎
の
事
績
と

大
友
堀
遺
構
」

日
時
：
令
和
元
年
５
月
10
日
14
時
〜
16

時　

16
人
出
席
（
講
師
含
む
）

講
演
者
：
井
上
三
男
（
昭
和
41
年
３
月

大
学
院
工
学
科
研
究
科
修
士
課
程
修

了
）

略
歴
：
昭
和
42
年
４
月
株
式
会
社
測
機

舎
（
現
ソ
キ
ア
ト
プ
コ
ン
）
入
社
、
光

波
距
離
計
（
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
の
開
発
、
測
量
電
子
機
器
の
業
界

の
サ
ー
ビ
ス
体
制
、
測
量
機
器
工
業
会

関
連
（
日
本
測
量
機
器
検
定
所
の
開
設

に
関
与
）
の
業
務
な
ど
に
従
事
。
平
成

12
年
４
月
１
日
ソ
キ
ア
ス
ク
ー
ル
校
長

（
企
業
内
起
業
）、
日
本
測
量
協
会
会

員
、
日
本
写
真
測
量
学
会
会
員
、
足
柄

の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
会
員
、
小
田

原
・
足
柄
を
主
題
に
し
た
学
生
の
卒
論

に
学
ぶ
会
代
表
、
か
す
み
堤
を
守
る
会

『
第
８
３
０
回
』

「
終
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
開
発

か
ら
通
信
シ
ス
テ
ム
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
（
電
磁

両
立
）研
究
へ
」

日
時
：
平
成
31
年
２
月
８
日
14
時
〜
15

時
30
分　

18
人
出
席
（
講
師
含
む
）

講
演
者
：
徳
田
正
満
（
工
学
部
電
子
工

学
科
昭
和
42
年
卒
）

略
歴
：
昭
和
44
年
３
月
北
大
電
子
工
学

科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和
44
年
４
月
日

本
電
信
電
話
公
社
入
社
、
電
気
通
信
研

究
所
に
配
属
、
58
年
９
月
北
海
道
大
学

よ
り
工
学
博
士
、
62
年
７
月
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通

信
総
合
研
究
所
通
信
Ｅ
Ｍ
Ｃ
研
究
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
平
成
８
年
１
月
九

州
工
業
大
学
電
気
工
学
科
教
授
、
平
成

22
年
６
月
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創

成
科
学
研
究
所
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

専
攻
客
員
共
同
研
究
員

講
演
内
容
：

◎
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
開
発

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
以
下

光
Ｆ
）
に
関
す
る
ノ
ー
ベ

ル
賞
はKao

氏
（
米
国
）

が
２
０
０
９
年
に
物
理
学

賞
で
受
賞
し
て
い
る
が
、

石
英
系
光
Ｆ
の
不
純
物
を
20
ｄ
Ｂ
／
㎞

以
下
に
す
る
と
通
信
用
と
し
て
適
用
で

き
る
こ
と
を
１
９
６
０
年
に
示
唆
し
て

い
た
。
後
に
米
国
の
コ
ー
ニ
ン
グ
社

のKapron

氏
等
が
前
述
の
数
値
以
下

を
達
成
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
の
林
氏
等
が
半

導
体
レ
ー
ザ
ー
の
室
温
連
続
発
振
を

達
成
。
１
９
７
０
年
か
ら
光
フ
ァ
イ

バ
通
信
の
研
究
が
世
界
中
で
開
始
、

１
９
７
４
年
に
光
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
の
実
用

化
に
関
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
足
、

１
９
８
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
札
幌
〜
福

岡
間
の
日
本
縦
貫
ル
ー
ト
に
大
容
量

（
４
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
）
光
ケ
ー
ブ
ル
伝

送
方
式
を
採
用
。
そ
の
後
、
光
Ｆ
増
幅

器
（（
中
沢
正
隆
氏
）、
多
芯
光
コ
ネ
ク

タ
（
佐
竹
俊
明
氏
）
な
ど
が
開
発
さ
れ

る
。

◎
光
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
通
信
シ
ス
テ
ム
の

Ｅ
Ｍ
Ｃ
へ

　

１
９
８
６
年
頃
、
通
信
と
放
送
を
提

供
す
る
複
合
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目

指
す
。
し
か
し
、
通
信
と
放
送
の
融
合

は
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
判

断
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
（
ほ
か
に
影
響
を
及
ぼ

さ
ず
他
か
ら
影
響

さ
れ
な
い
機
器
）
の

研
究
に
転
身
、
通

信
網
総
合
研
究
所

の
設
立
を
機
会
に

Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
研
究
部
隊

を
同
研
究
所
に
発

足
さ
せ
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
に
就
任
。

１
９
８
７
年
通
信
Ｅ
Ｍ
Ｃ
連
絡
会
を
設

立
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
体
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
問
題
を

検
討
で
き
る
体
制
を
構
築
。
光
Ｆ
と
Ｅ

Ｍ
Ｃ
と
い
う
全
く
異
な
る
境
界
領
域
の

研
究
を
開
拓
（
桑
原
伸
夫
氏
）。

◎
Ｅ
Ｍ
Ｃ
関
連
国
際
標
準
化
・
学
会
活
動

　

２
０
０
６
年
〜
２
０
１
１
年
Ｉ
Ｅ
Ｃ

／
Ｔ
Ｃ
77
、（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
規
格
）
国
際
議

長
、
１
９
９
１
年
〜
１
９
９
３
年
電

気
情
報
通
信
学
会
環
境
電
磁
工
学
専

門
委
員
会
委
員
長
、
１
９
９
４
年
〜

め
、
医
師
の
薦
め
で
23
歳
の
時
北
米
を

旅
し
、
健
康
回
復
を
実
感
、
長
旅
の
魅

力
を
知
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
亡
く
な

る
72
歳
ま
で
の
半
世
紀
を
南
米
、
南
極

を
除
く
四
大
陸
の
辺
境
を
旅
し
、
世
評

に
高
い
幾
つ
も
の
旅
行
記
を
著
し
た
。

日
本
に
は
１
８
７
８
年
５
月
に
渡
来

し
、７
カ
月
間
各
地
を
旅
し
、名
著
『
日

本
奥
地
紀
行
』
を
著
し
た
。
こ
れ
に
は

三
種
類
の
原
著
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
元

本
と
し
て
数
多
く
の
書
籍
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
最
近
は
マ
ン
ガ
本
も
出
版
さ

れ
、
こ
こ
２
〜
３
年
若
者
を
巻
き
込
ん

だ
バ
ー
ド
ブ
ー
ム
の
兆
し
が
あ
る
。

◎
バ
ー
ド
連
泊
の
茶
屋
の
一
考
察

　

バ
ー
ド
は
、
東
京
を
出
発
し
日
光

か
ら
下
野
街
道
を
北
上
、
越
後
街
道

九
十
九
折
れ
を
登
る
。
６
月
29
日
夜
に

車
峠
の
茶
屋
に
到
達
し
て
連
泊
し
、
眺

望
が
す
ば
ら
し
い
と
書
い
て
い
る
。『
西

会
津
町
史
』
で
は
宿
泊
場
所
は
、
参
勤

交
代
の
休
憩
所
に
使
用
さ
れ
た
峠
の
旅

籠
と
な
っ
て
い
る
が
、
講
演
者
は
バ
ー

ド
の
描
写
記
述
内
容
の
検
証
か
ら
、
そ

の
宿
で
は
な
く
街
道
を
挟
ん
だ
端
向
い

の
宿
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

◎
町
興
し

　

西
会
津
町
に
は
、

バ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る
歴

史
的
由
来
の
事
象
が
数

多
い
。
ま
た
、
阿
賀
川

銚
子
の
口
や
旧
柴
崎
橋

（
廃
橋
）
等
の
ほ
か
、

バ
ー
ド
が
見
た
大
杉
の

１
９
９
６
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
・
Ｅ
Ｍ
Ｃ
学
会

東
京
支
部
長
２
０
０
７
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

フ
ェ
ロ
ー
。

　

自
分
自
身
で
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
。
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
て

い
る
上
司
・
指
導
者
も
し
く
は
部
下
・

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。

『
第
８
３
１
回
』

「
タ
イ
に
植
林
し
て
25
年
」

日
時
：
平
成
31
年
３
月
１
日
14
時
〜
15

時
30
分　

講
演
者
：
平
田
更
一
（
昭
和
44
年
理
学

部
生
物
学
科
卒
）

略
歴
：
昭
和
44
年
４
月
三
菱
レ
イ
ヨ
ン

（
現
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
）
入
社
、
平
成
13
年
３
月
同
社
退
社

講
演
内
容
：

◎
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
実
践

　

１
９
８
０
年
代
、
地
球
環
境
問
題
が

緊
急
の
課
題
と
言
わ
れ
、
地
球
規
模
の

緑
化
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
勉
強
中
に
レ
ス

タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
「
地
球
白
書
」
の

書
に
触
れ
、
地
球
全
体
の
緑
化
の
必
要

性
を
感
じ
た
講
演
者
は
、
１
９
９
１
年

か
ら
「
熱
帯
雨
林
を
再
生
す
る
運
動
」

（Re-Green M
ovem

ent:RGM

）
に

参
加
、
タ
イ
国
の
植
林
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。
タ
イ
は
、
１
９
６
０
年

代
の
林
地
率
が
60
％
以
上
を
占
め
て

い
た
が
、
人
口
増
に
よ
る
耕
作
地
の
拡

大
、
工
業
化
・
開
発
の
進
行
に
よ
る

森
林
の
減
少
（
焼
畑
の
増
加
）、
ベ
ト

　

平
成
31
年
２
月
か
ら
令
和
元
年
７
月
ま
で
の
エ
ル
ム
談
話
室
の
講
演
内
容

で
す
。
な
お
、
都
合
に
よ
り
６
月
の
講
演
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

エ
ル
ム
談
話
室
は
毎
月
第
一
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階

の
北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。
同
窓
会
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
５
０
０
円
）

清
水
慧
（
Ｓ
43
工
・
衛
生
）

徳田正満氏

平田更一氏

渡部耕司氏
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す
べ
き
地
を
サ
ッ

ポ
ロ
と
決
定
し
た
。

亀
太
郎
は
田
畑
の
開

墾
に
先
立
っ
て
用
水

路
（
大
友
堀
、
現
創

成
川
の
前
身
）
や
道

路
、
橋
梁
等
の
基
盤

整
備
を
行
い
居
住
者

に
安
心
感
を
与
え
、
報
徳
思
想
に
基
づ

く
仕
法
の
実
践
者
で
あ
っ
た
。
明
治
３

年
北
海
道
を
去
る
。
新
政
府
の
方
針
と

合
い
入
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

◎
二
宮
尊
徳
の
土
木
技
術

　

尊
徳
は
農
政
家
・
思
想
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
土
木
技
術
で
も
優
れ

た
業
績
を
残
し
て
い
る
。
神
奈
川
県
小

田
原
市
に
あ
る
報
徳
堀
は
、
湿
田
の
地

下
の
冷
水
を
取
り
除
く
た
め
の
排
水
路

で
尊
徳
が
掘
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
市

の
鬼
柳
や
、
南
足
柄
市
の
小
芝
原
、
三

丁
田
な
ど
に
も
掘
ら
れ
て
い
る
。

『
第
８
３
４
回
』

「
１
０
０
歳
ま
で
健
康
に
生
き
る
」

日
時
：
令
和
元
年
７
月
５
日
14
時
〜
15

時　

９
人
出
席
（
講
師
含
む
）

講
演
者
：
利
府
俊
祐
（
昭

和
52
年
工
学
部
原
子
工
学

科
卒
）

略
歴
：
昭
和
54
年
３
月
北

大
工
学
部
原
子
力
工
学
科

修
士
課
程
修
了
、
昭
和
54

年
４
月
株
式
会
社
東
芝
入

社
、
平
成
20
年
６
月
東
芝

退
社
、同
年
11
月GE Healthcare

（
米

国
）
社
入
社
、
平
成
24
年Sam

sung

入
社
、
平
成
28
年
６
月Sam

sung

退

社
、
同
年
10
月
株
式
会
社
コ
ノ
シ
ェ
ア

を
設
立
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
平
成
31
年
１
月
株
式

会
社
ア
ミ
ン
顧
問

講
演
内
容
：

◎
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

　

平
成
28
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
平

均
寿
命
は
女
子
が
87
・
２
歳
、
男
子
が

81
歳
で
あ
る
が
、
こ
の
間
女
子
で
は
後

半
の
12
・
４
年
、
男
子
で
は
８
・
８
年

が
寝
た
き
り
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
寿

命
は
伸
び
た
が
寝
た
き
り
の
年
数
が
長

く
、
百
寿
者
は
６
万
人
で
あ
る
が
９
割

は
寝
た
き
り
で
あ
る
。

◎
長
生
き
す
る
に
は
コ
ツ
が
あ
り
そ
う

　

世
界
の
長
寿
村
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

自
家
製
や
地
元
産
の
食
品
を
食
べ
植
物

性
食
品
を
多
く
食
べ
、
肉
を
摂
取
す
る

頻
度
は
非
常
に
少
な
く
、
砂
糖
、
農

薬
、
食
品
添
加
物
の
摂
取
量
が
非
常
に

少
な
い
。
腹
八
分
目
で
平
均
８
時
間
以

上
の
睡
眠
を
と
り
、
体
を
動
か
し
、
社

会
的
な
つ
な
が
り
を
保
ち
、
自
然
と
触

れ
合
っ
て
い
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い

る
。

◎
信
じ
て
い
た
こ

と
と
異
な
る
事
実

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
（
以

下LDLcho

）

70

㎎
／
㎗
以
下
の
グ

ル
ー
プ
で
は
、
血

代
表

講
演
内
容
：

◎
蝦
夷
を
知
る

　

本
日
の
主
人
公
で
あ
る

大
友
亀
太
郎
は
19
世
紀
中

頃
、「
北
海
道
」
を
命
名

し
た
松
浦
武
四
郎
、「
北

海
道
開
拓
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
島
義
勇
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
。

◎
探
検
家
の
足
跡

　
そ
の
頃
、
探
検
家
に
よ
っ
て
北
海
道
の

地
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
１
８
０
９
年

の
近
藤
重
蔵
の
地
図
に
は
ク
ナ
シ
リ
、

エ
ト
ロ
フ
ま
で
記
載
さ
れ
、
１
８
２
１
年

に
伊
能
忠
敬
の
南
岸
の
測
量
の
後
を
引

き
継
い
だ
間
宮
林
蔵
の
地
図
に
は
、
南

岸
の
未
測
地
を
含
め
ほ
ぼ
全
域
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
。

◎
大
友
亀
太
郎

　

亀
太
郎
は
小
田
原
の
生
ま
れ
で
二
宮

尊
徳
に
仕
え
て
、
農
地
開
墾
や
築
堤
、

道
路
建
設
な
ど
に
従
事
し
た
。

　

江
戸
幕
府
は
蝦
夷
地
内
陸
部
の
開
拓

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
二
宮
尊
徳
一

門
に
協
力
を
要
請
し
、
尊
徳
は
門
下
生

で
あ
る
大
友
亀
太
郎
を
指
名
し
た
。
亀

太
郎
は
箱
館
に
渡
り
、
開
墾
場
取
り
扱

い
の
辞
令
を
受
け
て
木
古
内
村
、
大
野

村
（
開
拓
農
場
）
を
開
設
し
た
。
両

村
で
の
業
績
を
評
価
さ
れ
１
８
６
６

年
に
蝦
夷
地
開
墾
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、

同
年
４
月
23
日
に
札
幌
入
り
し
御
手

作
場
（
お
て
さ
く
ば
）
と
し
て
開
設

液
が
ん
の
リ
ス
ク
は
15
倍
以
上
、
発
熱

や
敗
血
症
と
い
っ
た
感
染
の
リ
ス
ク

が
５
・３
倍
と
な
っ
て
い
る
。LDLcho

値
を
下
げ
る
こ
と
の
根
拠
は
非
常
に
怪

し
い
。
中
性
脂
肪
値
とLDLcho

値
の

比
率
（
１
・
３
以
下
が
推
奨
）
が
心
血

管
疾
患
の
リ
ス
ク
を
著
し
て
い
る
。
糖

質
制
限
で
中
性
脂
肪
値
は
低
下
す
る
。

食
事
で
の
脂
質
摂
取
量
は
心
血
管
疾
患

の
リ
ス
ク
と
は
関
連
し
て
い
な
い
（
油

も
卵
も
大
丈
夫
）。
た
だ
し
、
糖
質
と

一
緒
に
脂
質
を
摂
る
と
、
食
べ
た
脂
肪

が
そ
の
ま
ま
体
脂
肪
に
な
る
（
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
は
や
め
た
方
が
い
い
）。
糖

質
制
限
で
は
、
中
性
脂
肪
値
が
大
き
く

低
下
し
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
が

劇
的
に
改
善
す
る
。
最
も
危
険
な
の

は
、
高
中
性
脂
肪
、
低HDLcho

で

あ
る
。

◎
血
圧
に
関
す
る
異
な
る
事
実

　

血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
を
調
べ

た
結
果
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
、
70
歳
以
上
で
全
原
因
死

リ
ス
ク
が
26
％
高
く
な
り
、
80
歳
以
上

で
同
リ
ス
ク
が
40
％
上
昇
し
た
。

◎
ま
と
め

・
薬
で
老
化
は
治
ら
な
い

・
高
血
圧
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
気
に

し
な
い
。

・
糖
質
と
炭
水
化
物
は
減
ら
す

・
発
酵
食
品
を
食
べ
る

・
で
き
る
だ
け
歩
く

・
で
き
れ
ば
筋
ト
レ
を
す
る
（
し
っ
か

り
と
し
た
ト
レ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
）

井上三男氏

利府俊祐氏
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◆
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会

　
　
へ
の
出
向

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）、
大
学

を
卒
業
後
、北
海
道
東
北
開
発
公
庫（
現

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
）
に
入

庫
し
、
初
任
地
の
仙
台
以
降
、
東
京
・

広
島
・
霞
が
関
・
札
幌
で
の
勤
務
に
お

い
て
、
主
に
融
資
・
債
権
管
理
や
地
域
・

公
共
支
援
等
の
業
務
に
従
事
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
１
月
か
ら
、
公
益
財
団

法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
に
出
向

し
、
企
画
財
務
局
財
務
部
に
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
着
任
当
初
は
、
冒
頭
の
よ

う
に
、
独
特
の
専
門
用
語
が
普
通
に
飛

び
交
う
職
場
環
境
に
か
な
り
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
慣
れ
、
日
々
忙
し
く

楽
し
く
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

が
集
ま
っ
て
い
る
と
日
々
実
感
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
予
算
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
14

人
配
置
さ
れ
、
大
会
の
全
て
の
業
務
分

野
を
網
羅
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知

見
・
経
験
を
も
っ
た
人
材
が
配
置
さ

れ
、日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
本
大
会
に
向
け
た

　
　

実
践
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
移
行

　

大
会
１
年
前
と
な
り
、
ど
の
部
署
で

も
、
計
画
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
実
践
フ
ェ
ー

ズ
へ
の
移
行
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

６
月
27
日
か
ら
30
日
に
は
、
本
大
会
の

成
功
に
向
け
、
競
技
運
営
お
よ
び
大
会

運
営
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

　

企
画
財
務
局
財
務
部
は
、
予
算
計
画

の
策
定
、
予
算
の
執
行
管
理
、
収
入
管

理
、
税
務
対
応
、
保
険
企
画
、
会
計
事

務
な
ど
を
担
い
、
約
70
人
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
予
算
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
い
う
肩
書
で
、
会
場
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
廻
り
の
予
算
計
画
の
策
定
・
調

整
や
執
行
管
理
を
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
冬
季
・
夏
期
と
２
年
毎
に
さ
ま
ざ

ま
な
国
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
ご
と
に

業
務
内
容
や
業
務
水
準
が
著
し
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
大
会
運
営
上
、
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
大
会
運
営
に
必
要

と
な
る
機
能
が
52
の
分
類
で
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
競
技
運
営
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
セ
レ
モ
ニ
ー
・
聖
火
リ
レ
ー
・

し
て
行
う
「
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
」
と
し

て
、
今
年
度
初
の
大
会
と
な
る
「
近
代

五
種
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
東

京
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
私
も
競
技
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
来
年
５
月

ま
で
の
間
、
競
技
団
体
や
会
場
所
有
者

の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
実
践
を
経
験
し
、
本

大
会
ま
で
に
修
正
・
検
討
す
べ
き
課
題

を
洗
い
出
し
、
確
実
な
本
大
会
の
運
営

を
目
指
し
て
い
く
の
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
組
織
委
員
会
で
は
「
組

織
委
員
会
予
算
Ｖ
３
（
バ
ー
ジ
ョ
ン

３
）」
を
公
表
し
、
私
も
予
算
策
定
業

務
の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、組
織
委
員
会
予
算
は
ハ
ー
ド（
会

場
整
備
）
が
１
１
０
０
億
円
、
ソ
フ
ト

（
大
会
運
営
）
が
４
９
０
０
億
円
の
計

６
０
０
０
億
円
。
さ
ら
に
東
京
都
や
国

に
ご
負
担
い
た
だ
く
経
費
を
含
め
、
大

会
経
費
は
１
兆
３
５
０
０
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
予
算
の
計
画
・
執
行
管
理
を
担

当
す
る
会
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（VEM

：

VEnue M
anagem

ent

）
部
門
で
も
、

日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
的
課
題
が
生

じ
、
そ
の
中
に
は
支
出
を
伴
う
課
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
委
員
会
の

負
担
分
は
、
チ
ケ
ッ
ト
売
上
や
ス
ポ
ン

サ
ー
収
入
と
い
っ
た
財
源
で
賄
わ
れ
ま

す
が
、
東
京
都
や
国
の
負
担
分
は
公
費

で
す
。
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
支

放
送
サ
ー
ビ
ス
・
人
材
管
理
・
リ
ス
ク

管
理
・
宿
泊
・
医
療
・
ド
ー
ピ
ン
グ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
・
飲
食
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
輸
送
・
会
場
整
備
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
選
手
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ケ
ッ

テ
ィ
ン
グ
等
々
。
組
織
委
員
会
の
業
務

が
と
て
も
広
範
な
分
野
に
亘
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

◆
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な

　

仲
間
た
ち
と
の
出
会
い

　

組
織
委
員
会
の
職
員
は
７
月
１
日
現

在
、
約
３
０
０
０
人
。
大
会
時
に
は
約

８
０
０
０
人
に
ま
で
増
え
る
見
込
に
あ

出
の
内
容
、
重
要
性
や
緊
急
度
を
判
断

し
な
が
ら
、
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

◆
大
会
成
功
に
向
け
て

　
　

各
自
が
自
己
ベ
ス
ト
を

　

６
月
20
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
第
１
次
抽
選
販
売
の

結
果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を

含
め
、
今
後
も
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選

販
売
や
公
式
リ
セ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
機
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
等
の
ご
案
内
や
各
種
報
道
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

組
織
委
員
会
勤
務
の
魅
力
は
、
通

常
お
目
に
か
か
れ
な
い
分
野
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
一
緒
に
、
時
に
激

し
い
喧
々
諤
々
の
議
論
を
戦
わ
せ
つ
つ

も
、
大
会
の
成
功
と
い
う
共
通
か
つ
唯

一
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け

る
こ
と
で
す
。
こ
の
や
り
が
い
を
胸

に
、「
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
」「
多
様
性

と
調
和
」「
未
来
へ
の
継
承
」
と
い
う

３
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
史

上
最
も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
、
世
界
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
革
を
も
た
ら
す
大
会

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
、
再
び
生
で
見
ら
れ
る

機
会
が
訪
れ
る
の
か
、
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
。
競
技
会
場
や
聖
火
周
辺

エ
リ
ア
に
ぜ
ひ
お
運
び
い
た
だ
き
、
こ

る
ほ
か
、
委
託
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
お
力
を
お
借

り
し
て
大
会
運
営
が
行
わ
れ
ま
す
。
役

職
員
の
中
に
は
、
組
織
委
員
会
が
直
接

雇
用
す
る
人
材
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
多
く
は
国
・
東
京
都
・
地
方
公
共

団
体
・
民
間
企
業
等
か
ら
の
出
向
者
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
織
委
員
会
の
職
員
は
、
長
野
大
会

は
じ
め
過
去
の
大
会
運
営
に
か
か
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
方
々
や
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
従
事

し
た
経
験
の
あ
る
方
々
を
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

級
か
つ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
人
材

の
大
会
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
体
感
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
冒
頭
の
解
説
）

「
霞
が
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
の
ベ

ニ
ュ
ー
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
、

会
場
運
営
計
画
と
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
運

営
計
画
の
連
携
や
会
場
使
用
協
定
の
進

捗
を
確
認
し
よ
う
」

「
チ
ケ
ッ
ト
販
売
数
に
つ
い
て
は
、
チ

ケ
ッ
ト
担
当
部
門
、
輸
送
担
当
部
門
、

会
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
部
門
で
連
携

し
て
、
次
回
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
調
整
委
員
会
に

て
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ

Ｃ
）
に
報
告
し
よ
う
」

「
Ｋ
Ｃ
Ｃ
の
Ｖ
Ｇ
Ｍ
に
Ｖ
Ｏ
Ｐ
と
Ｔ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｐ（
て
ぃ
ー
ぼ
っ
ぷ
）の
連
携
状
況
や
Ｖ
Ｕ

Ａ
の
進
捗
を
確
認
し
よ
う
」、「
ネ
ッ
ト
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｋ
Ｔ（
ち
け
っ

と
）・Ｔ
Ｒ
Ａ（
と
ら
）・Ｖ
Ｅ
Ｍ（
べ
む
）で
連
携
し
て
、次
回
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
ｍ（
こ
こ
む
）で
Ｉ

Ｏ
Ｃ
に
報
告
し
よ
う
」な
ど
と
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
き
っ
と
面
食
ら
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
ね
。こ
れ
ら
の
意
味
は
原
稿
の
最
後
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
に
出
向

大
会
成
功
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

◎職場奮戦記

東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会組織委員会
企画財務局財務部財務課

  遠藤　健
（Ｈ9・法卒）

「近代五種Ｗ杯ファイナル東京大会」で
誘導・ご案内を担当

会場マネジメント部門との打ち合わせ

組織委員会の仲間と餅つき登山（景信山）
（筆者は左から２人目）

「北大手話サークル」と「地球環境研
究会（サークル）」に所属。学部では刑
事訴訟法の能勢弘之教授（故人）、
刑事法の白取祐司教授（現神奈川大
学）、民事法の松久三四彦教授（現北
海学園大学）のゼミに在籍。
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◆
起
源
は
ケ
ネ
ディ
家

　

Ｓ
Ｏ
の
始
ま
り
は
１
９
６
２
年
。
故

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
妹
ユ
ニ
ス
・
ケ
ネ

デ
ィ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
が
、
当
時
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
機
会
が
少
な
か
っ
た
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
参
加
を
応
援
す

る
Ｓ
Ｏ
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
９
６
８
年
７
月
、
シ
カ
ゴ

で
第
１
回
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
、

12
月
に
非
営
利
組
織
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
の
国
際
本
部
が
ワ

シ
ン
ト
ンD.C.

に
誕
生
し
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
名
称
使
用
や
相
互
の
活
動
を
認
め
合

う
議
定
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
１
９
９
４
年
、
国
内
組
織

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

（
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）」
が
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は

47
都
道
府
県
で
地
区
組
織
が
日
常
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
Ｓ
Ｏ
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

Ｓ
Ｏ
の
最
も
大
切
な
活
動
は
、
各

地
で
行
わ
れ
る
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
Ｓ

ン
グ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

各
都
道
府
県
の
地
区
選
手
団
が
参
加
す

る
夏
季
・
冬
季
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

（
全
国
大
会
）
を
４
年
に
１
度
、
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
の
冬
季
大
会
が
、
来

年
２
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
北
海
道
で

実
施
さ
れ
ま
す
。「
第
７
回
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
」
の
開
催
場
所
は
札
幌
市
、

江
別
市
、
岩
見
沢
市
を
予
定
。
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
フ
ロ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
７
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
。
７
月
７
日
に
は
大
会
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
大
会
火
を
北
海
道
神
宮
よ
り
拝

受
す
る「
採
火
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
開
催
都
市
で
は
、
来
年
２
月

14
日
ま
で
に
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
を

通
じ
て
納
税
さ
れ
た
資
金
が
、
大
会
の

開
催
費
用
と
し
て
支
援
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
７
年
ほ
ど
前
か
ら
お
も
に
東

京
地
区
で
の「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
（
Ｓ
Ｏ
）」
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
活
動
資
金
集
め

の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
委

員
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
司
会
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も

札
幌
Ｆ
Ｍ
局
で
番
組
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

や
、
道
内
企
業
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
北
海
道
で
の
大
会
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
を
訪
問
し

ま
し
た
が
、
空
港
や
街
中
に
は
巨
大
な

バ
ナ
ー
が
掲
げ
ら
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
観
客
な
ど
50
万
人
を

超
え
る
人
び
と
の
参
加
が
あ
り
、
規
模

の
大
き
さ
や
街
を
上
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り

に
驚
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
様
子
に
感

銘
を
受
け
る
と
共
に
、
日
本
で
の
Ｓ
Ｏ

の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と

感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
北
海
道
で
の
開
催
を
機
に
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
活
動
を
知
っ
て
頂
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

◆
も
う
一つ
の
オ
リ
ン
ピッ
ク

　
い
よ
い
よ
来
年
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
も
う
一
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
す
る
Ｓ
Ｏ
で

す
。
Ｓ
Ｏ
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

の
社
会
的
自
立
を
目
指
し
て
い
る
国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
す
。
４
年
ご
と

に
開
催
さ
れ
る
夏
季
・
冬
季
の
世
界
大

会
を
は
じ
め
、
世
界
１
７
０
以
上
の
国・

地
域
で
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
発
表
の
場

で
あ
る
競
技
会
が
、
年
間
を
通
じ
て
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
競

技
会
の
す
べ
て
が
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
複

数
形
の
〈
Ｓ
〉
が
つ
い
て
、「
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
と
言
う
名
称
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
Ｓ
Ｏ
で
は
知

的
障
が
い
の
あ
る
方
の
こ
と
を
「
ア
ス

リ
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

あ
る
。
こ
の
精
神
な
く
し
て
は
勝
利
の

メ
ダ
ル
は
意
味
を
失
う
。
し
か
し
、
そ

の
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
決
し
て
敗
北
は

な
い
」
と
、
創
設
者
で
あ
る
ユ
ニ
ス
・

ケ
ネ
デ
ィ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
語
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
の
競
技
会
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
可
能
性
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、性
別
、年
齢
、競
技
能
力
な
ど
に
よ
っ

て
グ
ル
ー
プ
分
け
〈
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ニ
ン

グ
〉
を
行
い
ま
す
。
こ
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
平
等
に
競

い
合
う
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
自
分

の
現
時
点
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

一
番
輝
く
機
会
を
得
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｏ
の
競
技
会
に
は
予
選

落
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
選
は
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
競
技
会
に
出
場

し
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
全
員
が
決
勝
に
進

み
、
全
員
が
表
彰
台
に
立
ち
ま
す
。
表

彰
台
の
上
で
は
、
全
て
の
ア
ス
リ
ー
ト

に
、
メ
ダ
ル
や
リ
ボ
ン
が
か
け
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
す
。
競
技
場
に
立
ち
最
後

ま
で
競
技
を
や
り
終
え
た
こ
と
に
対
し

て
、
一
人
一
人
に
か
わ
ら
ぬ
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
す
。
全
て
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
勝

利
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

◆
来
冬
、
ナ
ショ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
が

　
　

北
海
道
に

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

（
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）
で
は
、
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ

２
０
２
０
年
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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Ｏ
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
成
長
に
ス
ポ
ー
ツ
が
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
共
に
活

動
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
に
と
っ

て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

と
な
い
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
練

習
や
試
合
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
お
互
い
に
相
手
の
個
性
を
理
解

し
合
い
、
支
え
合
う
関
係
を
築
い
て

い
く
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
障
が
い
の
有
無
を

越
え
て
喜
び
や
悔
し
さ
、
達
成
感
な

ど
様
々
な
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
友

情
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

社
会
的
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。２
０
１
８
年
に
はB.LEAGUE

の
社
会
的
責
任
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で

あ
る
「B.LEAGUE Hope

」
と
、
ユ

ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
の
実
現
を
目

指
し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

◆
Ｓ
Ｏ
の
競
技
会
精
神

　
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
で

大
切
な
も
の
は
、
最
も
強
い
体
や
、

目
を
見
晴
ら
せ
る
よ
う
な
記
録
で
は

な
い
。
大
切
な
も
の
は
、
各
個
人
の

あ
ら
ゆ
る
障
害
に
負
け
な
い
精
神
で

©スペシャルオリンピックス日本
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ウ
ム
の
開
催
や
二
次
交
通
の
整
備
、
並

行
在
来
線
「
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式

会
社
」
の
設
立
に
向
け
た
業
務
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

◆
鉄
道
会
社
の
社
員
と
し
て

　

道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式
会
社
の
設

立
に
携
わ
っ
た
後
、
平
成
28
年
度
か
ら

２
年
間
、
実
際
に
会
社
に
出
向
し
、
鉄

道
会
社
の
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
会
社

は
、
函
館
市
な
ど
の
自
治
体
職
員
の
ほ

か
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら

の
出
向
者
が
い
ま
し
た
が
、「
地
域
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ

う
」
を
合
い
言
葉
に
、観
光
列
車
の
『
な

が
ま
れ
号
』
の
運
行
を
は
じ
め
、「
い

さ
り
び
鉄
道
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」
を

行
い
ま
し
た
。
観
光
列
車
が
運
行
す
る

時
は
、
本
社
前
に
集
ま
っ
て
社
員
皆
で

手
を
振
っ
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
時
期
に
は
、
百
円
均
一
の
商

品
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
自
治

体
職
員
も
Ｊ
Ｒ
社
員
も
関
係
な
く
一
体

と
な
っ
て
勤
務
で
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
良
い
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、「
日
常
」
の
公
共
交
通
機
関

を
維
持
す
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
変
な

こ
と
な
の
か
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

夏
に
花
火
大
会
が
あ
れ
ば
、
事
故
防
止

の
た
め
に
無
人
駅
で
警
備
し
た
り
、
冬

場
に
大
雪
が
降
れ
ば
、
夜
中
で
あ
っ
て

も
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
集
ま
り
、
ポ
イ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
線
路
の
分
岐
部
分
を

無
事
に
終
わ
る
か
終
始
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
当
日
は
学
生
や
社
会
人
が
全

道
か
ら
集
ま
り
、
当
初
24
名
の
予
定
が

35
名
も
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
！
今
年
度
は
公
共
政
策
大
学
院
の
公

式
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
８
月
３
日
の
開
催

に
向
け
、
今
（
執
筆
時
）
は
シ
ナ
リ
オ

の
改
訂
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
道

職
員
の
先
輩
と
し
て
、
若
手
職
員
た
ち

に
「
北
海
道
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」

と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
た
め
に
も
、
こ

れ
か
ら
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　

◆
寄
り
道
し
て
北
大
入
学

　

父
が
工
学
部
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

た
め
、
小
さ
な
頃
か
ら
親
に
連
れ
ら
れ

て
北
大
祭
に
参
加
し
た
り
、学
食
で
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
な
が
ら
に
「
大
き
く
な
っ
た
ら
、

北
海
道
大
学
に
進
学
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
18
歳
に
も
な
る
と

小
さ
な
頃
の
決
意
は
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
忘

れ
て
し
ま
い
、
都
会
に
憧
れ
て
横
浜
の

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
都
会
に
浮
か
れ
て
い
た
私

は
、
２
年
間
遊
び
に
遊
び
ま
く
っ
て
ま

し
た
が
、あ
る
時
、ふ
と
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

自
分
の
人
生
ダ
メ
に
な
る
」
と
思
い
、

横
浜
の
大
学
を
中
退
。数
学
が
好
き
だ
っ

た
の
で
理
転
を
決
意
し
、
１
年
間
の
浪

人
の
末
、
北
海
道
大
学
の
理
学
部
数
学

科
に
再
入
学
。
そ
し
て
、
今
は
北
海
道

職
員
の
事
務
職
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
今
回
、
道
職
員

の
仕
事
や
私
的
な
活
動
な
ど
を
ご
紹
介

し
た
く
、「
職
場
奮
戦
記
」
に
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

除
雪
し
た
り
と
、
公
務
員
と
し
て
普
通

に
勤
務
し
て
い
た
ら
、
経
験
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と
に
気
づ
く
機

会
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

◆
地
方
創
生
と
企
業
版

　
　

ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
地
域
戦
略
課
と

い
う
部
署
に
異
動
し
、
地
方
創
生
や
移

住
関
連
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
が
担
当
し
て
い
る
の
は

地
方
創
生
応
援
税
制
い
わ
ゆ
る
『
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
』と
い
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
北
海
道
の
地
方
創
生
の

事
業
を
応
援
し
た
い
と
い
う
道
外
企
業

の
皆
さ
ま
か
ら
、
寄
附
を
通
じ
て
北
海

道
の
取
組
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
あ
り
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
企
業
の

皆
さ
ま
に
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
寄

附
額
の
６
割
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
（
つ
ま
り
、
企
業
の
皆
さ
ま
の
実

質
的
な
負
担
は
４
割
と
な
り
ま
す
）。

　
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
と
い
う
と
、
地
域

の
農
産
品
や
魚
介
類
な
ど
の
豪
華
な
返

　

◆
道
職
員
と
し
て
の
足
跡

　

平
成
19
年
４
月
に
北
海
道
庁
に
入
庁

し
、
渡
島
総
合
振
興
局
（
当
時
は
渡
島

支
庁
）
の
課
税
課
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
窓
口
で
道
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
お

会
い
す
る
中
で
、
正
直
色
々
な
失
敗
も

し
ま
し
た
が
、
初
任
地
で
道
の
重
要
な

礼
品
が
あ
る『
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
』

を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。『
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
』
で
は
、
返
礼
品
の

よ
う
な
経
済
的
な
見
返
り
（
例
え
ば
、

寄
附
の
見
返
り
に
補
助
金
を
も
ら
う
な

ど
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で「
北
海
道
１
５
０
年
事
業
」

や
「
赤
れ
ん
が
庁
舎
改
修
事
業
」
な
ど
、

既
に
道
が
立
案
・
実
施
し
て
い
る
事
業

に
寄
附
を
い
た
だ
く
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
企
業
の

皆
さ
ま
か
ら
企
業
価
値
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
方

向
性
な
ど
を
伺
い
、
一
緒
に
事
業
を
立

案
す
る
オ
ー
ダ
ー
・
メ
イ
ド
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
30
年
度
末
時
点
で
36
件
・
約
２
千
万

円
の
寄
附
の
申
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
道
初
の
事
例
で
あ
る
「
産

業
遺
産
（
炭
・
鉄
・
港
）
の
保
全
・
活

用
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
九
州
の
株
式
会
社
島
津

興
業
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
、
薩
摩
藩

士
が
北
海
道
の
近
代
化
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
た
歴
史
的
背
景
な
ど
を
掘
り

下
げ
る
と
と
も
に
、
産
業

遺
産
の
重
要
性
を
道
内
外

に
発
信
し
ま
し
た
。
日
本

の
近
代
化
を
支
え
た
空
知

地
域
の
「
石
炭
」、
室
蘭
市

の「
鉄
鋼
」、小
樽
市
の「
港

湾
」、
そ
し
て
そ
の
三
都
を

結
ん
だ
「
鉄
道
」
を
「
炭・

鉄
・
港
」
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
活
動
し
た
結
果
、

収
入
源
で
あ
る
税
金
に
関
わ
る
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も

幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

入
庁
４
年
目
の
平
成
22
年
度
に
は
、

国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
派
遣
さ
れ
、
日

本
の
鉄
道
シ
ス
テ
ム
・
技
術
を
海
外
に

展
開
す
る
国
際
課
に
配
属
と
な
り
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
高
速
鉄
道
な
ど
の
業
務

に
携
わ
り
ま
し
た
。
上
司
や
同
僚
の
方

に
恵
ま
れ
、
現
地
視
察
す
る
機
会
も
い

た
だ
く
な
ど
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
当
時
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
で
あ
る
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
に
お
会
い
で
き
た
の

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
す
。

　

国
土
交
通
省
派
遣
か
ら
戻
っ
て
き
て

か
ら
４
年
間
は
、
北
海
道
の
交
通
施
策

を
所
管
す
る
交
通
企
画
課
で
勤
務
し
ま

し
た
。
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
前

だ
っ
た
の
で
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る
シ
ン
ポ
ジ

本
年
５
月
に
は
、「
本
邦
国
策
を
北
海

道
に
観
よ
！
北
の
産
業
革
命
『
炭
鉄

港
』」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

る
な
ど
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
事
業
が
着
実
な
成
果
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当
し

て
１
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。「
社
会
貢

献
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
や
「
北
海
道
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
」
と
い
っ
た

説
明
で
新
た
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
く

こ
と
の
難
し
さ
を
と
て
も
実
感
し
て

い
る
一
方
、「
北
海
道
の
た
め
に
何
か

お
手
伝
い
し
た
い
」
と
い
う
企
業
の

皆
さ
ま
か
ら
の
強
い
思
い
も
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
企
業
の
皆

さ
ま
の
思
い
を
北
海
道
の『
チ
カ
ラ
』

に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

◆

　　

道
職
員
と
し
て
地
方
創
生
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
北

大
公
共
政
策
大
学
院
の
先
生
方
と
連
携

し
て
、
道
職
員
幹
部
を
招
い
た
講
演
会

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
熊
本
県
で
誕
生
し
た
対
話
型

自
治
体
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
２
０
３
０
」
の
北
海
道
版

を
作
成
し
、
公
共
政
策
大
学
院
や
道
職

員
の
若
手
有
志
と
体
験
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
シ
ナ
リ
オ
を
担
当
し
た
私
は
、
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が
わ
か
り
ま
し
た
。「
欧
州
で
は
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
自
分
を
恥
じ

入
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
」
と
何
か
？
と
い
う
こ
と
を
よ
く

考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

   

こ
ち
ら
に
は
、
24
時
間
開
い
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赴
任
当
時

は
日
曜
日
は
多
く
の
商
店
は
閉
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
前
政

権
の
経
済
産
業
大
臣
時
代
に
発
効
さ
れ

た
規
制
緩
和
策
マ
ク
ロ
ン
法
に
よ
り
、

日
曜
日
営
業
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、

日
本
と
比
べ
た
ら
、
そ
の
便
利
さ
と
は

比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
生
活
す

る
上
で
は
、
現
地
の
環
境
や
文
化
的
な

背
景
を
理
解
し
、
対
応
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
「
ロ
ー
カ
ル
」
を
理

解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。「
日
本

で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
こ
う
だ
」
と
叫
ん
で
み
て
も
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
で
す
。
仕
事
に
お
い
て

も
、
同
様
で
す
。
ま
ず
は
現
状
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
社
員

パ
リ
で
の
生
活
を
通
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
思
う

状
況
を
踏
ま
え
て
、
海
外
で
の
勤
務
は

想
定
し
て
い
た
も
の
の
、
中
国
か
ア

ジ
ア
か
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
。
パ
リ
と
い
う
内
示
を
受
け
、
そ
こ

に
事
業
所
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
バ
リ
」
の
間
違
い
で

は
、
と
思
わ
ず
尋
ね
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

   

在
学
中
就
職
活
動
を
し
て

い
た
頃
、
同
級
生
に
私
は
こ

う
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。「
会

社
員
に
は
向
い
て
い
な
い
、

放
浪
画
家
に
で
も
な
っ
た
ほ

う
が
い
い
」
と
。
残
念
な
が

ら
画
才
は
な
く
、
ま
た
自
分

自
身
10
年
後
は
会
社
を
辞
め

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
ど

と
嘯
い
て
い
た
私
は
、
そ
れ

な
り
の
組
織
人
と
し
て
い
つ

の
間
か
染
ま
り
、
会
社
員
生

活
29
年
目
を
フ
ラ
ン
ス
の
地

で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

   

当
地
で
は
家
族
の
事
情
に

よ
り
初
め
て
の
単
身
赴
任
と

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
外

地
、
そ
し
て
単
身
赴
任
へ
の

適
応
は
、
学
生
時
代
の
２
年

　

フ
ラ
ン
ス
に
赴
任
し
て
早
４
年
が
過

ぎ
、
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
私

は
１
９
９
０
年
に
本
学
を
卒
業
し
、
航

空
会
社
に
入
社
以
来
、
26
年
目
に
し
て

初
め
て
海
外
事
業
所
へ
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
前
任
地
が
成
田
空
港
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
会
社
の
国
際
線
急
拡
大
の

セーヌ川とエッフェル塔

黄色いベスト運動の様子。凱旋門の向こうの
シャンゼリゼ通りから立ち上る煙。

間
の
貸
間
（
い
ま
は
死
語
？
）
で

の
自
炊
生
活
や
大
学
３
年
、
４
年

の
時
の
延
べ
70
日
間
の
外
国
一
人
旅
に

お
け
る
経
験
が
助
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
普
及
は
、

様
々
な
情
報
収
集
の
観
点
で
私
を
助
け

て
く
れ
る
一
方
で
、
翻
訳
ソ
フ
ト
の
発

達
は
、
私
の
フ
ラ
ン
ス
語
習
熟
を
大
い

に
妨
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

   

２
０
１
５
年
１
月
に
シ
ャ
ル
リ
ー
・

エ
ブ
ド
襲
撃
事
件
が
発
生
し
、
そ
の

直
後
４
月
に
赴
任
、
そ
の
年
の
秋
に

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
以
降
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
と
こ
ろ
に
は
で
き
る
だ
け
外
出

せ
ず
（
い
ま
だ
に
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
は
観
戦
し
て
い
ま
せ
ん
。）、
街

の
様
子
に
は
注
意
を
払
っ
て
は
い

ま
す
が
、
万
が
一
、
テ
ロ
に
遭
遇

し
た
ら
、
そ
れ
は
運
が
悪
か
っ
た

と
思
う
し
か
な
く
、
む
し
ろ
テ
ロ

よ
り
も
ス
リ
に
注
意
す
べ
し
と
。

一
方
、
テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る

空
港
が
勤
務
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
テ
ロ
発
生
直
後
に
お
け
る
警

察
に
よ
る
複
数
回
の
渡
航
書
類
の

確
認
、
欧
州
域
内
の
乗
り
継
ぎ
旅

客
の
入
国
禁
止
措
置
や
そ
の
後
の
武
器

を
携
帯
し
た
軍
隊
に
よ
る
頻
繁
な
巡
回

な
ど
の
諸
対
応
を
目
に
し
、
陸
続
き
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
難
し
さ
や
政
府

に
よ
る
個
人
情
報
の
管
理
強
化
な
ど
に

接
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
企
業
と
し
て

お
客
様
へ
の
不
安
感
を
和
ら
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
警
備
員
の
配

備
を
行
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

   

さ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
年
間
一
億
人
が

訪
れ
る
旅
行
者
の
憧
れ
の
国
で
あ
り
、

あ
る
種
パ
リ
に
は
付
加
価
値
が
つ
い
て

い
ま
す
。
昨
今
の
「
黄
色
い
ベ
ス
ト
運

動
」
に
始
ま
り
、
都
心
の
パ
ン
屋
の
ガ

ス
爆
発
事
故
に
至
る
ま
で
日
本
で
は
大

き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本

在
住
者
か
ら
ご
心
配
い
た
だ
く
こ
と
が

多
く
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
た
だ

私
と
し
て
は
、
何
ら
の
憧
れ
も
な
く
社

命
に
基
づ
い
て
赴
任
し
て
い
る
だ
け
に

過
ぎ
ず
、
と
か
く
羨
ま
し
が
れ
る
こ
と

に
対
し
、
と
も
す
る
と
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
と
あ
る
本
邦
企
業
の
役
員

の
方
か
ら
、
こ
ん
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。「
日
本
に
帰
っ
た
ら
パ
リ
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
話
を
す
る
と
妬
ま
れ
て
出
世

が
で
き
な
く
な
る
」
と
。
そ
の
方
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
パ
リ
へ
の
赴
任
経
験

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

ご
出
世
さ
れ
て
い
る
の
は
、
嫉
妬
を
超

え
る
実
力
を
有
さ
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
ご

本
人
は
、
社
長
に
な
れ

た
は
ず
な
の
に
と
い
っ

た
気
持
ち
が
お
あ
り

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス

人
か
ら
見
た
日
本
は
ど

う
か
と
言
え
ば
、
フ
ラ

ン
ス
人
は
欧
州
の
他
国
と
比
べ
て
、
と

り
わ
け
親
日
的
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
日
本
社
会
が

よ
く
「
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
」
さ
れ
て
い
る

と
実
際
に
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
日
本
を
尊
重
し
て
く
れ
る
環

境
に
お
い
て
、
日
本
の
企
業
の
求
め
る

レ
ベ
ル
を
理
解
し
、
実
践
す
る
上
で
大

い
に
助
か
っ
て
い
る
面
は
あ
ろ
う
か
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

   

日
本
に
い
た
時
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
」「
欧
州
」「
欧
米
」
と
い
う
言
葉
を

安
易
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
枕

詞
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
や
業
務

の
あ
り
方
を
変
え
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
外
来
か
ら
の
も
の

を
よ
く
取
り
入
れ
て
上
手
く
加
工
し
て

き
た
島
国
日
本
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
実
情

を
知
り
、
欧
州
他
国
の
勤
務
者
と
の
情

報
交
換
を
す
る
に
つ
れ
、
各
国
そ
れ
ぞ

れ
法
律
も
異
な
り
、
事
情
も
違
う
こ
と

全日本空輸 パリ支店
  前田 和男
（Ｈ2・法卒）

シャルル・ド・ゴール空港近くの
菜の花畑と飛行機

パリのテロの後、ブリュッセルで発生したテロの際
の新聞のイラスト。兄貴分のフランスが弟分のベル
ギーを慰めている様子を描いている。

の
み
な
ら
ず
、
関
係
先
の
仕
事
に
対
す

る
考
え
方
、
習
慣
な
ど
理
解
し
、
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
な
が

ら
、
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て

い
く
。
法
的
な
制
約
を
踏
ま
え
つ
つ
、

丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
く
し
か
な

い
と
、
今
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
昨
今

で
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
日
本
で
の
赴
任
地
で
も
多
少
な
り
と

も
経
験
し
て
い
た
と
最
近
感
じ
て
い
ま

す
。
地
方
都
市
で
働
い
て
い
た
時
は
、

東
京
な
ど
の
従
業
員
が
多
い
職
場
と
比

べ
て
変
化
に
慣
れ
て
い
な
い
環
境
に
も

あ
り
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

と
風
当
た
り
が
強
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
に
な
り

得
る
水
準
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
ロ
ー
カ
ル
」
と
の
差
異
を
ど
う
埋
め

て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
現
下
の
仕
事
な

の
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

   

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
越
し
の
際

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
少
し
。
カ
フ
ェ
で
も

売
店
で
も
店
員
と
目
が
合
っ
た
ら
、
す

か
さ
ず
「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」、
そ
し
て

感
謝
の
「
メ
ル
シ
ー
」。
挨
拶
を
し
な

い
と
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
下
が
り
ま

す
。
挨
拶
を
欠
か
さ
な
け
れ
ば
、
人
間

関
係
を
重
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
、
よ
り
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

   

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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札
幌
、東
京
、そ
し
て
ア
マ
ー
ス
ト
へ（
後
編
）

〜
わ
た
し
の
フ
ロ
ン
ティ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
〜

に
拘
ら
ず
、
私
の
研
究
分
野
で
の
研
究

を
志
し
て
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く
る
大

学
院
生
た
ち
を
育
て
る
、
と
考
え
て
み

る
事
に
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
中
国
人

で
も
、イ
ン
ド
人
で
も
、韓
国
人
で
あ
っ

て
も
、
彼
ら
が
我
々
の
知
的
遺
産
を
継

承
し
て
世
界
水
準
で
活
躍
し
て
く
れ
れ

ば
、
日
本
人
の
中
か
ら
も
そ
の
分
野
に

憧
れ
て
、
米
国
ま
で
留
学
し
て
き
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
・
・
。

　

結
果
的
に
、
世
界
中
か
ら
６
０
０
名

を
超
え
る
応
募
者
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
私
は
書
類
審
査
を
パ
ス
し
、
15
年

１
月
の
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
年
次
大
会

開
催
中
に
行
わ
れ
る
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
へ
の
招
待
者
25
名
の
１
人
と
し

て
残
り
ま
し
た
。
更
に
、
最
終
候
補
者

と
し
て
ジ
ョ
ブ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
招
聘
さ

れ
る
６
名
ほ
ど
の
１
人
に
も
残
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、15
年
２
月
半
ば
頃
に
、

UM
ass Am

herst

に
２
泊
３
日
の
予

定
で
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

経
済
学
部
の
様
々
な
教
員
た
ち
と
１
人

１
時
間
ほ
ど
の
面
談
や
食
事
を
し
、
ま

た
、
大
学
院
生
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
と
も
夕
食
を
共
に
し
、
そ
の
よ
う
に

し
て
皆
か
ら
の
査
定
を
受
け
な
が
ら
、

最
後
に
ジ
ョ
ブ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、

　

日
本
に
は
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
土
壌
が
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
私
は

出
来
れ
ば
、
自
分
の
研
究
の
知
的
後
継

世
代
を
日
本
人
の
中
か
ら
育
成
す
る
と

い
う
事
を
、
日
本
の
一
橋
大
学
で
、
そ

の
責
務
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
一
橋
大
学
で
優
秀
な
次

世
代
の
人
材
を
育
成
で
き
る
可
能
性
は

次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
た
し
、

大
学
自
体
も
、
私
の
厚
生
経
済
学
や

ゲ
ー
ム
理
論
で
の
研
究
業
績
は
評
価
す

る
け
れ
ど
、
数
理
的
マ
ル
ク
ス
経
済
学

で
の
研
究
業
績
は
無
視
な
い
し
は
軽
視

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
落
胆
す
る
思
い
を
し
て
い

た
時
期
に
、UM

ass Am
herst

を
訪

問
滞
在
し
た
ら
拙
記
事
「
前
編
」
で
述

べ
た
様
な
魅
力
的
な
雰
囲
気
を
経
験

し
、
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
経
済
理
論
の
研

究
教
員
の
公
募
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

自
分
を
試
す
意
味
で
応
募
し
て
み
る
事

に
し
ま
し
た
。
日
本
人
の
研
究
後
継
者

を
育
て
る
と
い
う
拘
り
を
と
り
あ
え
ず

脇
に
置
い
て
、
日
本
人
で
あ
る
か
否
か

マサチューセッツ大学アマースト校

そ
し
て
ト
ン
ボ
返
り
で
帰
国

す
る
と
い
う
、
非
常
に
密
度

が
濃
く
て
タ
フ
な
米
国
式
の

ジ
ョ
ブ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
初
体

験
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
の
研
究
報
告

自
体
は
、
長
年
の
国
際
学
会
で
の
研
究

報
告
の
経
験
の
蓄
積
も
あ
る
の
で
、
あ

ま
り
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
各
教
員
や
大
学
院
生
た
ち
と

の
２
日
間
に
亘
っ
て
の
１
時
間
ず
つ
の

面
談
や
食
事
会
の
連
続
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
は
得
体
が
知
れ
ず
、
か
つ
、
研
究
以

外
の
話
題
で
の
英
会
話
が
延
々
と
続
く

状
態
に
、
頭
の
体
力
が
限
界
に
達
し
な

い
か
も
心
配
で
し
た
。
英
米
の
大
学
で

は
、
ア
ジ
ア
系
の
ジ
ョ
ブ
・
セ
ミ
ナ
ー

被
招
聘
者
に
対
し
て
、
意
図
的
に
早
口

の
英
語
で
の
質
問
や
会
話
を
仕
掛
け
、

そ
こ
で
戸
惑
っ
た
様
子
を
す
る
や
否

や
、
後
で
そ
の
候
補
者
を
「
英
語
が
出

来
な
い
」
と
い
う
理
由
で
落
と
そ
う
と

す
る
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
忠
告
を
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
に
所
属
す
る
私
の
共
同

研
究
者
か
ら
受
け
て
い
て
、
緊
張
も
し

て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
の
大

学
で
は
一
切
、
そ
う
い
う
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
扱
い
を
受
け
る
事
は
な
く
、
ま

た
、
会
話
が
繋
が
ら
な
く
て
気
ま
ず
い

沈
黙
の
時
間
が
流
れ
る
と
い
う
様
な
事

も
な
く
、
い
ず
れ
の
面
談
も
無
難
に
過

ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
更
に
、
面
談

し
た
教
員
の
多
く
や
大
学
院
自
治
会
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
か
ら
も
、
最
後
に
「
貴

方
を
支
持
し
ま
す
」
と
言
葉
を
か
け
て

戴
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、ジ
ョ
ブ
・

セ
ミ
ナ
ー
に
呼
ば
れ
た
最
終
候
補
者
の

中
で
私
が
第
１
候
補
者
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
、
オ
フ
ァ
ー
を
戴
く
事
に
な
っ
た

と
い
う
訳
で
す
。

　

UM
ass Am

herst

に
赴
任
し
た
当

初
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
３
年
契
約
の
テ

ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
准
教
授
と
い
う
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
雇
用
契
約
を

締
結
し
た
直
後
か
ら
、「
テ
ニ
ュ
ア
審

査
を
始
め
る
か
ら
」
と
い
う
話
に
な

り
、
審
査
用
の
書
類
の
提
出
等
を
色
々

と
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
米
国
大
学
で

の
テ
ニ
ュ
ア
審
査
は
通
常
、
助
教
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
新
規
採
用
さ
れ
た
教
員
が

６
年
程
経
っ
た
時
点
で
の
研
究
業
績
を

対
象
に
為
さ
れ
る
も
の
で
す
。
研
究
者

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
20
年
に
な
ろ
う

と
い
う
私
の
場
合
、
研
究
業
績
的
に
テ

ニ
ュ
ア
審
査
を
パ
ス
す
る
水
準
に
達
し

て
い
る
事
は
確
信
で
き
ま
し
た
し
、
さ

も
な
く
ばUM

ass

も
、
わ
ざ
わ
ざ
日

本
の
大
学
で
の
勤
務
実
績
し
か
な
い
中

堅
世
代
の
研
究
者
に
オ
フ
ァ
ー
を
出
し

た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
審
査
と
言
っ
て
も
、
ご
く

形
式
的
な
儀
式
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
案
に
反
し

て
、
審
査
は
通
常
通
り
に
極
め
て
厳

格
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
私
の
場

合
、
こ
れ
ま
で
米
国
大
学
で
の
勤
務
実

績
の
な
い
中
堅
年
代
で
あ
る
こ
と
に
対

し
て
、
大
学
本
部
に
懸
念
が
あ
っ
た
の

か
、
外
部
審
査
員
を
12
名
も
招
聘
す
る

事
を
経
済
学
部
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

招
聘
さ
れ
た
外
部
審
査
員
が
書
い
た
審

査
レ
ポ
ー
ト
を
直
接
読
む
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
審
査
員
の
リ
ス
ト
は
私
も

知
る
事
が
出
来
ま
し
た
し
、
外
部
審
査

員
全
員
の
審
査
レ
ポ
ー
ト
の
サ
マ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
大
学
の
７
段
階
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
構
造
か
ら
成
る
各
段
階
の
審

査
委
員
会
の
報
告
レ
ポ
ー
ト
よ
り
、
伺

い
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
の
外
部
審
査
委
員
た
ち
は
社
会
的

選
択
理
論
、
ゲ
ー
ム
理
論
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
・
デ
ザ
イ
ン
論
、
数
理
的
マ
ル
ク
ス

経
済
学
な
ど
の
各
分
野
に
お
け
る
世
界

の
第
１
人
者
的
研
究
者
た
ち
で
し
た
。

彼
ら
は
共
通
し
て
、
多
面
的
な
研
究
領

域
で
の
ミ
ク
ロ
経
済
理
論
的
解
析
を
行

う
研
究
者
と
し
て
私
の
事
を
非
常
に
高

く
評
価
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
し
、
米

国
に
移
籍
し
て
か
ら
の
更
な
る
伸
び
し

ろ
に
つ
い
て
も
期
待
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま

し
た
し
、
大
学
の
各
審
査
委
員
会
の
報

マサチューセッツ大学
アマースト校経済学部教授

 吉原 直毅
（Ｈ2・経卒）

２ 

テ
ニ
ュ
ア（
終
身
雇
用
権
）

　

  

取
得
と
教
授
昇
進

　

一
方
私
は
、
直
ち
に
教
授
へ
の
昇
進

を
考
え
て
く
れ
と
、
学
部
長
に
交
渉
し

ま
し
た
。
一
橋
で
は
す
で
に
６
年
前
に

教
授
昇
進
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か

ら
の
引
き
抜
き
で
あ
る
以
上
、UM

ass 
Am

herst

も
本
来
は
、
教
授
採
用
の

オ
フ
ァ
ー
を
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
し

か
し
大
学
の
規
定
と
し
て
、
最
初
か
ら

教
授
と
し
て
の
採
用
は
出
来
な
い
、
と

の
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
、
赴
任
し
て
２
〜
３
年
程
の
勤
務

の
後
に
、
教
授
昇
進
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
お
話
だ
っ
た
の
で
、
私

も
納
得
し
て
、
准
教
授
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
の
で
し
た
。
私

か
ら
す
れ
ば
、
テ
ニ
ュ
ア
の
取
得
は
既

定
路
線
と
い
う
感
覚
で
い
ま
し
た
が
、

教
授
に
昇
進
さ
せ
て
く
れ
る
か
ど
う
か

は
、
今
後
も
こ
こ
に
留
ま
る
か
否
か
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

　

学
部
長
は
直
ち
に
カ
レ
ッ
ジ
長
に
こ

の
件
を
相
談
し
て
く
れ
、
カ
レ
ッ
ジ
長

も
私
の
昇
進
審
査
を
行
う
事
に
関
し
て

同
意
し
、
し
か
し
審
査
の
開
始
は
17
年

の
春
学
期
終
了
後
に
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

半
年
間
の
猶
予
期
間
が
、
大
変
な
事
態

を
起
こ
す
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
こ
の
16
年
の
秋
学
期

か
ら
私
のUM

ass Am
herst

で
の
学

部
講
義
活
動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
、
学
期
末
に
は
履
修
学
部
生
た
ち
の

講
義
評
価
が
実
施
さ
れ
る
事
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

１ U
M

a
s

s
 A

m
h

e
rs

t
     

研
究
教
員
へ

告
レ
ポ
ー
ト
も
、
こ
の
外

部
審
査
員
た
ち
の
評
価
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
私
の
研
究

業
績
に
つ
い
て
は
最
高
に

評
価
し
た
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

他
方
、
審
査
委
員
会
の

中
で
比
較
的
に
厳
し
い
評

価
の
論
調
だ
っ
た
の
は
教

育
実
績
に
関
す
る
事
。
こ
れ

は
、
私
の
日
本
の
大
学
で
の

教
育
実
績
が
低
く
評
価
さ

れ
た
と
い
う
事
で
は
な
く

て
、
米
国
で
の
教
育
実
績
が

な
い
事
か
ら
、
最
高
級
の

評
価
は
で
き
な
い
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
も
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
最
低
の
評

価
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の

は
、
客
員
研
究
員
と
し
て
の

滞
在
時
に
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
講
義
シ
リ
ー
ズ

に
出
席
し
て
い
た
大
学
院

生
た
ち
が
私
の
教
育
者
と
し
て
の
実
力

を
高
く
評
価
す
る
サ
ポ
ー
ト
レ
タ
ー
を

投
稿
し
て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
16
年
の
10
月
に
私
へ
の

テ
ニ
ュ
ア
の
授
与
が
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
赴
任
早
々
に
テ
ニ
ュ
ア
審
査
を

行
う
と
い
う
事
は
、
契
約
締
結
時
の
学

部
長
の
レ
タ
ー
に
も
明
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
テ
ニ
ュ
ア
授
与
が
大
学
総

長
レ
ベ
ル
で
確
定
し
て
、
わ
が
経
済
学

部
長
も
安
心
し
た
と
思
い
ま
す
。
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が
そ
の
後
の
17
年
春
学
期
中
に
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
学
生
評
価

点
が
カ
レ
ッ
ジ
の
平
均
点
や
経
済
学
部

の
平
均
点
と
比
較
し
て
著
し
く
低
か
っ

た
訳
で
す
ね
。
そ
の
結
果
を
学
部
長
が

深
刻
視
し
、
こ
の
春
学
期
終
了
後
に
開

始
し
よ
う
と
約
束
し
て
い
た
教
授
昇
進

審
査
を
１
年
間
遅
ら
せ
た
ら
い
か
が

か
、
と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。
学
部
長

に
言
わ
せ
れ
ば
、
現
時
点
で
の
本
学
で

の
私
の
教
育
実
績
は
こ
の
16
年
秋
学
期

の
学
部
向
け
ゲ
ー
ム
理
論
講
義
し
か
な

く
、
そ
の
実
績
評
価
に
は
履
修
学
生
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
参
照
さ
れ
る

制
度
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
昇
進
審
査

の
際
の
教
育
実
績
評
価
は
著
し
く
低
い

も
の
と
な
る
。
そ
の
点
を
理
由
に
し

て
、
学
部
よ
り
上
の
段
階
の
審
査
委
員

会
で
落
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

の
事
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
も
う
少

し
待
っ
て
、
私
の
講
義
の
学
生
評
価
が

改
善
さ
れ
た
時
点
で
昇
進
審
査
を
開
始

す
る
方
が
安
全
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
。

　

私
は
そ
の
話
に
激
怒
し
ま
し
た
。
私

か
ら
す
れ
ば
、
人
生
最
初
の
機
会
で

あ
っ
た
先
学
期
講
義
の
学
生
評
価
が
低

く
て
も
、
そ
れ
は
当
然
あ
り
得
る
事
で

し
た
し
、
間
違
い
な
く
評
価
が
低
い
だ

ろ
う
事
も
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
論
拠
に
し
て
昇
進
審
査
を
延
期
さ
せ

ら
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
話
で
し

た
し
、
ま
た
制
度
的
に
も
、
テ
ニ
ュ

ア
審
査
の
時
は
研
究
、
教
育
、
サ
ー

ビ
ス—

学
内
の
各
種
委
員
会
等
の
仕
事

や
学
会
誌
の
編
集
、
匿
名
審
査
員
と
し

て
の
仕
事
な
ど
の
３
項
目
に
関
し
て
評

価
さ
れ
、
２
項
目
に
関
し
て
最
高
点
の

「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」、
そ
し
て
残
り
の

１
項
目
に
関
し
て
次
点
の
「
ス
ト
ロ
ン

グ
」
以
上
の
評
価
を
獲
得
す
る
事
が
、

テ
ニ
ュ
ア
取
得
の
必
要
条
件
で
し
た
。

他
方
、
教
授
昇
進
の
際
に
は
、
主
な
審

査
基
準
は
研
究
業
績
で
あ
り
、
研
究
分

野
の
学
界
に
お
い
て
国
際
的
に
も
重
要

な
研
究
成
果
を
出
し
て
い
る
研
究
者
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
問

わ
れ
る
と
い
う
話
で
し
た
。
そ
の
点
に

関
し
て
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
て
の
審
査
延
期
な
ら
ば
と
も
か
く
、

最
初
の
学
部
講
義
の
評
価
が
低
か
っ
た

と
い
う
理
由
だ
け
で
そ
う
い
う
話
に
な

る
の
は
、
約
束
が
違
う
、
と
。

　

こ
う
い
う
形
で
、
自
分
の
経
験
不
足

で
不
得
手
な
学
部
講
義
で
の
学
生
評
価

点
が
平
均
未
満
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

昇
進
が
先
送
り
さ
れ
る
年
月
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
学
部
生
た
ち
の

講
義
評
価
に
振
り
回
さ
れ
、
そ
れ
へ
の

対
応
に
時
間
を
費
や
す
日
々
が
続
く
こ

と
に
な
る
。
他
方
で
、
私
が
当
初
か
ら

希
望
し
て
い
た
数
理
的
マ
ル
ク
ス
経
済

学
の
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
講
義
の
機
会

は
、
一
向
に
廻
っ
て
く
る
気
配
が
な

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
学
部
ミ
ク
ロ
と
学

部
ゲ
ー
ム
理
論
の
担
当
教
師
と
し
て
使

い
廻
さ
れ
る
だ
け
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
扱
い
に
も
、
不
満
を
募
ら
せ

て
い
た
私
は
、「
こ
う
い
う
扱
い
が
続

く
よ
う
な
ら
ば
、
日
本
に
帰
る
」
と
、

学
部
長
に
も
、
ま
た
、
私
の
採
用
時
の

人
事
委
員
で
あ
っ
た
経
済
理
論
系
の
同

僚
た
ち
に
相
談
し
た
際
に
も
、
は
っ
き

り
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
米
国
に
来
る

と
き
に
、
前
任
校
の
一
橋
大
学
を
正
式

に
退
職
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
日
本
に

帰
っ
て
も
戻
れ
る
職
場
が
保
証
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
こ
れ
で
は
何
の
た
め
に
こ
こ
に

来
た
の
か
？
意
味
が
な
い
！
」
と
、
何

人
か
の
同
僚
に
は
っ
き
り
と
不
満
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
お
陰
か
、
次
の
面
談
の
際
に
学

部
長
は
、
教
授
昇
進
審
査
を
私
が
希
望

す
る
以
上
、
大
学
と
し
て
は
そ
れ
を
止

め
さ
せ
る
権
限
は
な
い
、
と
言
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
で
の
教
育
実

績
不
足
を
批
判
さ
れ
た
場
合
の
対
応
と

し
て
、
私
が
現
在
、
米
国
大
学
の
仕
組

み
に
適
応
し
、
教
育
実
績
に
関
し
て
も

改
善
す
る
為
の
努
力
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
事
、
そ
の
旨
を
自
己
申
告
書
に

明
記
す
る
べ
し
、
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
経
済
学
部
と
し
て

は
私
の
教
授
昇
進
に
反
対
す
る
教
員
は

１
人
も
居
ら
ず
、
皆
支
持
す
る
だ
ろ
う

が
、
カ
レ
ッ
ジ
長
や
大
学
プ
ロ
ボ
ス
ト

段
階
の
審
査
委
員
会
で
の
対
策
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
で
し
た
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
示
唆
さ
れ
た
の

が
、
私
が
米
国
大
学
の
新
し
い
教
育
環

境
に
適
応
す
る
べ
く
、
真
摯
な
努
力
を

行
っ
て
い
る
旨
を
示
す
事
。
そ
の
事

実
に
依
拠
す
る
形
で
、
審
査
報
告
書

で
も
、
将
来
的
な
学
生
講
義
評
価
点
の

改
善
が
期
待
で
き
る
と
説
明
で
き
る
の

だ
と
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
、

そ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
私
は
い
わ
ゆ

る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

出
席
し
て
話
を
聞
い
た
り
、
他
の
若
手

教
員
た
ち
と
の
議
論
の
場
に
参
加
し
た

り
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
に
勧

め
ら
れ
て
、
資
源
経
済
学
部
の
提
供
す

る
統
計
学
入
門
の
講
義
を
聴
講
さ
せ
て

も
ら
っ
た
り
と
い
う
活
動
に
、
定
期
的

に
時
間
を
割
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
そ
の
導
入
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
の

が
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
メ
ソ
ッ
ド
（
Ａ
Ｌ
）
で
し
た
。

要
す
る
に
、
学
生
に
よ
る
発
言
と
自
由

討
論
を
中
心
と
す
る
教
育
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
討
論
そ
れ
自
体
が
重
要

な
教
育
目
的
に
な
る
人
文
系
の
科
目

や
、
社
会
科
学
系
で
も
数
理
的
・
数
量

的
で
は
な
い
性
質
の
科
目
で
あ
れ
ば
、

確
か
に
有
効
で
あ
ろ
う
事
は
理
解
で
き

ま
し
た
が
、
私
が
主
に
担
当
す
る
ゲ
ー

ム
理
論
の
よ
う
な
極
め
て
数
理
色
の
強

い
・
事
実
上
の
応
用
数
学
の
講
義
で
す

ら
、
Ａ
Ｌ
を
導
入
せ
よ
、
そ
れ
を
す
る

工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
議
論
の
誘
導
の
仕
方
に

は
、
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
少

な
く
と
も
数
学
力
に
関
し
て
は
、
伝

統
的
講
義
方
法
で
教
育
を
受
け
て
き
た

日
本
の
経
済
学
部
生
と
数
学
系
で
す
ら

Ａ
Ｌ
で
教
育
を
受
け
て
き
た
米
国
の
経

済
学
メ
ジ
ャ
ー
の
学
部
学
生
と
比
較
し

て
、
明
ら
か
に
前
者
の
力
量
が
高
い
と

思
わ
れ
た
か
ら
で
し
た
。
私
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
も
、
納
得
で
き
な
い

と
率
直
に
そ
の
旨
を
発
言
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
そ
れ
で
も
、
Ａ
Ｌ
の
方
が
良
い

の
だ
、
確
実
な
成
果
が
上
が
る
の
だ
と

い
う
見
解
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
、
ま
あ
今
後
も
議
論
を
続
け

ま
し
ょ
う
、
み
た
い
な
形
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

一
方
、
幸
い
に
し
て
、
２
０
１
７
年

の
春
学
期
の
学
部
向
け
上
級
ミ
ク
ロ
経

済
学
講
義
や
同
年
秋
学
期
の
再
び
の
学

部
向
け
ゲ
ー
ム
理
論
講
義
で
は
、
学
生

の
講
義
評
価
も
順
調
に
改
善
し
て
い

き
、
い
わ
ゆ
る
最
低
限
の
合
格
点
ラ
イ

ン
も
超
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
も
う

文
句
を
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
く
な
っ

た
、
や
は
り
昇
進
審
査
を
１
年
間
遅
ら

せ
る
な
ど
と
い
う
様
な
選
択
を
取
ら
ず

に
良
か
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　

他
方
、
こ
れ
ま
た
幸
運
な
タ
イ
ミ
ン

グ
か
、
研
究
の
方
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

期
に
こ
れ
ま
で
改
訂
・
再
投
稿
を
繰
り

返
し
て
い
た
研
究
論
文
を
含
め
、
次
々

と
新
た
な
論
文
の
審
査
制
学
術
誌
へ
の

掲
載
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ト
ッ
プ
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
含
め
、
い
ず
れ
も
学
界

で
の
評
価
の
高
い
著
名
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で

の
掲
載
決
定
で
し
た
。
私
の
教
授
昇
進

審
査
で
は
再
び
９
名
の
外
部
審
査
員
が

招
聘
さ
れ
、
そ
の
中
の
半
数
く
ら
い
は

テ
ニ
ュ
ア
審
査
時
の
外
部
審
査
員
で
し

た
。
彼
ら
は
、
テ
ニ
ュ
ア
審
査
時
の
15

年
夏
の
時
点
に
比
し
て
２
年
後
の
17
年

夏
の
時
点
で
10
本
近
い
審
査
制
学
術
誌

掲
載
論
文
が
新
た
に
加
わ
っ
た
事
に
注

目
し
、
こ
れ
は
世
界
の
ど
の
大
学
の
審

査
基
準
に
照
ら
し
て
も
、
著
し
い
成
果

で
あ
る
と
評
価
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
教
授
昇
進

の
ポ
イ
ン
ト
は
研
究
業
績
に
関
す
る
評

価
で
あ
り
、
ま
た
、
私
の
弱
点
と
見
做

さ
れ
た
教
育
業
績
に
関
し
て
も
、
最
初

の
学
期
を
除
い
て
合
格
ラ
イ
ン
を
超
え

る
学
生
評
価
を
得
続
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
も
う
誰
に
も
文
句
を
言
わ
れ
る
筋

合
い
は
な
い
と
確
信
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
事
実
、
学
部
の
昇
進
審
査

委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
上
の
ク
ラ

ス
の
い
ず
れ
の
段
階
で
の
昇
進
委
員
会

で
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
私
の
教
授
昇
進
を

推
挙
す
る
と
い
う
審
査
結
果
が
続
き
、

最
終
的
に
18
年
６
月
初
旬
に
、
翌
９
月

か
ら
の
私
の
教
授
昇
進
が
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。

　　

か
く
し
て
18
年
９
月
か
ら
私
は
教
授

職
でUM

ass Am
herst

で
の
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、

日
本
で
は
す
で
に
９
年
前
に
教
授
昇
進

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
と
し
て
は

こ
れ
で
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
て

た
感
じ
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
で
も
う

昇
進
審
査
の
時
の
事
を
考
慮
し
て
周
り

の
評
価
を
必
要
以
上
に
気
に
す
る
束
縛

か
ら
解
放
さ
れ
、
伸
び
伸
び
と
研
究
に

集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
、
と
思
い

ま
し
た
。
私
は
日
本
の
大
学
に
勤
務
し

て
い
た
時
、
テ
ニ
ュ
ア
や
昇
進
な
ど
の

地
位
確
保
の
為
に
研
究
に
精
を
出
す
と

い
う
生
き
方
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
そ
の
よ
う
な
「
飴
と
鞭
」
的
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
制
さ
れ
ず
と
も
、

求
め
ら
れ
る
水
準
の
研
究
成
果
を
出
し

続
け
る
事
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
自
分
に
と
っ
て
、

米
国
大
学
で
の
安
定
的
地
位
確
保
の
為

の
厳
し
い
審
査
の
仕
組
み
は
、
自
由
で

創
造
的
な
研
究
活
動
に
と
っ
て
の
桎
梏

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
桎
梏
か
ら
解
き

放
た
れ
た
精
神
的
開
放
感
は
大
き
い
も

の
で
し
た
。

　

現
在
、
私
に
は
主
に
指
導
対
象
と
し

て
い
る
大
学
院
生
が
３
人
ほ
ど
居
ま

す
。
い
ず
れ
も
東
ア
ジ
ア
系
の
院
生

で
、
数
学
力
も
高
く
、
数
理
的
マ
ル
ク

ス
経
済
学
的
な
研
究
に
関
心
を
以
っ

て
、
私
が
開
講
す
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
・
ス
タ
デ
ィ—

日
本
の
大
学
で
言

う
大
学
院
ゼ
ミ—

に
出
席
し
、
実
力
を

高
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
習
熟

度
に
応
じ
て
、
彼
ら
１
人
１
人
と
徐
々

に
共
同
研
究
を
始
め
て
き
ま
し
た
が
、

彼
ら
と
の
文
献
の
輪
読
会
や
共
同
研
究

の
打
ち
合
わ
せ
は
、
私
に
と
っ
て
も
非

常
に
刺
激
に
な
り
、
勉
強
に
な
る
重
要

な
時
間
で
す
。
今
い
る
大
学
院
生
た
ち

の
よ
う
な
優
秀
な
学
生
が
今
後
も
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
私
の
研
究
室
に
来
て
く
れ

る
か
否
か
が
、
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う

が
、
今
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
と
一
緒
に
勉

強
し
研
究
活
動
を
し
な
が
ら
、
彼
ら
を

次
世
代
研
究
者
と
し
て
育
成
し
て
い
く

日
々
に
、
私
は
充
足
感
を
感
じ
て
い
ま

す
。
望
む
ら
く
は
、
日
本
か
ら
志
あ
る

優
秀
な
大
学
院
生
た
ち
が
こ
の
大
学
に

留
学
し
て
き
て
、
私
の
研
究
室
に
来
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
そ
う
な
れ

る
よ
う
に
、
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
研
究

者
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

３ 

さ
ら
な
る
挑
戦

マサチューセッツ大学アマースト校



FRONTIER 2019/08/20 42FRONTIER 2019/08/2043

【日　時】2019年9月1日（日）
　　　　  14:00開演（13:00開場）
【場　所】なかのZERO　大ホール
　　　　　※JRまたは東京メトロ東西線
　　　　　 「中野」駅南口から徒歩8分。
【入場料】1,000円（全席自由）
　　　　　※当日券あり
【問い合わせ先】
　　　　エルムの鐘交響楽団事務局
　　　　 boeso.info@gmail.com（高橋）
　

エ
ル
ム
の
鐘
交
響
楽
団
に
つ
い
て

ク
ラ
ー
ク
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

※なお、ホームページよりチラシを印刷してお持ちいただくと、何名様でも無料でご入場いただけます。
　詳しくはホームページでご確認ください→http://boeso.web.fc2.com/next_concert.html

演奏会のお知らせ

〈講演会のお知らせ〉

　

１
９
９
４
年
、
北
海
道
大
学
交

響
楽
団
Ｏ
Ｂ
有
志
が
発
起
人
と

な
っ
て
活
動
を
開
始
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
ア
マ
オ

ケ
）
で
、
団
の
名
称
（
エ
ル
ム
の

鐘
）
も
、
そ
の
昔
、
北
大
構
内
の

エ
ル
ム
（
ハ
ル
ニ
レ
）
の
木
に
吊

る
さ
れ
て
い
た
「
時
を
告
げ
る
鐘
」
に
由
来

し
ま
す
。
今
で
は
団
員
の
半
数
以
上
が
北
大

以
外
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
Ｏ
Ｂ
色
を
脱
し
、 

東
京
中
野
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

大
学
時
代
に
北
海
道
大
学
合
唱
団
（
男

声
）
に
所
属
し
て
、
青
春
時
代
を
札
幌
で

過
ご
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、
首
都
圏
周
辺
に

在
住
す
る
Ｏ
Ｂ
達
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
男
声
合
唱
団
で
す
。
平
成
３
年
に
当

時
の
若
手
Ｏ
Ｂ
有
志
数
人
が
、『
ま
た
ハ

モ
ろ
う
か
』
と
集
ま
っ

て
歌
い
始
め
、
平
成

４
年
６
月
の
大
田
区
民

合
唱
祭
で
『Boys, Be 

Am
bitious !

』
で
有

名
な
、
か
の
Ｗ
・
Ｓ
・

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
名
を

戴
き
、『
ク
ラ
ー
ク
ク

ラ
ブ
』
と
し
て
22
名
で

東
京
デ
ビ
ュ
ー
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
独

自
の
演
奏
会
や
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
な
ど
、
20
歳
代
か
ら

80
歳
代
の
メ
ン
バ
ー
で

活
発
な
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

【日　時】2019年9月23日（月・祝）14:00開演（13:30開場）
【場　所】大田区民ホール アプリコ大ホール ※JR蒲田駅徒歩5分
【入場料】1,000円（全席自由席）
【問い合わせ先】井上　勝（S42 工） TEL：042-423-9735 

Concert

北大合唱団東京OB会
クラーククラブ 第11回演奏会

エルムの鐘交響楽団 第38回演奏会

「初音ミク」産みの親
クリプトン・フューチャー・メディア 伊藤博之氏 講演会

【日　　時】2019年9月20日（金）
　　　　 　 ❶16:00～17:30交流座談会  ❷18:00～19:30講演会  ❸19:30～21:00懇親会
【会　　場】ちよだプラットフォームスクウェア5階（東京都千代田区神田錦町3-21）
【申込方法】お申込みは専用サイトからお願いします。（参加費は有料、定員あり）
　　　　　  専用サイトについては、北大東京同窓会のメルマガをご確認ください。
　　　　　  なお、❶❷❸はそれぞれ定員に達し次第、申込終了となります。
【問い合わせ先】メール：event3@hokudai-tokyo.org　TEL：03-3211-9211（北大東京同窓会事務局）

専用サイト→
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し
た
。
そ
の
結
果
、
現
役
部
員
と
監
督

が
相
互
に
期
待
す
る
内
容
は
大
ま
か
に

一
致
す
る
も
の
の
、
一
部
に
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
男
子
部
と
女
子
部
で

事
情
が
異
な
る
こ
と
な
ど
が
判
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
監
督
の
位
置
付
け
が
不
明

確
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
で
は

２
０
１
８
年
に
臨
時
総
会
を
開
い
て
会

則
を
変
更
し
、
監
督
・
コ
ー
チ
を
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
指
導
・
助
言
機
関
と
し
て
正

式
に
定
義
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
は
部
長
と
協
議
し
て
監
督
を
選
任
す

る
こ
と
、
監
督
に
対
し
て
は
ル
ー
ル
を

設
け
て
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス

保
持
者
を
今
後
も
継
続
的
に
確
保
育
成

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

並
行
し
て
財
務
改
革
も
進
め
て
い
ま

す
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
有
志
は
こ
れ
ま
で
も
毎

大
の
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
他
大

学
の
チ
ー
ム
と
対
戦
す

る
に
は
、
道
外
ま
で
遠

征
し
な
い
と
い
け
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た

め
現
役
メ
ン
バ
ー
は
、
イ

ン
カ
レ
、
七
大
戦
、
全
国

大
学
王
座
決
定
戦
に
加

え
て
春
合
宿
と
、
年
に
４

回
ほ
ど
道
外
に
遠
征
を

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
０
年

に
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
本
計
画
に
よ
り
「
指
導

者
制
度
の
見
直
し
」
が
な
さ
れ
、

２
０
１
２
年
に
は
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
が
指
導
者
を
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
公
式
戦
の
遠

征
に
は
指
導
者
資
格
を
も
っ
た
監
督

の
帯
同
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
試

合
を
す
る
た
め
に
、
指
導
者
資
格

取
得
、
ラ
イ
セ
ン
ス
維
持
、
指
導
者

の
遠
征
費
が
必
要
に
な
っ
た
の
で

す
。
従
来
は
熱
心
な
Ｏ
Ｂ
の
厚
意
に

甘
え
、
個
人
的
負
担
に
よ
り
何
と
か

試
合
に
参
加
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
近
づ
い
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
役
の
危
機
を
救
う

べ
く
、
平
成
16—

18
年
卒
の
Ｏ
Ｂ
を

中
心
に
有
志
が
立
ち
上
が
り
、
３
年
前

か
ら
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
改
革
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
卒

業
さ
れ
た
方
々
は
の
べ
６
０
０
名
を
超

え
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
は
現
在
で
も

４
０
０
名
ほ
ど
の
会
員
を
抱
え
て
い
ま

す
。
同
会
は
数
十
年
以
上
に
亘
り
毎

年
部
誌
の
発
行
や
Ｏ
Ｂ
戦
な
ど
を
通
し

て
会
員
間
の
懇
親
を
図
る
他
に
、
こ
れ

ま
で
も
寄
付
な
ど
を
通
し
て
現
役
チ
ー

ム
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
監
督
へ

の
支
援
な
ど
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
北
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
は
永
年
監
督

を
置
か
ず
、
学
生
が
自
主
的
に
考
え
て

行
動
す
る
の
が
伝
統
だ
っ
た
た
め
、
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
間
で
監
督
や
コ
ー
チ
な
ど
の

職
責
や
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
す
。

　

改
革
は
、
現
役
と
現
監
督
へ
の
聞
き

取
り
を
行
う
現
状
把
握
か
ら
始
ま
り
ま

大
Ｏ
Ｂ
が
就
任
し
て
お
り
、
名
実
と
も

に
北
海
道
の
ホ
ッ
ケ
ー
界
を
け
ん
引
す

る
存
在
で
す
。

　

そ
ん
な
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
も
、
外
部
環

境
の
変
化
が
襲
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
ホ
ッ
ケ
ー
の
公
式
戦
は
、
ほ
ぼ

全
て
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は

ボ
ー
ル
の
動
き
や
ス
ピ
ー
ド
が
異
な
る

た
め
、
人
工
芝
特
有
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

身
に
つ
け
な
い
と
試
合
に
は
勝
て
な
く

な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
北
大
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
い
ま
だ
に
土
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
学
生

た
ち
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
に
野
幌
に

あ
る
人
工
芝
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
も
毎
週

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
公
立
の
競
技
場

と
は
い
え
、
練
習
の
度
に
コ
ー
ト
使
用

料
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
野
幌
ま
で

の
移
動
も
時
間
や
金
銭
的
な
負
担
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
時
は
北
海
道
に
４
チ
ー
ム

ほ
ど
あ
っ
た
大
学
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、

諸
般
の
事
情
で
現
在
で
は
男
女
と
も
北

　

学
生
時
代
の
部
活
動
の
経
験
を
問

わ
れ
、「
北
大
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。」
と
答
え
る
と
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
こ
と
と
勘
違
い
さ
れ
る
方

も
い
ま
だ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
陸

上
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー

ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
扱
い
、
得
点
を
競

う
競
技
で
す
。
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
や
重

さ
は
、
野
球
の
硬
式
球
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。
各
チ
ー
ム
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を

含
め
て
11
名
ず
つ
で
す
が
、
コ
ー
ト
は

サ
ッ
カ
ー
よ
り
も
や
や
小
さ
い
上
に
、

パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
な
ど
ボ
ー
ル
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
攻
守
の
展
開
が
早
い

の
で
、
見
る
だ
け
で
も
十
分
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

北
大
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
１
９
２
６

年（
昭
和
２
年
）に
創
部
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
ホ
ッ
ケ
ー
が
伝
え
ら
れ
た
の

が
１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
で
、
第

１
回
の
日
本
選
手
権
が
開
催
さ
れ
た
の

が
１
９
２
３
年
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

て
い
ま
す
。
試
合
で
は
道
内
の
大
会
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
男
女
と
も
七
大
戦

の
他
、
イ
ン
カ
レ
や
大
学
王
座
決
定
戦

な
ど
に
北
海
道
代
表
と
し
て
毎
年
出
場

を
続
け
、
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
と
健
闘

を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
北
海
道
ホ
ッ

ケ
ー
協
会
の
会
長
お
よ
び
理
事
長
は
北

そ
の
わ
ず
か
３
年
後
で
す
。
目
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
大
先

輩
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ

て
は
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
新
入
部
員
が
確
保
で
き
ず
、
廃

部
に
追
い
込
ま
れ
る
大
学
チ
ー
ム
も

あ
る
中
で
、
北
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
脈
々

と
ホ
ッ
ケ
ー
へ
の
情
熱
を
次
世
代
に
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
に

は
女
子
部
も
創
設
さ
れ
、
93
年
の
歴
史

と
伝
統
を
紡
い
で
き
た
現
在
で
は
、
男

女
合
わ
せ
て
50
名
程
の
大
所
帯
と
な
っ

HOKKAIDO UNIVERSITY HOCKEY CLUB

ホッケー部OBOG会 

川村礼紀
（S62理学部地質学卒） 

男子部集合写真（２０１９年）

北大グラウンドで定期的に実施している男子部OB戦

女子部練習試合（野幌の人工芝グラウンド）

女子部員のスティックや防具

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ・現
役
学
生
が
一
体
で
情
熱
を
受
け
継
ぐ

昭
和
２
年
創
立  

北
大
ホ
ッ
ケ
ー
部

北大ホッケー部 OBOG・現役チーム

ホ
ッ
ケ
ー
と
は
？

変
化

北
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
歴
史

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
改
革
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ン
を
活
性
化
し
な
い
と
、
寄
付
も
増
え

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
情
報
発
信
の
た

め
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
、
メ
ー
ル
配
信
、
接
点
を
増
や
す

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
複
合
的

に
進
め
、
危
機
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
て
寄
付
を
増
や
す
活
動
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
始
め
る

と
、
現
役
部
員
に
対
す
る
資
金
管
理
方

法
を
指
導
し
た
り
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
費
納

入
の
記
録
や
名
簿
を
整
備
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
様
々
な
付
随
作
業
が
発
生
し

ま
す
が
、
改
革
有
志
は
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
輪
は
現
在
も
確
実

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
は
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
開
催
国
枠

で
は
な
く
自
力
で
女
子
は
４
回
連
続
、

男
子
は
52
年
ぶ
り
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
は
五
輪
後
に
は
す
っ

か
り
人
気
ス
ポ
ー
ツ
に
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
が
個
人
的
に
交
流

の
あ
る
他
大
学
で
は
、
国
立
大
学
で
も

寄
付
に
よ
り
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
設
立

を
成
功
さ
せ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

７
年
後
の
２
０
２
６
年
に
は
、
我
が

ホ
ッ
ケ
ー
部
も
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
は
北
大
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
に
、
美
し
い
人
工

芝
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
が
あ
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

年
寄
付
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
会
費
と
現
役
へ
の
寄
付
の
窓
口
が
異

な
っ
て
お
り
、
寄
付
を
す
る
側
も
混
乱

を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
付
金
額

に
目
標
を
定
め
て
積
極
的
な
支
援
を
依

頼
し
た
り
は
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
増
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
数
も
寄
付
金
額
も

伸
び
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
費
と
寄
付
の
納
付
窓
口
を

統
一
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
に
活
動

予
算
を
立
て
て
も
ら
い
、
寄
付
金
額
の

目
標
設
定
と
そ
の
内
容
説
明
も
依
頼
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
過
去
の
会
員
の
寄
付

実
績
を
精
査
し
、
近
年
寄
付
の
な
か
っ

た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
を
特
定
し
、
そ
う
い
っ
た

方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
様
々
な
形
で

始
め
ま
し
た
。

　

当
然
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
員
間
な

ら
び
に
現
役
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

HOKKAIDO UNIVERSITY HOCKEY CLUB

創
立
１
０
０
周
年
へ
向
け
て

2016年9月全日本マスターズホッケー大会（本人）

色鮮やかなグリーンのポロシャツ

羊肉が焼けるのを全員で見ている！（笑）

2016年にGPSで記録した墓参時の軌跡（提供:古跡さん）

　深まりゆく秋、くっきりと鮮明に山々を浮き立たせる青
空の下、多磨霊園に眠られる母校北大の4人の大先輩の
墓前にてお参りする「多磨霊園墓参」を企画しました。多く
の方のご参加を期待しております。

主　　催／北海道大学東京同窓会
期　　日／10月14日（月）、10:30集合（雨天決行）
集合場所／多磨霊園正門松乃屋石材店
　　　　　（正門入口向かって左手、霊園の外側です）
　　　　　☎042-361-2262　　府中市紅葉丘2-31-3
墓  参  先／① 新渡戸稲造、 ② 内村鑑三、 ③ 有島武郎、 
　　　　　  ④ 廣井勇　（敬称略、数字は墓参の順序です）
昼　　食／霊園の中の公園で、ジンギスカンパーティを予 
　　　　　 定しています。
費　　用／交通費、昼食代（お花は事務局で用意致します）
用　　意／軍手、出来たら園芸用根切り、シャベル（移植ゴ
　　　　　テ：墓地の草取り用）、ダスター

○連絡先　平田更一（理生44年卒）    TEL：090-5199-3763　E-mail：kh4000jp@yahoo.co.jp
　　　　　参加希望の方は、準備の都合上10月5日（土）までにご一報下さい。　　　　　

クラーク遺徳顕彰・墓参委員会

①

②
③

④

2019年5月19日の「北大東京ジンパ」に集まったOGOB会の皆さんのスナップ。世代はバラバラ？だいぶ離れ
ている！ようでしたが、和気あいあいで楽しそうでした〜。

北大ホッケー部OBOG会 in 東京ジンパ2019

by 広報委員会
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６
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
開
催

さ
れ
た
第
61
回
北
大
祭
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
昨
年
よ
り
お
よ
そ
１
万
人
多
い

10
万
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
＋
１
」（
プ
ラ

ス
ワ
ン
）。
昨
年
、
60
回
目
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
北
大
祭
が
未
来
に
向
け
て

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
大
祭
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と
も
い

え
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
埋
め
尽
く

す
模
擬
店
は
そ
の
数
２
０
０
を
超
え
ま

す
。
そ
の
模
擬
店
の
多
く
は
サ
ー
ク
ル

や
ク
ラ
ス
単
位
で
学
生
が
出
店
し
て
い

る
も
の
で
、
北
大
祭
の
中
で
も
特
に
楡

陵
（
ゆ
り
ょ
う
）
祭
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
最
近

流
行
り
の
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
や
チ
ー

ズ
ハ
ッ
ト
グ
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
る

様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
の
凝
ら
し
た
料
理
を
販
売

す
る
楡
陵
祭
の
模
擬
店
で
す
が
、
毎
年

人
気
を
誇
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
出

身
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
県
人
会
」

に
よ
る
出
店
で
す
。「
広
島
県
人
会
」

に
よ
る
広
島
風
お
好
み
焼
き
や
「
山
梨

県
人
会
」
に
よ
る
ほ
う
と
う
は
長
蛇
の

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

数
多
く
あ
る
模
擬
店
の
な
か
か
ら
上

位
の
出
店
を
人
気
投
票
で
決
め
る
「
模

擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
８
年
連

続
で
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
の
が
、

「
法
学
部
知
的
財
産
法
ゼ
ミ
」
に
よ
る

メ
ン
チ
カ
ツ
の
出
店
で
す
。「
め
ん
ち

か
ち
ゅ
」
と
い
う
名
で
販
売
さ
れ
て
い

る
こ
ち
ら
の
メ
ン
チ
カ
ツ
は
、
サ
ク
サ

ク
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
美
味
し
い
と
圧
倒

的
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
が
故
郷
の
料
理
を
提
供
す
る

International Food Festival

（IFF

）
で

は
、お
よ
そ
30
の
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、

我
々
日
本
人
に
な
じ
み
の
あ
る
海
外
の

料
理
や
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
が
並
び
ま
し

た
。
札
幌
に
い
な
が
ら
に
し
て
世
界
各

国
の
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ま

た
そ
れ
を
作
る
留
学
生
た
ち
と
交
流
で

き
る
た
め
、
北
大
生
の
み
な
ら
ず
地
域

の
方
々
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　　

北
大
祭
で
目
を
引
く
の
は
や
は
り
た

く
さ
ん
の
模
擬
店
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
大
祭
は
先
ほ
ど

述
べ
た
楡
陵
祭
や
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
ほ
か
に
、

工
学
祭
、
農
学
祭
、
理
学
祭
、
薬
学
祭
、

医
学
展
、
歯
学
祭
、
獣
医
学
祭
と
い
っ

た
各
学
部
・
学
科
祭
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学

科
の
特
色
を
活
か
し
た
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
工
学
祭
で
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
用
い

た
公
開
燃
焼
実
験
を
行
い
、
そ
の
迫
力

あ
る
実
験
の
様
子
に
観
覧
し
た
方
々
は

皆
、
息
を
の
み
ま
し
た
。
ま
た
、
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
医
学
部
で
行
わ

れ
た
医
学
展
で
は
、
検
査
体
験
や
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
方
々
や
子
ど
も
達
に
医
療
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
般
の
方
々
に
と
っ
て
北
大
祭
は
北

海
道
大
学
が
誇
る
研
究
設
備
や
そ
の
研

究
内
容
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
北
大
祭

期
間
中
は
特
別
に
研
究
施
設
を
公
開
し

て
お
り
、
来
場
さ
れ
た
方
に
は
最
先
端

の
研
究
を
間
近
で
体
験
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
例
え
ば
低
温
科
学
研
究
所
で

行
わ
れ
る
『
南
極
（

−

50
℃
の
世
界
）

を
体
験
し
よ
う
』
と
い
う
企
画
で
は
、

南
極
で
採
取
し
た
数
万
年
前
の
氷
を
保

管
す
る
マ
イ
ナ
ス
50
℃
の
低
温
室
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
用
の
マ
イ

ナ
ス
50
℃
の
低
温
室
は
日
本
で
も
数
少

な
い
設
備
で
あ
り
、
普
段
は
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
施
設
な
の
で
、
毎
年

人
気
を
集
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
内
容
の
企

画
だ
け
で
は
な
く
、

老
若
男
女
ど
な
た
で

も
北
大
祭
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
の
他
に
も
た

く
さ
ん
の
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
さ

な
お
子
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
巨
大

ジ
ェ
ン
ガ
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と

い
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て
い
る

ブ
ー
ス
や
、
体
育
館
を
使
用
し
、
毎
年

長
蛇
の
列
が
で
き
る
順
番
待
ち
必
至
の

「
お
化
け
屋
敷
」、
羊
毛
を
使
っ
た
マ

ス
コ
ッ
ト
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
る

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」、
さ
ら
に

は
北
海
道
大
学
内
外
の
サ
ー
ク
ル
や
団

体
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る

「
サ
ー
ク
ル
発
表
」
や
「Nire Rock 

Festival

」
な
ど
に
多
く
の
方
々
が
来

場
さ
れ
、
ど
れ
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
の
北
大
祭
の
目
玉
企
画
の
一
つ

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ

ぞ
ら
」
に
出
演
し
て
い
る
女
優
の
福

地
桃
子
さ
ん
を
お
招
き
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
す
。
福
地
さ
ん
の
姿
を
一
目

見
よ
う
と
お
よ
そ
１
０
０
０
人
の
観
客

が
集
ま
り
ま
し
た
。
福
地
さ
ん
は
ド
ラ

マ
の
中
で
１
９
５
６
年

に
北
海
道
大
学
に
進
学

す
る
柴
田
夕
見
子
役
を

演
じ
て
お
り
、
い
わ
ば

「
後
輩
」
と
な
る
現
役

の
北
大
生
の
Ｍ
Ｃ
と
と

も
に
ト
ー
ク
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は

「
北
海
道
大
学
バ
ン
ザ

イ
魂
」
が
夕
見
子
の
北

海
道
大
学
合
格
を
お
祝

い
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
ほ

か
、「
北
海
道
大
学
合
唱
団
」
が
ド
ラ

マ
中
に
も
登
場
す
る
「
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
」

を
合
唱
し
、
福
地
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
福
地
さ
ん
は
撮
影
の
裏
話
や
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
の
前
に
ま
わ
っ
た
北
大
祭
の

感
想
を
お
話
し
に
な
り
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
福
地

さ
ん
は
「
北
海
道
の
魅
力
を
全
国
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
と
さ
ら
に
強
く

思
っ
た
」
と
北
海
道
愛
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
は
同
じ
く
札
幌
の
初
夏

の
風
物
詩
で
あ
る
「YOSAKOI

ソ
ー

ラ
ン
祭
り
」
と
開
催
期
間
が
重
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
「
北
大
祭
大

乱
舞
〜YOSAKOI

ソ
ー
ラ
ン
イ
ベ
ン

ト
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
「YOSAKOI

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」

で
も
注
目
を
集
め
る
「
北
海
道
大
学
・

縁
」
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
舞
を
披

露
し
、
会
場
に
い
る
観
客
と
演
者
が
一

体
と
な
っ
て
踊
る
「
総
踊
り
」
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
伝
統
的
な
企
画
で
あ
る

「
１
万
人
の
都
ぞ
弥
生
」
に
よ
る
「
都

ぞ
弥
生
」
の
歌
声
が
響
き
渡
る
な
か
、

北
大
祭
は
閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
と
っ

て
、
濃
密
な
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
北
大
祭
は
諸

先
輩
方
の
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
「
伝

統
」
が
受
け
継
が
れ
、
今
年
で
61
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
「
伝
統
」
は
さ

ら
に
未
来
に
受
け
継
が
れ
、
発
展
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
本
誌
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
卒

業
生
の
皆
様
も
来
年
以
降
の
北
大
祭
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ご

自
身
の
学
生
時
代
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
北
大
祭
の
「
伝
統
」
と
そ
の
発
展

を
そ
の
目
で
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
緑
に
包
ま
れ
た
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
令
和
へ
と
時
代
が
変
わ
っ
て

最
初
の
北
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
立
ち
並
ぶ
模
擬
店
で
声
を
枯
ら
す
ま

で
売
り
込
み
を
す
る
学
生
の
姿
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
北
大
祭
に
お
け
る
学
生
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
空
気
は
変
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
北
海
道
大
学
の
魅
力
を

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
機
会
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
北
大
の
魅
力
を
発
信

来
場
者
10
万
人
超
え
！

模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
は

法
学
部
知
的
財
産
法
ゼ
ミ
の

「
め
ん
ち
か
ち
ゅ
」

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
分
野
の

施
設
紹
介
や
体
験
も
人
気

「
な
つ
ぞ
ら
」
の
北
大
生・
夕
見
子

１
０
０
０
人
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

北海道大学大学祭
全学実行委員会事務局

広報担当

瀬古拓夢
（工学部3年）

IFF（留学生の模擬店）

NHK「なつぞら」の女優・福地桃子さん

施設公開（低温科学研究所）

よさこいチーム「縁」

Nire Rock Festival

◆第６１回北大祭
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2019年（令和元年）

残暑お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

  　会長　　杉江　和男　（工・45・応化・修）

  事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男

会
長

︵
工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム

馬
場　

直
俊

代
表
取
締
役
会
長

︵
工・
47
・
土
木
︶

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
国
内
＆
海
外
）

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

顧
問

仲　
　
　

裕
︵
工・
47
・
機
︶

は
ま
な
す
会

（
北
大
工
学
部
機
械
工
学
科 

東
京
同
窓
会
）

梅
原　

誠 

一 

郎

代
表

︵
工・
44
・
冶
金
・
修
︶

梅
原
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

伊
東　

則
昭

相
談
役

︵
工・
52
・
電
子
・
修
︶

日
本
コ
ム
シ
ス
株
式
会
社

福
士　

博
司

代
表
取
締
役　

副
社
長
執
行
役
員

︵
工・
59
・
合
化
・
修
︶

味
の
素
株
式
会
社　

川
越　

祐
司

代
表
取
締
役
社
長

︵
工・
57
・
電
子
・
修
︶

株
式
会
社
エ
ネ
ッ
ト　

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

︵
工・
H3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

樋口　達夫
細見　典男
吉田　克典

（水・50・食品・修）

（水・48・食品）

（水・H2・食品）

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

櫻
井　

雅
昭

総
合
研
究
所
長

︵
工・
56
・
金
属
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

成
瀬　

秀
夫

顧
問

︵
工・
52
・
電
気
︶

株
式
会
社
フ
ジ
ク
ラ

鷲
野　

弘
明

支
部
長

︵
獣
・
53
・
修
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部 數

土　

文
夫

名
誉
顧
問

︵
工・
39
・
冶
金
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

岡　

隆
次
郎

︵
工・
42
・
冶
金
︶

納
谷　

峻
徳

︵
工・
38
・
冶
金
︶

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

︵
薬
・
39
︶

松
田　

昌
士

顧
問

︵
法
・
36
・
修
︶

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

横
田　

秀 

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

石
堂　

正
信

常
務
理
事

︵
法
・
44
︶

行
政
改
革
推
進
会
議
歳
出
改
革
W
G
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会
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横
田　
　

浩

代
表
取
締
役　

社
長
執
行
役
員

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

堀
江　

亮
介

常
務
執
行
役
員

︵
法
・
61
・
修
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

杉
山　

和
彦

常
勤
監
査
役

︵
法
・
45
︶

株
式
会
社B

lueM
em

e

佐
々
木　

亮
子

会
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

坂
倉　

雅
夫

技
術
士

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

小
坂　

達
朗

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社

櫻
田　

巧

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
58
・
農
経
︶

株
式
会
社
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

戸
田　

信
之

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
51
・
農
化
︶

月
島
食
品
工
業
株
式
会
社

松
沢　

幸 

一

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
48
・
農
化
・
修
︶

株
式
会
社
明
治
屋

三
井　

晃 

一

代
表

︵
農
・
H1
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

冨
田　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

︵
農
・
62
・
農
機
︶

髙
橋　

寛

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会 

理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

副
会
長

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同

　理事長　 

副理事長

副理事長　 

梶谷　辰哉
坂倉　雅夫
櫻田　　巧

（農・50・林学）　

（農・48・農工）

（農・58・農経）

北大法学部
東京同窓会 役員一同

　　会長

事務局長

奥野　　滋
山口　公範

（法・50）　

（法・H2）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

　　会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）　

（経・52）

本
間　
　

修

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

池
田　

清
治

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

佐
々
木　

豊
実︵

農
・
35
・
林
学
︶

（
平
成
31
年
１
月
〜
、
敬
称
略
）

宗
野
裕
治
（
文
Ｈ
20
）、
加
藤
徹
（
法

Ｓ
59
）、
大
野
峻
（
法
Ｈ
18
）、
宮
田

靖
志
（
工
Ｓ
62
）、
利
府
俊
裕
（
工
Ｓ

54
）、
樋
口
雄
一（
教
Ｈ
７
）、
辻
村
祐

香
（
医
Ｈ
29
）、
木
和
田
広
司
（
水
Ｈ

12
）、
清
水
全
生
（
工
Ｓ
45
）、
柳
隆
夫

（
法
Ｈ
３
）、
石
塚
利
博
（
工
Ｓ
58
）、

田
村
信
彦
（
工
Ｓ
58
）、谷
畑
敦
史
（
経

Ｈ
27
）、
村
武
直
樹
（
経
Ｈ
７
）、
川

村
礼
紀
（
理
Ｓ
62
）、
濱
崎
敬
（
工
Ｈ

31
）、
横
山
尊
一（
工
Ｈ
31
）、
金
曽
裕

一（
水
Ｓ
40
）、
永
井
雅
俊
（
工
Ｈ
16
）、

森
川
真
好
（
法
Ｓ
58
）、三
浦
淳
史
（
工

Ｈ
19
）、
新
美
大
伸
（
工
Ｈ
15
）

西
尾
賢
亮
（
文
Ｓ
29
）、出
口
奎
示
（
医

Ｓ
26
）、
古
田
部
格
一（
水
Ｓ
30
）、
真

田
幸
雄
（
水
Ｓ
25
）、千
田
瑞
四
郎
（
法

Ｓ
35
）、
藪
口一
郎
（
理
Ｓ
61
）

平
成
31
年
１
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略

東日本恵迪寮同窓会
役員一同

会長 坂倉　雅夫 （Ｓ44入寮、農・48・農工）

【2019年 東日本恵迪寮同窓会 大寮歌祭 in 山梨】のご案内
【日時】 令和元年10月5日（土）
　　　  1.開識社（講演会：無料） 12：00〜13：00
 　　　 　講師:佐藤 八雷氏（S39入寮・工・衛生工学卒）
 　　　    演題:人口100億人時代の地球の水資源を憂う
　　　  2.総会及び大寮歌祭（会費：5,500円） 13：10〜16：00

【場所】 山梨県石和温泉 『かんぽの宿 石和』
　　　　 （山梨県笛吹市石和町松本348-1）

名刺広告は１コマ、５千円で、皆様にご協力をいただいています。 
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【優先連絡先E-mailアドレスの指定】
・ご自宅、勤務先に E-mail アドレスをお持ちの場合、優先連絡先の方に○印をつけてください。

【優先 発送物宛先の指定】 自宅・勤務先いずれか優先する方に○印をつけてください。

【会費納入方法】
・入会申込受領後、会費案内をお届けしますので郵便振替または銀行振込みにてお支払いください。

電話 ：　

E-mail ：

FAX ：

北海道大学東京同窓会　入会申込書

【FAX】03-3211-9288
ホームページからの申し込みも可能です。「北大東京同窓会」で検索してください。

フリガナ

氏　名

学　士

修　士

博　士
卒業年　（ 昭和  ・  平成 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成 ）　　　　　　　年卒業

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

学部　　　　　　　　　　　　　　　学科

自宅住所 〒（　　　　 　　）

電話 ：　

E-mail ：
（携帯・スマホ）

（PC）

FAX ：

勤務先

所属・役職

勤務先住所 〒（　　　　 　　）
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（川村特任教授：前列左端、西村名誉教授：
前列中央左、安井教授：前列右から２番目）

北海道大学の近況
（2019年 冬・春）

　

総
合
博
物
館
の
小
林
快
次
准
教
授

が
、
平
成
30
年
度
北
海
道
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
北
海

道
の
芸
術
、
科
学
、
教
育
そ
の
他
の
文

化
の
向
上
発
達
に
関
し
て
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
今
後
の
活
躍
が
特
に
期
待
さ

れ
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。
小
林
准
教
授
は
、
我
が
国
の

恐
竜
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
む
か

わ
竜
を
は
じ
め
と
す
る
恐
竜
化
石
の
研

究
、
発
掘
で
活
躍
し
、
恐
竜
化
石
を
通

じ
た
古
生
物
学
の
普
及
、
啓
発
な
ど
、

北
海
道
の
自
然
科
学
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
し
て
、
北
海
道
文
化
奨
励
賞
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
（
月
）、ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
北
海
道
文
化

賞
及
び
北
海
道
文
化
奨
励
賞
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
高
橋
は
る
み
知
事
よ
り
賞

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
、

む
か
わ
町
竹
中
喜
之
町
長
に
も
同
席
い

た
だ
き
、
ま
た
会
場
に
は
、
西
井
準
治

理
事
・
副
学
長
、
総
合
博
物
館
の
大
原

昌
宏
教
授
と
湯
浅
万
紀
子
教
授
、
む
か

わ
町
教
育
長
や
む
か
わ
町
穂
別
博
物
館

館
長
、
む
か
わ
町
民
の
方
々
に
も
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
林
准
教
授
は
受
賞
者
挨
拶
で
、「
こ

の
賞
は
、
私
個
人
で
は
な
く
、『
む
か

わ
竜
』
に
与
え
ら
れ
た
賞
で
す
。
私
は

13
年
前
に
北
海
道
大
学
に
着
任
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
北
海
道
大
学
及
び
北
海

道
大
学
総
合
博
物
館
に
は
、
全
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
恐
竜
研
究

者
と
し
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、『
む
か
わ

竜
』
に
関
わ
っ
て
か
ら
６
年
が
経
ち
ま

し
た
。
む
か
わ
町
の
方
々
の
力
強
い
協

力
に
よ
っ
て
、『
む
か
わ
竜
』
は
む
か

わ
町
の
宝
、北
海
道
の
宝
、日
本
の
宝
、

そ
し
て
世
界
の
宝
と
し
て
世
の
中
に
知

れ
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
む
か
わ

町
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
北
海
道
の
恐

総
合
博
物
館 

小
林
快
次
准
教
授
に「
北
海
道
文
化
奨
励
賞
」

北海道大学総務企画部広報課

北海道大学の近況

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
米
を
氷
点
下
に
冷

却
し
て
長
期
貯
蔵
し
、
高
品
質
保
持
を

可
能
に
す
る
と
い
う
画
期
的
な
技
術
で

す
。

　

北
海
道
米
は
、
古
く
は
〝
や
っ
か
い

ど
う
米
〟
と
も
揶
揄
さ
れ
、「
食
味
の

悪
い
米
」
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
同
氏
の
開
発
し
た
技

術
の
実
用
化
に
よ
り
品
質
食
味
が
向
上

し
、
現
在
で
は
米
市
場
及
び
一
般
消
費

者
に
北
海
道
米
の
「
お
い
し
さ
」
が
広

く
認
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に

も
北
海
道
米
の
お
い
し
さ
の
評
価
は
大

き
く
向
上
し
、
北
海
道
米
は
良
食
味
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま

し
た
。

（
農
学
院
・
農
学
研
究
院
・
農
学
部
）

　

西
村
正
治
名
誉
教
授　
　

　

西
村
名
誉
教
授
は
、「
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
研
究
に
関
す
る

世
界
的
貢
献
と
本
邦
に
お
け
る
啓
発
活

動
」の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
多
数
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
を

対
象
に
多
施
設
共
同
に
よ
る
前
向
き
調

査
を
10
年
間
に
わ
た
り
実
施
す
る
中

で
、
世
界
で
初
め
て
肺
Ｃ
Ｔ
検
査
を
導

入
し
、
肺
機
能
の
経
年
的
変
化
や
急
性

増
悪
の
頻
度
、
予
後
等
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
診
断
と
治

療
に
関
す
る
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
や
、
呼
吸
領
域
で
最
も
影
響
の
大
き

い
医
学
雑
誌
の
一
つ
「
米
国
胸
部
疾
患

学
会
雑
誌
」
の
編
集
に
参
画
し
、
そ
の

　

平
成
30
年
度
北
海
道
科
学
技
術
賞
を

農
学
研
究
院
の
川
村
周
三
特
任
教
授
、

本
学
名
誉
教
授
の
西
村
正
治
氏
、
水
産

科
学
研
究
院
の
安
井　

肇
教
授
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
科
学
技
術
上
の
優
れ
た

発
明
、
研
究
等
を
行
い
、
北
海
道
産
業

の
振
興
、
道
民
生
活
の
向
上
な
ど
経
済

竜
文
化
を
確
立
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
９
月
に
発
生
し
た
平
成

30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
ふ
れ
、

「
む
か
わ
町
の
復
旧
復
興
は
ま
だ
ま
だ

で
す
。
今
、『
む
か
わ
竜
』
を
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
、
町
民
の
方
々

は
復
興
に
向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
北
海
道

大
学
は
む
か
わ
町
に
対
し
て
全
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語

り
ま
し
た
。　　
　
　

 （
総
合
博
物
館
）

※
準
教
授
は
当
時
、
現
在
は
教
授

社
会
の
発
展
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方

に
、
知
事
表
彰
と
し
て
贈
呈
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

２
月
14
日
（
木
）
に
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

農
学
研
究
院　

川
村
周
三
特
任
教
授

　

川
村
特
任
教
授
は
、「
米
の
収
穫
後

技
術
に
よ
る
北
海
道
米
の
品
質
食
味
の

向
上
」
の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
氏
は
、
米
の
収
穫
後
技
術
の
基
礎

研
究
か
ら
実
用
化
実
証
試
験
に
及
ん
で

社
会
実
装
に
尽
力
し
、
北
海
道
米
の
品

質
食
味
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
特
に
米
の
超
低
温
貯
蔵
技
術
は
冬

の
自
然
の
寒
冷
空
気
の
再
生
可
能
エ
ネ

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
咳
・
痰
・
労
作
時
息

切
れ
が
特
徴
で
、
主
に
喫
煙
す
る
中
高

年
者
に
発
症
す
る
重
大
な
肺
疾
患
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
認
知
度
の
低
さ
が
適

正
な
診
断
・
治
療
の
障
害
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
同
氏
の
こ
う
し
た
国
内
外
に

お
け
る
活
動
は
、
早
期
診
断
と
正
し
い

治
療
を
啓
発
し
、
道
民
の
健
康
寿
命
延

伸
に
大
き
く
貢
献
し
た
だ
け
で
な
く
、

Hokkaido

と
い
う
名
称
を
世
界
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
研
究
者
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
し
た
。

（
医
学
院
・
医
学
研
究
院
・
医
学
部
）

　

水
産
科
学
研
究
院　

安
井
肇
教
授

　

安
井
教
授
は
、「
ガ
ゴ
メ
の
特
性
を

生
か
し
た
産
学
官
連
携
に
よ
る
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
の
形
成
」
の
功
績
に
よ
り
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
北
海
道
津
軽
海
峡
沿
岸
に

生
育
す
る
地
域
固
有
種
で
あ
る
褐
藻
コ

ン
ブ
科
の
ガ
ゴ
メ
に
つ
い
て
生
育
特
性

や
高
い
粘
性
成
分
に
着
目
し
、
人
工
合

成
な
ど
で
は
代
替
で
き
な
い
、
機
能
性

を
持
つ
粘
性
多
糖
類
「
フ
コ
イ
ダ
ン
」

が
発
生
・
生
長
過
程
の
な
か
で
高
濃
度

で
含
有
し
て
く
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ガ
ゴ
メ
の
生
理
・
生
態
を

明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
高
濃
度
の
フ
コ

イ
ダ
ン
を
含
有
す
る
ガ
ゴ
メ
の
栽
培
方

法
「
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
（
Ｂ
Ｆ
）」

を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
や

企
業
等
と
の
産
学
官
連
携
を
推
進
さ
せ

る
こ
と
で
、
Ｂ
Ｆ
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た

「
Ｂ
Ｆ
ガ
ゴ
メ
」
の
普
及
促
進
や
産
業

化
な
ど
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
も

取
り
組
み
、
北
海
道
発
や
函
館
発
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。
ガ
ゴ
メ
は
そ
の
特
性
か

ら
食
用
だ
け
で
は
な
く
化
粧
品
、
化
成

品
、
医
療
用
原
材
料
な
ど
に
幅
広
く
活

用
さ
れ
、
そ
の
経
済
効
果
は
２
０
０
億

円
以
上
の
規
模
と
試
算
さ
れ
、
北
海
道

の
産
業
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し

た
。

（
水
産
科
学
院
・
水
産
科
学
研
究
院
・

水
産
学
部
）

贈呈式の小林准教授（中央）、竹中む
かわ町長（左）、西井理事・副学長（右）

贈呈式での受賞者の記念撮影

平
成
30
年
度「
北
海
道
科
学
技
術
賞
」に
本
学
関
係
者
ら
３
氏

第
二
農
場
及
び
植
物
園
の
建
築
物
が

　
　
　
　
　
　

耐
震
改
修
優
秀
建
築
賞
を
受
賞

秀
建
築
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
優
れ
た
耐
震
改
修
を
実
施

し
た
建
築
物
と
、
そ
の
耐
震
改
修
に
主

体
的
に
係
わ
っ
た
関
係
者
が
表
彰
さ
れ

る
も
の
で
、
建
築
物
と
し
て
は
、「
農

　

本
学
第
二
農
場
と
植
物
園
の
建
築
群

の
耐
震
改
修
事
業
が
、
一
般
財
団
法
人

日
本
建
築
防
災
協
会
の
「
平
成
30
年
度

（
第
８
回
）
耐
震
改
修
優
秀
建
築
・
貢

献
者
表
彰
」
に
お
い
て
「
耐
震
改
修
優
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笠
原
正
典
総
長
職
務
代
理
（
理

事
・
副
学
長
）
か
ら
博
士
学
位
記

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
総
長
告
辞
が
あ
り
、

最
後
に
北
海
道
大
学
交
響
楽
団

の
弦
楽
四
重
奏
に
よ
る
「
都
ぞ
弥

生
」
の
演
奏
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

３
月
26
日
（
火
）
に
は
、フ
ォ
ー

ポ
イ
ン
ト
バ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館

に
お
い
て
、
水
産
科
学
院
の
修
士

課
程
修
了
者
90
名
を
代
表
し
、
各

専
攻
の
総
代
へ
水
産
科
学
院
長
か

ら
修
士
学
位
記
が
、
ま
た
、
博
士
課
程

修
了
者
７
名
に
対
し
、
笠
原
総
長
職
務

代
理
（
理
事
・
副
学
長
）
か
ら
博
士
学

位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
部
・
研
究
科
等
別
の
卒
業
者
数
、

修
了
者
数
、
及
び
論
文
博
士
授
与
者
数

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
学
務
部
学
務
企
画
課
）

学
部
第
二
農
場
」
及
び
「
農
学
部
植
物

園
・
博
物
館
」
と
し
て
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
築
群
18
棟
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
者
と
し
て
は
、
本
学
の

ほ
か
、
平
成
25
年
度
及
び
26
年
度
に
実

施
し
た
文
部
科
学
省
国
立
大
学
法
人
施

設
整
備
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
改
修
の

際
、
設
計
を
担
当
し
た
公
益
財
団
法
人

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
有
限

会
社
金
箱
構
造
設
計
事
務
所
及
び
株
式

会
社
日
建
設
計
と
、
施
工
を
担
当
し
た

清
水
・
高
橋
組
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学

が
、
か
ね
て
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス

ン
テ
ィ
ア
精
神
と
と
も
に
自
信
を
持
っ

て
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
が
、
夢
と
勇
気
と
大
志
を
持
っ
て
、

新
た
な
人
生
を
切
り
拓
か
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。」
と
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

　

続
け
て
、
北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル

ム
会
長
・
石
山
喬
氏
は
祝
辞
の
中
で
、

「
北
大
で
ま
か
れ
たBe gentlem

an

の
種
を
大
切
に
し
て
、
自
分
な
り
の

Gentlem
an

像
を
作
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
へ
の
は
な

む
け
の
言
葉
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
出
席
者
全
員
に
よ
る
「
都
ぞ
弥

生
」の
斉
唱
で
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
（
火
）
に
は
、
フ
ォ
ー

ポ
イ
ン
ト
バ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館
に

お
い
て
水
産
学
部
卒
業
生
１
９
４
名

を
代
表
し
、
各
学
科
の
総
代
へ
水
産

学
部
長
か
ら
学
士
学
位
記
が
授
与
さ

れ
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
修
了
者
に

は
長
谷
川
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
校
長
代

理
か
ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
修
士
・
専
門
職
学
位
・

　

博
士
学
位
記
授
与
式

　

平
成
30
年
度
修

士
・
専
門
職
学

位
・
博
士
学
位
記

授
与
式
を
、
学
士

学
位
記
授
与
式
終

了
後
に
、
第
二
体

育
館
に
お
い
て
行

い
ま
し
た
（
水
産

科
学
院
に
つ
い
て

は
翌
日
挙
行
）。

　

修
士
・
専
門
職

学
位
・
博
士
学
位

記
授
与
式
で
は
、

役
員
、
研
究
科
等

の
長
の
列
席
の

下
、
16
研
究
科
等

の
修
士
課
程
修
了

者
１
，
４
９
４
名

を
代
表
し
、
各
研

究
科
等
の
総
代
へ

修
士
学
位
記
が
、

ま
た
、
法
科
大
学

院
（
法
学
研
究
科
法
律
実
務

専
攻
）
修
了
者
39
名
、
経
済

学
院
会
計
情
報
専
攻
修
了
者

21
名
、
及
び
公
共
政
策
学
教

育
部
公
共
政
策
学
専
攻
修
了

者
37
名
を
代
表
し
、
各
研
究

科
等
の
総
代
へ
専
門
職
学
位
学
位
記

が
、
各
研
究
科
等
の
長
か
ら
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
15
研
究
科
等
の
博
士
課

程
修
了
者
２
９
２
名
、
論
文
博
士
14
名

を
代
表
し
、
各
研
究
科
等
の
総
代
へ
、

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て

歴
史
的
建
造
物
の
中
長
期

的
維
持
管
理
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
継

続
的
に
、
建
築
専
門
家
だ

け
で
な
く
植
物
生
態
系
管

理
、
埋
蔵
文
化
財
管
理
、

史
学
を
含
め
た
多
角
的
視

点
か
ら
活
用
を
検
討
し
て

き
た
こ
と
等
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
国
立
大

学
法
人
の
施
設
か
ら
の
受

賞
は
、
京
都
大
学
百
周
年

時
計
台
記
念
館
（
平
成
27

年
度
〈
第
５
回
〉
受
賞
）

に
続
く
２
例
目
と
な
り
ま

す
。

　

表
彰
式
は
、
２
月
19
日

（
火
）
に
霞
が
関
ビ
ル
に
あ
る
東
海
大

学
交
友
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
表

と
し
て
、
本
学
総
長
補
佐
（
施
設
・
環

境
計
画
室
）
の
小
澤
丈
夫
教
授
が
表
彰

状
を
受
け
取
り
、
受
賞
者
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
し
た
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
）

　

平
成
30
年
度
学
士
学
位
記
授
与
式

 

平
成
30
年
度
学
士
学
位
記
授
与
式
を

３
月
25
日
（
月
）
に
、
本
学
第
一
体
育

館
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

学
位
記
授
与
式
は
、
来
賓
、
役
員
、

学
部
長
等
の
列
席
の
下
、
北
海
道
大
学

交
響
楽
団
に
よ
る
「
エ
ル
ム
の
鐘
」
の

演
奏
の
後
開
始
さ
れ
、
水
産
学
部
を
除

く
11
学
部
及
び
現
代
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
課
程
の
卒
業
生
２
，
２
８
２
名
（
獣

医
学
部
共
同
獣
医

学
課
程
の
う
ち
、
帯

広
畜
産
大
学
が
本

籍
の
者
を
除
く
）
を

代
表
し
、
各
学
部
の

総
代
へ
学
部
長
か

ら
学
士
学
位
記
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
の
修
了
者

33
名
を
代
表
し
、
総

代
へ
長
谷
川
晃
新

渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
校

長
代
理
か
ら
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

笠
原
正
典
総
長

職
務
代
理
（
理
事
・

副
学
長
）
は
、
卒
業

生
に
向
け
て
「
フ
ロ

北海道大学の近況

〈修了者〉〈研究科・教育部・専攻名〉
法学大学院（法学研究科法律実務専攻）
経済学院会計情報専攻 
公共政策学教育部公共政策学専攻

計

39
21
37

97

第二農場牧牛舎

植物園博物館本館

表彰状の授与

受賞関係者

小澤総長補佐による
プレゼンテーション

〈卒業者〉〈学部名〉
179
62

200
169
305
284
48
80

698
211

 （80）38
194

8

（2,518）
 2,476

学部別
卒業者数一覧

文学部 
教育学部 
法学部
経済学部
理学部
医学部 
歯学部 
薬学部 
工学部 
農学部 
獣医学部 
水産学部
現代日本学
プログラム
課程

計

括弧書きの数字は本学及び
帯広畜産大学の合計数

研究科等別大学院博士課程
修了者及び論文博士数一覧

〈　  〉論文
博士〈研究科等名〉

文学研究科
法学研究科
経済学研究科
医学研究科
歯学研究科
獣医学研究科
情報科学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院
農学院
生命科学院
教育学院

保健科学院
工学院
総合化学院

計

3

1

3
1
2
1

2
1

14

24
2

52
24
11
24
7

12
30
22
19
5

5

2
28
32

299

国際広報メディア・
観光学院

〈　  〉課程
博士

学位記を受ける総代

修了証書を受ける新渡戸カレッジ総代

告辞を述べる笠原総長職務代理
（理事・副学長）

祝辞を述べられる石山会長

会場の様子水産学部応援団のエール

平
成
30
年
度
学
位
記
授
与
式

研究科等別大学院修士課程・
専門職学位課程修了者数一覧

〈修了者〉〈研究科等名〉

文学研究科 
法学研究科
情報科学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院　
農学院
生命科学院
教育学院
国際広報メディア・観光学院
保健科学院
工学院
総合化学院
経済学院・経済学研究科
医学院・医学研究科
医理工学院
国際食資源学院　

　　　　　 計

71
20
184
90
132
107
151
111
47
37
48

（376）365
138
29
24
14
16

（1,595）1,584

　

平
成
31
年
度
の
入
学
式
を
、
４
月
４

日
（
木
）
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
は
、
来
賓
の
校
友
会
エ
ル
ム
会
長 

石
山
喬
氏
、大
韓
民
国
、ロ
シ
ア
連
邦
、

中
華
人
民
共
和
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
連
邦
領
事
館
か
ら
の
代
表
者
並
び
に

役
員
、
及
び
部
局
長
の
列
席
の
下
、
北

海
道
大
学
交
響
楽
団
に
よ
る
「
エ
ル
ム

平
成
31
年
度 

入
学
式

括弧書きの数字は本学及び帯広畜産大学の合計数
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の
鐘
」
の
演
奏
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
笠

原
正
典
総
長
職
務
代
理
（
理
事
・
副
学

長
）
か
ら
新
入
生
に
対
し
告
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
笠
原
正
典
総
長
職
務
代

理
（
理
事
・
副
学
長
）
は
告
辞
の
中
で
、

本
学
の
概
要
に
つ
い
て
歴
史
的
経
緯
を

含
め
て
紹
介
し
、
是
非
、
本
学
の
雄
大

な
ス
ケ
ー
ル
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
私
た
ち
は
少
子
高
齢
化
、

環
境
汚
染
な
ど
数
多
く
の
世
界
的
な
問

題
を
抱
え
、
特
に
少
子
高
齢
化
は
、
我

が
国
が
初
め
て
経
験
す
る

世
界
的
に
も
類
を
見
な
い

も
の
で
、
過
去
の
例
や
外

国
で
の
例
を
参
考
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
新
し
い
状
況
を
自
ら

正
確
に
把
握
し
、
正
し
い

理
解
に
基
づ
き
「
自
分
の

頭
で
考
え
る
」
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
大
学
生

活
の
学
び
の
中
で
、

ぜ
ひ
「
自
ら
考
え
る
」

能
力
と
習
慣
を
身
に

付
け
て
く
だ
さ
い
と

述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
た

め
に
は
基
礎
と
な
る

幅
広
い
知
識
を
獲
得

し
、
自
由
自
在
に
取
り

扱
え
る
よ
う
に
な
る

必
要
が
あ
る
た
め
、

最
初
の
１
年
間
、
高
等
教
育
推
進
機

構
・
総
合
教
育
部
に
籍
を
置
き
、
様
々

な
学
問
分
野
の
基
礎
を
学
び
、
自
ら
の

関
心
を
広
げ
、
個
々
に
修
学
の
ス
タ
イ

ル
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と
。

そ
し
て
、
幅
広
い
領
域
の
知
識
と
教
養

を
培
っ
て
こ
そ
、
各
学
部
の
専
門
課
程

に
お
け
る
学
び
も
実
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合
教

育
で
の
勉
学
に
励
み
、「
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
」
と
い
う
姿
勢
を
体
得
し

て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

急
速
に
進
む
現
在
で
は
、
主
体
的
に
構

想
し
、
問
題
意
識
を
国
際
社
会
と
共
有

の
う
え
課
題
解
決
を
提
案
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
英
語
を

中
心
と
す
る
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
異
文
化
理
解
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、「
新
渡
戸
カ
レ
ッ

ジ
」
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
海

外
の
異
な
っ
た
考
え
方
や
価
値
観
を
理

解
し
て
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
に

な
っ
て
欲
し
い
と
、
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
留
学
生
35
名
を
含
む
２
，

５
６
４
名
の
入
学
者
を
代
表
し
て
、
東

尚
宏
さ
ん
に
よ
る
入
学
者
宣
誓
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
、
本
学
理
事
、
副
学

長
、
監
事
及
び
部
局
長
の
紹
介
と
続

き
、
北
大
交
響
楽
団
に
よ
る
「
都
ぞ
弥

生
」
の
演
奏
で
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
終
了
後
に
は
、
本
学
卒
業
生

で
あ
る
、
農
学
部
副
学
部
長
の
野
口
伸

教
授
か
ら
「
本
学
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
、
長
谷
川
晃
副
学
長
か
ら

「
北
大
生
活
を
送
る
に
あ
た
っ
て
の

心
構
え
」
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

北
大
合
唱
団
に
よ
る
「
都
ぞ
弥
生
」

及
び
「I , ve been w

orking on the 
railroad

」
の
合
唱
が
行
わ
れ
、
全
て

の
行
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

（
学
務
部
学
務
企
画
課
）

北海道大学の近況

　

近
年
我
が
国
で
は
豪
雨
や
地
震
が
頻

発
し
て
お
り
、
山
崩
れ
、
洪
水
氾
濫
、

津
波
、
地
盤
沈
下
な
ど
様
々
な
現
象
が

複
合
し
て
、
広
域
に
わ
た
り
自
然
災
害

が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
然

災
害
で
は
、
人
命
や
財
産
、
土
木
施
設

な
ど
住
民
の
生
存
基
盤
に
と
ど
ま
ら

ず
、
農
林
畜
水
産
業
や
電
力
・
水
・
交

通
網
な
ど
の
産
業
基
盤
に
大
き
な
被
害

が
生
じ
ま
す
。
北
海
道
で
も
、
平
成
28

年
に
は
北
海
道
豪
雨
に
よ
り
、
ま
た
平

成
30
年
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
、
広
域
複
合
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
北
海
道
は
、
我
が
国
の
食
料
生
産

基
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
極

集
中
・
過
疎
化
と
い
う
第
一
次
産
業
の

空
洞
化
を
示
す
地
域
で
、
災
害
に
対
す

る
脆
弱
性
は
我
が
国
の
社
会
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成

31
年
４
月
１
日
に
学
内
共
同
研
究
施
設

で
あ
る
「
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン

タ
ー
（Center for Natural Hazards 

Research

）」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
規
模
・
形

態
・
被
害
の
予
測
手
法
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
対
策
手
法
や
災
害
復
旧
の
シ
ス
テ

ム
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
に
強
い
地

域
社
会
の
あ
り
方
や
社
会
構
造
な
ど
を

研
究
し
、「
広
域
・
複
合
型
災
害
減
災

計
画
・
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
関
係

行
政
・
研
究
機
関
，学
内
関
係
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
ロ
バ
ス
ト
農
林
水
産
工
学
国
際

連
携
研
究
教
育
拠
点
等
）、
地
域
社
会

と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
提
案
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
学
院
教
育
や
定
期
的
な
研
修

会
を
通
じ
、
広
域
複
合
災
害
に
関
す
る

研
究
成
果
を
社
会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
知

見
を
持
っ
た
、
防
災
の
専
門
家
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　

多
極
化
す
る
防
災
・
減
災
研
究
の
一

元
化
を
目
指
す
本
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海

道
だ
け
で
は
な
く
国
内
外
に
お
い
て
も

災
害
研
究
の
先
導
的
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

本
学
は
、
効
果
的
な
減
災
に
資
す
る

教
育
研
究
の
促
進
や
減
災
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
、
人
材
育
成
の
た
め
、

平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
「
広
域
複

合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
（Center for 

Natural Hazards Research

）」（
以

下
、
Ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｒ
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
４
月
16
日
（
火
）

に
、
設
置
の
背
景
と
目
的
、
活
動
計
画

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
広
く
情
報
提
供

を
行
う
た
め
、
工
学
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

応
用
科
学
研
究
棟
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

（
鈴
木
章
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
開
所
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。
開
所
式
に
は
、
行

政
機
関
や
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
防

災
に
関
わ
る
技
術
者
や
大
学
関
係
者
、

報
道
関
係
者
な
ど
北
海
道
内
外
か
ら
約

１
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｒ
は
、
学
内
共
同
施
設
（
研

究
施
設
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
基

本
的
に
は
寄
附
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
開
所
式
冒
頭
で
は
笠
原

正
典
総
長
職
務
代
理

の
開
式
挨
拶
に
引
き

続
き
、
寄
附
の
あ
っ
た

団
体
を
代
表
し
て
、

一
般
財
団
法
人
砂
防
・

地
す
べ
り
技
術
セ
ン

タ
ー
と
ア
ジ
ア
航
測

株
式
会
社
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨

拶
に
続
き
、
山
田
孝

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
Ｃ

Ｎ
Ｈ
Ｒ
の
研
究
、
人

材
育
成
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
に
関
す
る
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
の
丸
谷
知

己
理
事
か
ら
「
近
年
の

自
然
災
害
と
北
海
道

の
脆
弱
性
」、
一
般
財

団
法
人
砂
防
・
地
す
べ

り
技
術
セ
ン
タ
ー
の

南
哲
行
理
事
長
か
ら

「
災
害
の
複
合
化
・
激

甚
化
に
向
け
た
次
世
代
防
災
技
術
者
の

確
保
と
育
成
」、
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会

社
の
小
川
紀
一
朗
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
「
航
空
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
界
か
ら
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｒ
は
異
分

野
融
合
を
柱
と
し
て
災
害
研
究
を
行

い
、
農
、
工
、
理
、
文
、
経
済
及
び
公

共
政
策
な
ど
の
多
面
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
徴

と
し
て
、
そ
の
成
果
を

大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
教

育
に
活
か
す
人
材
育
成

機
能
も
持
た
せ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
25
人
の
学

内
教
員
が
参
画
し
て
お

り
（
平
成
31
年
４
月
末

時
点
）、
開
所
式
後
半

に
は
出
席
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｈ

Ｒ
参
画
教
員
全
員
か
ら

研
究
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
笠
井
美
青

副
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
Ｃ

Ｎ
Ｈ
Ｒ
設
置
に
尽
力
さ

れ
た
関
係
者
及
び
開
所

式
参
加
者
へ
の
感
謝
と

今
後
の
活
動
に
対
す
る

意
気
込
み
が
閉
式
挨
拶

と
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
広
域
複
合

災
害
研
究
の
促
進
、
道

内
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
編
成

さ
れ
る
広
域
複
合
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー
ム
の
活
動
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

や
、
学
外
教
員
の
招
聘
、
学
外
研
究
員

の
受
け
入
れ
、
減
災
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
、
及
び
人
材
育
成
の
た
め
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
の
拡
充
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。（広

域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
）

「
広
域
複
合
災
害
研
究

　
　

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

総代による入学者宣誓

告辞を述べる笠原総長職務代理

長谷川副学長によるガイダンス

笠原総長職務代理による開式挨拶

山田センター長による
CNHR紹介

丸谷理事による
特別講演

笠井副センター長による
閉式挨拶

感謝状の贈呈を受ける南理事長（左）

感謝状の贈呈を受ける
小川代表取締役社長（左）

野口教授から後輩へのメッセージ

「
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
所
式
を
挙
行
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日時：令和元年10月５日（土）　1. 開識社（講演会：無料）１２時〜13時　2. 総会及び大寮歌祭13時10分〜16時
会場：山梨県石和温泉「かんぽの宿 石和」（山梨県笛吹市石和町松本348-1）
参加費：総会及び大寮歌祭5,5００円

日時：令和元年10月11日（金）18時30分
会場：「こけし屋」 杉並区西荻南3-14-6  03-3334-5111
参加費：5,000円（平成21〜31年の卒業生3,000円）
申込み：9月30日（月）までに卒年氏名を下記宛に送信
　　　　ください。宛先：iijuft@frontier.hokudai.ac.jp

北大経済学部東京同窓会

東日本恵迪寮同窓会 大寮歌祭 in 山梨

「北大東京同窓会忘年会」を企画中！メルマガ等でご確認ください！

日時：令和元年10月14日（月・祝）
　　　12時15分〜16時30分（11時15分受付）
会場：大田区産業プラザ４階　コンベンションホール
参加費：３,０００円（同伴ご家族無料、お子様連れ大歓迎！） 
※ホームページ  http://www.ryoukasai.org/

第18回北大寮歌祭

 イベント・同窓会のお知らせ

日時：令和２年1月10日（金）18時30分～21時
会場：銀座ライオンビル5階　音楽ビアプラザ ライオン 銀座店
参加費：６,000円（2010年代卒の卒業生3,000円）
　　　当日会場にてお支払ください。

日時：令和２年2月1日（予定）14時開始
会場：京成ホテル ミラマーレ（予定）
参加費：10,０００円（女性・若者・同伴者割引あり）
問い合わせ先：西山 090-2666-4997

北大東京同窓会新年交礼会 北大千葉県エルム会 総会
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北
海
道
の

短
い
夏
を

楽
し
も
う
！

ゴールデン
ウィークに花見！

さ
か
の
ぼ
れ
ば
…

６
月
に
は
北
大
祭
！

吹
雪
の
中
で

　

 

入
学
式
！

イラストⒸ高野葵（H25環境科学院）
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青山 千穂　谷畑 敦史　中井 啓之　陣谷 義直　

　

家
ば
か
り
並
ん
で
い
る
東
京
か

ら
札
幌
ヘ
家
移
り
し
て
き
た
の
が

１
９
３
４
年
の
春
で
あ
っ
た
。
札

幌
の
街
は
煤
煙
か
ら
脱
却
し
た
ば

か
り
、
大
変
な
所
に
来
た
ん
だ
と

い
う
気
分
だ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ

に
し
て
も
市
電
が
走
っ
て
い
る
姿

に
何
か
安
心
し
た
記
憶
が
あ
っ
た
。

　

住
居
は
親
父
様
の
勤
務
先
に
近

い
苗
穂
駅
の
側
に
決
ま
っ
た
。
何

が
珍
し
い
の
か
「
お
前
た
ち
内
地

か
ら
来
た
の
か
？
」
と
子
供
の
み

な
ら
ず
隣
近
所
の
者
た
ち
が
寄
っ

て
来
て
あ
れ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
あ
の
で
か
い
の
が
藻
岩
山
よ
。

そ
の
右
は
円
山
だ
、
隣
の
山
は
三

角
だ
べ
、
あ
れ
が
三
角
山
だ
。
そ

こ
の
東
橋
が
架
か
っ
て
い
る
川
は

豊
平
川
よ
・
・
・
」
と
い
う
具
合
で

あ
っ
た
。
ま
だ
人
口
一
八
万
チ
ョ
ッ

ト
の
山
や
川
に
囲
ま
れ
た
石
狩
平

野
の
都
会
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

藻
岩
山
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
る

の
だ
が
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て

身
近
に
な
っ
て
く
る
の
は
や
は
り

理
学
部
植
物
学
科
に
席
を
置
い
て

か
ら
の
よ
う
に
思
う
。

　

登
路
は
い
く
つ
も
有
る
よ
う
だ

が
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
利
用
を
除

け
ば
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
の

は
慈
啓
会
コ
ー
ス
の
よ
う
だ
。
西

国
三
十
三
ケ
所
を
模
し
た
石
の
観

音
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
せ
い
か

も
し
れ
ぬ
。
た
ま
に
は
小
林
峠
ヘ

下
り
て
見
よ
う
か
と
歩
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
し
げ
く
人
が
歩
か
な

い
小
道
は
よ
く
湿
り
、
梢
を
通
し
て

こ
ぼ
れ
る
光
が
心
地
よ
か
っ
た
。

こ
れ
は
い
け
る
と
気
を
良
く
し
た

が
、
峠
を
行
き
来
す
る
車
の
数
に

恐
れ
入
っ
た
。
峠
の
路
は
人
に
優

し
く
な
い
！
来
た
道
を
帰
る
こ
と

に
し
た
。
同
じ
路
で
あ
り
な
が
ら
、

見
え
る
風
情
は
違
う
。

　

風
に
小
さ
く
揺
れ
る
葉
っ
ぱ
が

目
に
留
ま
っ
た
。
斑
に
紅
葉
し
た

葉
っ
ぱ
で
あ
っ
た
。
俺
を
良
く
見

て
く
れ
！
と
で
も
言
い
た
げ
な
揺

れ
方
に
も
見
え
た
。
ハ
ウ
チ
ワ
カ

エ
デ
で
あ
っ
た
。
よ
く
み
る
と
、

中
学
の
頃
、
教
え
ら
れ
た
通
り
、

葉
脈
の
傷
の
切
れ
目
で
赤
と
緑
が

入
れ
替
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

　
つ
い
に
１
１
０
０
人
を
突
破
し
た
。
今

年
の
ジ
ン
パ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
で
も
感
心
し
た
の
は
、
そ
の
人
数
の
こ

と
よ
り
も
、
当
日
慌
た
だ
し
く
な
く
整
然

と
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
昨
年
と
比
べ

て
２
０
０
人
以
上
も
人
数
が
増
え
た
に

も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
受
付
の
Ｉ
Ｔ
化
の

功
績
は
大
き
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、
新
た
な

ス
タ
ッ
フ
の
充
足
や
効
率
よ
い
仕
事
分

担
な
ど
も
大
し
た
も
ん
だ
と
思
う
。

　

30
年
以
上
前
の
北
大
生
は
ジ
ン
パ
と

は
言
わ
な
か
っ
た
は
ず
。
ず
ば
り
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ジ
ン
パ
で

若
者
が
集
ま
る
な
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
。（
島
田
久
）


